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序　　文

京都市は平安京の建都に始まり千二百年余の永い歴史を有する古都であり、市域内には平

安京跡とその周辺部には数多くの遺跡が点在している。都市機能の整備と近代化のための再

開発などに伴い、文化景観や遺跡が壊される機会が多くなった。その対策として遺跡保護の

法的措置が講じられるようになった。

京都市では、昭和 47年に京都市遺跡地図・台帳が作成され、周知されている埋蔵文化財包

蔵地内で工事などをするときは、事前の届出の義務が法令で定められている。この頃から遺

跡保護のための行政指導や発掘調査を市が直接担当するようになったが、それまでは京都府

や大学他の任意の調査団体などが遺跡の発掘調査に関わり大きな成果を挙げてきた。

その後、遺跡発掘の事例が増加し、遺跡の保護と調査体制を整備充実するために、関係す

る調査団体と京都市が協力し、昭和 51年 11 月１日に財団法人京都市埋蔵文化財研究所が設

立された。

遺跡の発掘調査事業を中心にして、その成果をまとめた報告書を刊行し、あわせて講演や、

京都市考古資料館などで展示の機会を提供して、遺跡への理解と関心を深めるための普及事

業も積極的に実施するなど、市民をはじめ大方の埋蔵文化財保護への支援と理解を高めるこ

とを目的としている。

本書は、研究所が実施した昭和 55年度の発掘調査、試掘・立会調査の各概要について報告

するものである。

本来、この「京都市埋蔵文化財調査概要」は、研究所年報として各年度の１年間の発掘調

査概要、試掘・立会調査概要その他について紹介し、研究所の諸事業の全貌の概略を周知す

ることを目的とするものである。

年報については、昭和 58年３月に昭和 56年度の「京都市埋蔵文化財調査概要」が刊行さ

れたのが最初である。昭和 51 年度から 55 年度の調査概要については、30 年余の時間が経

過するなかで、あらためて編集を進めてきたが、今ここに、昭和 55 年度の調査事業概要報

告書として本書を上梓することになった。ご参考になれば幸いである。

平成 23年９月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢



凡　　例

１	 ��本書は、財団法人京都市埋蔵文化財研究所が昭和55年度に実施した、発掘調査（第１章）、試掘・

立会調査（第２章）の年次報告である。

２	 �本書中に示した方位は、大半が磁北であるが、一部天測を行った真北のものや座標北のもの

もある。

３	 �一部座標表記があり、これは日本測地系（改正前） 平面直角座標系Ⅵによる。ただし、単位（ｍ）

を省略した。

４	 水準高は、一部京都市水準点を使用したが、大半は任意である。

５	 �本書中の地図は、京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）を参考にし、作成した。

６	 �遺跡名は、『京都市遺跡地図台帳』【第８版】（京都市文化市民局　2007 年発行）に準拠した

ため、一部、調査時と異なる。

７	 �長岡京の条坊呼称は、調査時には既往の呼称（旧呼称）を使用していたが、長岡京連絡協議

会の取り決めにより、新呼称を用いた。

８	 遺構表示のうち、表示記号で示したものは、奈良国立文化財研究所の用例に従った。

９	 既報告のものは、書名を文末に記した。

10	 �文化庁国庫補助事業による発掘調査は、『平安京跡発掘調査報告』昭和 55 年度、『六勝寺跡

発掘調査概要』昭和 55年度、『鳥羽離宮跡調査概要』昭和 55年度、『中臣遺跡発掘調査概要』

昭和 55 年度、『長岡京跡発掘調査概要』昭和 55 年度、『北白川廃寺跡発掘調査概報』昭和

55 年度、『名勝双ヶ岡保存整備事業報告』昭和 55 年度、『樫原廃寺発掘調査概要』昭和 55

年度、『大薮遺跡発掘調査概要』昭和 55年度、『南春日町遺跡発掘調査概要』昭和 55年度に、

試掘・立会調査は『京都市内遺跡試掘・立会調査報告』昭和 55年度に報告しているため、図面・

写真図版等は割愛している。

11	 �各報告は伊藤　潔・網　伸也が編集・執筆した。また、それ以外に本書作成には調査業務担

当職員および資料業務担当職員があたった。
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第１章　発掘調査

Ⅰ　昭和 55年度の発掘調査概要

本年度の発掘調査は 87件実施した。その内訳は平安宮跡 12件［９件］、平安京跡 24件（左京

14件、右京 10件［５件］）、白河街区４件［３件］、鳥羽離宮跡 11件［９件］、中臣遺跡 11件［８

件］、長岡京跡９件［１件］、その他の遺跡 16件［５件］である。［ ］括弧内には国庫補助事業に

よる調査の件数を示した。

平安宮跡　ほとんどの調査では近世以降の攪乱により、遺構の残存状況が良くなかった。平安

時代前期の遺構は、中務省跡（９）で中務省北辺を画する東西溝と掘立柱建物、太政官跡（12）

で東西溝と土壙を検出した。また、現丸太町通で行った調査（10）では平安時代の遺構のほか、

古墳時代後期の竪穴住居や溝などを検出しており、平安宮造営前の当地の状況を考えるうえで重

要である。

平安京跡　左京域では中世以降の遺構・遺物の検出が多く、平安時代の遺構の検出は少なかった。

三条三坊五町（18）では平安時代前期の掘立柱建物の一部を検出した。五条三坊五町（23）では

土師器を中心とする大量の土器を供献するなどの室町時代の土壙墓 11基、九条三坊十六町（26）

では平安時代後期から室町時代の井戸 25基などを検出した。また、五条三坊五町・烏丸綾小路遺

跡（23）では弥生時代中期の溝や同後期の竪穴住居などを検出している。

右京域では平安時代の条坊関係遺構や建物などが各所で検出された。五条二坊五町（30）では

西堀川小路の東西両側溝および西堀川、二条三坊二町（27）では平安時代後期の春日小路の路面・

両側溝および築地などを検出した。三条三坊三町（28）、五条二坊一町（29）、七条一坊十四町（31）

では平安時代前期の掘立柱建物や溝、井戸などを検出している。また、九条一坊・西寺跡では４

件の調査（33〜 36）を行い、（33）では西僧房の基壇西辺、（36）では西限築地などを検出した。

平安時代以前の遺構としては、七条一坊十四町・衣田町遺跡（31）で弥生時代後期の方形周溝墓、

九条一坊・西寺跡（33 〜 36）では下層（唐橋遺跡）で流路などを確認し古墳時代中期から後期

の遺物が出土した。

白河街区　尊勝寺跡（37・38）では 1977・1978 年度調査で検出した阿弥陀堂と考えられる

礎石建物基壇の北辺と東辺を検出した。白河北殿跡（39）では東西方向の建物基壇とこれに伴う

溝など、白河南殿跡（40）では東西に対面する２棟の建物基壇を検出した。

鳥羽離宮跡　57〜 60・62 〜 68 次調査、東殿地区で７件、田中殿地区で２件、北殿地区で１

件、馬場殿地区で１件の調査を実施した。鳥羽離宮期の遺構は、東殿地区の 59 次調査（43）で

溝、60 次調査（44）で石敷遺構、北殿では 65 次調査（48）で「宝蔵（経蔵）」と考えられる建

物基壇の一部を良好に検出した。田中殿の 67次調査（50）では池の汀、馬場殿の 68次調査（51）

では湿地状遺構を検出している。
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中臣遺跡　中臣遺跡では近年進められた土地区画整理事業以降、宅地開発の増加に従って調査

件数も多くなっている。34〜 44次調査、遺跡が立地する通称・栗栖野丘陵の段丘崖の上段で４件、

段丘の東側で３件、西から南側で４件の調査を実施した。縄文時代後期から奈良時代までの各時

代の多様な遺構・遺物を検出した。注目されるのは丘陵東側の 34 次調査（52）で検出された奈

良時代の掘立柱建物である。1978 年に西側で行った 16次調査では奈良時代の大型掘立柱建物を

検出しており、当地周辺が奈良時代の集落の中心地であったと見られる。

長岡京跡　いずれも左京域の調査である。三条三坊十三町・四条四坊十六町（66）で三条大路

の南北両側溝のほか、掘立柱建物や井戸を検出した。五条二坊〜四坊（68）でも東四坊坊間小路

両側溝と東三坊大路東側溝、掘立柱建物・井戸を検出し、土壙から漆紙文書が出土した。五条一

坊四町（70）では久我縄手に並行する平安時代後期の溝を検出している。さらに弥生時代から古

墳時代にかけての集落・羽束師遺跡に関連しては竪穴住居（68・70）や水田跡（69）などを検出

した。

その他の遺跡　その他の遺跡では、集落遺跡４件、古墳２件、平安遷都以前の寺院５件、以後

の寺院２件、伏見城２件の調査を行った。

左京区修学院小学校内で行った沖殿町遺跡の調査（74）では平安時代後期から室町時代の遺構

が良好に検出し、当地に中世の集落が展開していることが判明した。右京区の上ノ段町遺跡（77）

では飛鳥時代の竪穴住居・掘立柱建物を検出しており、隣接する広隆寺の建立との関連で注目さ

れる。右京区双ケ岡の整備事業の一環として一ノ丘古墳を調査（76）し、西京区御陵の大枝山古

墳群では大規模開発に際して保存対象外となった古墳のうち７基の発掘調査（81）を実施した。

左京区の北白川廃寺（75）では 1934 年に調査された講堂と考えられる基壇（東方基壇）の西部

とその西に回廊と考えられる基壇を検出した。西京区の南春日町遺跡（82）では長岡京期に建立

された塔基壇を検出し、南春日町廃寺と認識されるに至った。また、伏見城跡（87）では推定結

城秀康の屋敷地を調査し、大規模な礎石建物を検出するとともに、「扇に月丸」の家紋をもつ金箔

瓦が出土した。
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Ⅱ　平安宮・京跡

１　平安宮朝堂院跡１

経過　上京区土屋町丸太町下る主税町で個

人住宅が新築されることになった。当該地は

平安宮復元図で平安宮朝堂院東第一堂の真東

の朝堂院東面回廊にあたるため、発掘調査を

実施した。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土が約

0.3 ｍで、その下層は調査区全体が近世以降

に形成された巨大な攪乱土壙である。土壙の

堆積は基本的に４層で、深さ 1.2 〜 1.8 ｍで

黄色粘土層の地山となる。遺物は攪乱土壙の埋土より、近世の土師器・陶磁器などとともに平安

時代前期の瓦が多く出土した。瓦は大半が丸瓦・平瓦であるが、軒丸瓦・軒平瓦・緑釉瓦が数点

含まれていた。

小結　調査の結果、近世以降の巨大な攪乱土壙に調査区の大半が重なっており、平安時代の遺

構は検出できなかった。

『平安京跡発掘調査報告　昭和 55年度』  1981 年報告
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図１　調査位置図（１：5,000）

図２　遺構実測図（１：100）



２　平安宮朝堂院跡２

経過　中京区聚楽廻東町で店舗新築工事に

伴い発掘調査を実施した。当該地は平安宮復

元図で朝堂院跡のほぼ中央部に位置し、修式

堂の北東部にあたる。修式堂は立会調査によっ

て基壇北辺の凝灰岩列が発見されている。

遺構・遺物　調査地の基本層序は現代層

（0.2 ｍ）、江戸時代の包含層である暗灰色泥

砂（0.1 ｍ）が浅く堆積するだけで、その下

層は褐色砂礫・黄灰色粘土層などの地山とな

る。

検出した遺構は、近世以降の井戸３基と瓦溜のみである。井戸は切り合っており、最も新しい

SE１が石組で、他の２基は素掘りである。

遺物は瓦溜から桟瓦とともに、平安時代の

瓦が多量に出土した。瓦は軒丸瓦・軒平瓦・

鴟尾・丸瓦・平瓦で、軒丸瓦には中房の中心

に「栗」の銘をもつものがある。

小結　今回の調査では平安時代の遺構は認

められなかったが、江戸時代の瓦溜から多量

の平安時代の瓦類が出土しており、朝堂院の

建物跡に葺かれていたものと予想できた。

『平安京跡発掘調査報告　昭和 55年度』   1981

年報告
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図３　調査位置図（１：5,000）

図５　調査区および遺構配置図（１：300）図４　西壁断面図（１：40）



３　平安宮朝堂院跡３

経過　中京区聚楽廻東町に所在する二条保

育園で、園舎改築工事が計画されたため、発

掘調査を実施した。当該地は平安宮朝堂院の

龍尾壇跡・延休堂跡に近接する地点である。

遺構　調査区西半で土壙群、東半で溝と柱

穴などを検出した。調査区北西の土壙は、東

西長約３ｍ、南北長約３ｍ、深さ 0.5 ｍの不

定形な平面を呈する。平安時代の瓦を多量に

包含するが、下層で江戸時代初期の土師器が

出土しており、土壙群は江戸時代の遺構と判

明した。溝は幅約４ｍ、深さ 1.2 ｍで、北東

から南西方向に流れている。地形的に判断し

て人工的な開削溝と考えられ、出土遺物から

江戸時代後期には埋没すると考えている。柱

穴は溝の東肩付近で集中して検出したが、建

物跡としてまとまるものではない。

遺物　遺物には平安時代のものと江戸時代

のものがあり、大半は平安時代の瓦類である。

平安時代前期から中期の土器類では、土師

器・須恵器・緑釉陶器・灰釉陶器がある。瓦

類は丸瓦と平瓦が主体であるが、軒丸瓦（１

〜９)・軒平瓦（10〜 24)・鬼瓦・

鴟尾・緑釉瓦などが 100 点以上

ある（図９）。軒瓦は土器類と同

様に平安時代前期から中期のも

のが主体だが、若干後期のもの

も含まれる。

小結　土壙は聚楽土採取のた

めの土取穴と考えられ、埋め戻

し時に不要な瓦類などを投棄し

たものと想定できる。今回の調査では朝堂院跡に伴う遺構は検出できなかったが、出土瓦は朝堂

院に葺かれたものと考えられ、朝堂院跡の研究に新たな資料を提示できたものと考えている。

『平安宮Ⅰ』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第 13冊　1995 年報告
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図６　調査位置図（１：5,000）

図７　調査区配置図（１：600）

図８　遺構平面図（１：200）
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図９　出土軒瓦拓影（１：４）



４　平安宮豊楽院跡１

経過　中京区聚楽廻中町でマンションが建

設されることになった。当該地は平安宮復元

図で平安宮豊楽院跡の北東部にあたるため、

発掘調査を実施した。近世に至っても京都所

司代やこれに付随する諸施設が置かれた地で

もある。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、約 0.3

ｍの盛土を排除すると、近世遺構成立面の黄

灰色泥砂である。この黄灰色泥砂の厚さは0.9

〜 1.2 ｍで、泥質が強い上層と、礫を多く包

含する下層の上下２層に大きく分けられる。

その下層が、地山の黄褐色砂泥・黄色砂礫と

なる。遺構はすべて近世以降のもので、調査

区東半部で土取穴と考えられる土壙群と井

戸、調査区西半で南北溝を検出した。遺物は

近世以降の土師器・陶磁器類が中心で、布目

痕をもつ瓦小片がわずかに出土した。

小結　今回の調査では豊楽院に関連する顕

著な遺構・遺物は検出できなかった。ただ、

調査区中央に残存した黄灰色泥砂層（上下２

層）は堆積状況がやや不整なこと、この下層

で聚楽土に似た黄褐色砂泥を検出したことか

ら、何らかの整地土層の可能性もある。

『平安京跡発掘調査報告　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 10　調査位置図（１：5,000）

図 11　調査区および遺構配置図（１：300）

図 12　調査区南壁断面図（１：100）



５　平安宮豊楽院跡２

経過　中京区聚楽廻西町で個人住宅が建築

されることになった。当該地は平安宮豊楽院

跡に推定されている。周辺部の調査では遺構

が比較的良好に遺存しており、遺構面も浅い

部分に存在することが予想されたため、発掘

調査を実施した。調査は東西２箇所のトレン

チを設定した。

遺構・遺物　東トレンチでは近現代の攪乱

がトレンチ全面に及び、深さが２ｍ以上ある

ため、遺構は全く検出できなかった。

西トレンチも大半が近現代の攪乱である

が、北西部の２箇所で地山層上に積み上げた

版築の一部を検出した。版築は盛土（約0.2ｍ）

の下層で確認し、暗茶褐色粘質土と黄褐色粘

質土の２層からなるが、黄褐色粘質土は礫の

混入量の違いなどによって上下層に細分でき

る。全体の厚さは約 0.3 ｍで、各層はいずれ

もよく締まっている。これらの層の中からは

遺物は１片も出土していないため、時期は不

明である。

遺物は全て攪乱層から出土した。ほとんど

が瓦片である。平安時代の軒丸瓦片や緑釉瓦

片が数点出土している。他に縦 55㎝、横 50

㎝、高さ 30 ㎝の凝灰岩の石材が１点出土し

ている。前部を加工して約 12 ㎝の段を作り

出す。

小結　今回の調査地の西町通を隔てた西側

で、1976 年に京都市文化財保護課が発掘調

査を行い、豊楽殿の基壇と考えられる版築お

よび根石のピットを確認している。今回検出

した版築は、その基壇の続きの一部と考えら

れる。

『平安京跡発掘調査報告　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 13　調査位置図（１：5,000）

図 14　調査区配置図（１：500）

図 15　西トレンチ北西部西壁断面図（１：40）



６　平安宮縫殿寮跡

経過　上京区土屋町通上長者町下る山王町

で、事務所併用住宅の新築工事に伴い発掘調

査を実施した。当該地は平安宮縫殿寮跡に推

定されている。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土（0.6

ｍ）、黒黄色砂泥（0.6 ｍ）、暗茶褐色泥土（0.5

ｍ）、暗黄褐色泥砂（0.2 ｍ）、暗茶褐色泥砂

層となる。調査区全体が土取穴のため遺構面

が残っておらず、検出した遺構も近世以降の

井戸や土壙・礎石などである。地山は南東部

の浅いところで地表下 1.2 ｍで検出したが、

土取穴の深いところでは 2.5 ｍまで掘削され

ており、平安時代の遺構は検出できなかった。

遺物は土師器・染付・陶器・瓦・金箔瓦・

銭貨などで、ほとんどが近世以後のものであ

るが、平安時代中期の土師器・緑釉陶器・灰

釉陶器・瓦の破片も数点出土した。

小結　調査の結果、近世以降の石列・礎石・

井戸・土壙などを検出したが、江戸時代に聚

楽土の採取穴が大規模にあけられ、縫殿寮に

関連する遺構は発見できなかった。
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図 16　調査位置図（１：5,000）

図 17　調査区配置図（１：500）

図 18　調査区中央断面図（１：50）



７　平安宮梨本跡

経過　上京区浄福寺東入坤高町で、住宅建

築に伴い発掘調査を実施した。当該地は平安

宮梨本跡の西にあたり、『拾芥抄』では空閑

地とされているところである。敷地中央に現

代の井戸があるため、南北にＡ区とＢ区の調

査区を設定して調査を行った。

遺構・遺物　調査地の基本層序はＢ区でみ

ると、盛土（0.3 ｍ）、黄褐色泥砂（0.4 ｍ）、

明黄褐色砂質土（0.25 ｍ）、黄褐色泥土（0.15

ｍ）、暗茶褐色泥土（0.1 ｍ）、以下黄褐色〜

茶灰色泥土（地山）となる。調査では井戸５

基と土壙９基のほか、多くの遺構を検出した

が、すべて近世以降の遺構である。出土した

遺物もすべて近世から現代の遺物で、平安時

代および中世の遺物は１片も出土しなかっ

た。

小結　近世の削平・攪乱により、平安時代

の遺構は完全に破壊されており、平安宮に関

連する遺構はまったく検出できなかった。
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図 19　調査位置図（１：5,000）

図 21　調査区配置図（１：300）図 20　Ｂ区西壁断面図（１：100）



８　平安宮西雅院跡

経過　上京区智恵光院通下立売下る中村町

で、住宅の改築工事に伴い発掘調査を実施し

た。当該地は平安宮西雅院跡にあたる。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、盛土（約

1.3 ｍ）の下層に近世以降の整地層である褐

灰色砂泥（約 0.3 ｍ）、灰褐色砂泥（約 0.25

ｍ）、暗黄灰色砂泥（約 0.1 ｍ）の３層が堆

積し、近世の遺構面を形成する黄灰色泥土（約

0.1 ｍ）、そして緑灰色シルトの地山となる。

黄灰色泥土上面では多数の土壙を検出した。

いずれも規模は大きく、深い。底面は平坦で、

壁はほぼ垂直に立ち上がっており、土取穴と

考えられる。遺物は近世の土師器・陶磁器、

平安時代の土師器・須恵器・緑釉陶器・瓦類

などがある。

小結　今回の調査では西雅院に関連する明

確な遺構および時期の明らかな遺物包含層は

確認できなかった。しかしながら、近世の大

規模な土壙からは平安時代前期の土器類・瓦

類が出土しており、この付近に関連する遺構

があったと推察される。
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図 22　調査位置図（１：5,000）

図 23　調査区および遺構配置図（１：500）

図 24　調査区北壁断面図（１：100）



９　平安宮中務省跡

経過　上京区丸太町通千本東入中務町で、

店舗改築工事に伴い発掘調査を実施した。当

該地は平安宮中務省跡および中務省内北辺に

位置する内舎人、侍従局などにあたる。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、盛土と

近世包含層である茶灰色泥砂が 0.3 〜 0.4 ｍ

堆積しており、その下層が平安時代遺構面で

ある茶褐色砂泥と暗茶灰色砂泥、そして黄灰

色砂泥層の地山となる。平安時代の遺構は、

地山検出面のⅠ期、暗茶灰色砂泥上で検出し

たⅡ期、茶褐色砂泥上で検出したⅢ期に分かれる。

Ⅰ期の遺構は、東西溝（SD３）と掘立柱建物（SB１）とである。SD３は調査区の北辺に位置

する東西方向の溝である。規模は西壁で幅 2.7 ｍ、東壁で 1.6 ｍ、深さ 0.8 〜 0.25 ｍである。土

師器・須恵器・緑釉陶器・瓦など９世紀初頭の遺物が出土した。SB１は SD３の南で検出した東

西棟建物の西端部である。梁間２間、桁行１間分を検出した。柱間は梁間2.4ｍ、桁行2.7ｍである。

Ⅱ期には SB１は廃絶し、SD３を踏襲して東西溝（SD２）が設けられる。SD２の規模は西壁で

幅 2.8 ｍ、深さ 0.5 ｍである。Ⅲ期は東西溝が埋められ、調査区西辺に南北溝（SD１）が穿たれ
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図 25　調査位置図（１：5,000）

図 26　調査区配置図（１：500）



る時期である。規模は幅 1.0 〜 1.3 ｍ、深さ 0.35 ｍで、土師器・須恵器・緑釉陶器・灰釉陶器・

黒色土器・瓦など９世紀後半から 10世紀にかけての遺物が出土した。

小結　今回の調査で検出した遺構は、中務省あるいは内舎人、侍従局などに関連した遺構である。

SD２・３は中務省北辺を区画する東西溝と考えられる。SB１は調査地東隣の調査で検出した掘

立柱建物と同一建物で、復元すると梁間２間、桁行４間か、あるいはそれ以上の身舎で南側に庇

のつく建物に復元できる。SD１は南北方向の溝であり、中務省内の北辺に位置する内舎人、侍従

局などを区画する溝の可能性が高い。
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図 27　Ⅰ期遺構実測図（１：100）



10　平安宮中務省－大炊寮跡

経過　丸太町通の土屋町通か

ら松屋町通間で上下水道工事が

行われることになり、７箇所の

立坑部分について調査区を設定

し発掘調査を実施した。調査区

は西側から１区、２区とした。

調査区設定地点は平安宮中務省

跡から大炊寮跡に及ぶ。

遺構・遺物　１区は中務省の

被官である内舎人の西半域に該

当する。茶褐色砂泥上面で平安時代の瓦が多量に出土した瓦溜と、東西方向の柱列を３条検出した。

柱列１の柱穴は一辺 0.8 ｍの方形で、南側のやや小規模な柱列２と柱筋を揃える。柱列１・２の

柱間はともに約 2.8 ｍ、柱列間は約３ｍである。また、柱列１と２の間では、柱間約 2.7 ｍの柱

列３を検出した。これらの柱列は、内舎人に伴う建物の柱列と考えられる。

２区は内舎人と監物の中間東寄りに該当する。暗茶灰色砂泥上面で平安時代の南北溝１条と、

古墳時代後期の竪穴住居を検出した。南北溝は北端で幅約 0.5 ｍ、南端で約 0.9 ｍで、深さは約 0.1

ｍと浅い。監物跡西面築地の内溝になると考えられる。竪穴住居は北隅を検出し、壁溝と主柱穴

２基を確認した。埋土は灰黒色泥土で、床面直上から土師器甕・甑が出土した。

３区は鈴鎰跡に該当する。調査区内の全面にわたり近・現代の攪乱を受けており、遺構は検出

できなかった。

４区は西院跡の西面築地位置に該当する。黄褐色泥砂上面で、北東から南西に流れる溝（SD64）

を検出した。古墳時代後期の土師器・須恵器などが出土した。

５区は主水司跡のほぼ中央に、６区は大膳職跡南西部に該当する。ともに、中世以降の土壙と

小穴を検出したにとどまった。

７区は大膳職と大炊寮の中間に位置する。暗黄灰色泥土上面で東西方向の溝（SD１）を検出し

た。幅約 1.8 ｍ、深さ約 0.5 ｍで、北肩口はほぼ垂直に立ち上がる。溝底で 0.4 ｍ間隔の杭跡を検

出しており、肩口に板を当てて護岸したものと思われる。この溝は大膳職と大炊寮を限る築地の

南側の溝になると考えられる。平安時代前期の土器類が出土した。

小結　検出した遺構には、中務省内舎人跡の建物に想定できる柱列や、中務省監物跡の西面築

地内溝、大膳職と大炊寮を限る築地の南溝がある。これらの遺構は平安宮内の官衙配置を復元す

る際の定点となろう。また、古墳時代の竪穴住居を検出したことは、当地の平安時代以前の歴史

を解明する糸口になると思われる。
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図 28　調査位置図（１：5,000）
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図 29　１・２・４・７区遺構実測図（１：100）



11　平安宮太政官跡１

経過　上京区千本通二条下る東入主税町

で、住宅建設に伴い発掘調査を実施した。当

該地は平安宮太政官跡の北西部あたり、太政

官北限築地部付近に位置する。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土（0.3

〜 0.4 ｍ）、暗茶灰色砂泥（約 0.2 ｍ）、以下

地山となる。暗茶灰色砂泥上面では井戸・溝・

落込みを検出したが、いずれも近世後期から

近・現代の遺構である。さらに、暗茶灰色砂

泥層を除去した後、瓦溜と土壙を検出した。

瓦溜からは多量の平安時代の瓦類と凝灰岩の

破片が出土したが、土器類は数点しか出土し

ておらず、正確な埋没時期は不明である。

小結　今回の調査では調査面積が狭いこと

もあり、太政官跡に関連する明確な遺構を検

出することができなかった。しかしながら瓦

溜からは多量の平安時代の瓦類が出土してお

り、付近に建物があった可能性を暗示する。
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図 30　調査位置図（１：5,000）

図 31　調査区配置図（１：500）

図 32　遺構実測図（１：100）



12　平安宮太政官跡２

経過　上京区千本通二条下る東入主税町

で、京都市立児童福祉センターの建設に伴い

発掘調査を実施した。当該地は平安宮太政官

跡に推定される箇所である。太政官内には正

庁のほかに勘解由使・文殿・朝所などの官衙

が付属するとされ、当該地は太政官正庁から

文殿にかけての地域に該当する。過去の調査

では小規模な調査面積のため明確な遺構の検

出例は少なく、あまり成果を上げていない。

今回の調査予定地は比較的大きい調査面積で

あるため、遺構の検出が期待できた。

遺構　調査地の基本層序は、盛土（0.7〜1.0

ｍ）、近世以降の耕作土である黒褐色砂泥層

（0.3 〜 0.5 ｍ）が堆積し、その下層が黄褐色

粘土層と黄褐色砂礫層の地山となる。各遺構

は地山の上面で検出した。

検出した遺構は平安時代と江戸時代に分か

れるが、大半が江戸時代の土取穴・井戸・溝

などである。平安時代に属する遺構は溝と土

壙がある。調査区西端部は東より一段高く、
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図 33　調査位置図（１：5,000）

図 34　調査区配置図（１：1,000）

図 35　遺構実測図（１：300）



その段上で東西方向の溝６を検出した。幅 1.5 〜 1.8 ｍ、深さ 0.3 〜 0.45 ｍで、埋土は上層が

暗茶褐色砂泥、下層が茶褐色砂泥である。その段差の東側は削平され、溝６は連続しない。土壙

62・69・80 は平安時代前期の土壙である。平面形は楕円形を呈し、検出面での規模は径２〜３ｍ、

深さ 0.2 〜 0.4 ｍである。土壙 47 は東側が調査区外に延び規模は不明であるが、深さ 0.4 〜 0.5

ｍあり、平安時代の瓦が多量に出土した。

遺物　最も多い遺物は平安時代の瓦で、次に平安時代の土器類や江戸時代の土器類がある。平

安時代の瓦は調査区全域から出土し、土壙 47からまとまって出土した。搬入瓦として平城宮式が

あり、他に平安時代前期の芝本瓦窯、同中期の栗栖野瓦窯、同後期の播磨魚橋瓦窯などの軒瓦が

ある。平安時代の土器には土師器・須恵器・黒色土器・緑釉陶器・灰釉陶器などがある。

小結　調査地は太政官跡の南西部に位置し、文殿が想定できる地点であるが、建物遺構は検出

できなかった。ただし東西方向の溝６は何らかの区画を示す溝の可能性がある。平安時代の遺物

包含層がみられず、堆積状況からみて一帯が近世以降に大規模な削平を受けたと推測される。瓦

の出土量は多く、近辺に瓦葺きの建物があったことは疑いない。
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13　平安京左京北辺三坊五町

経過　上京区烏丸通一条西入広橋殿町・小

島町で工場の建設に伴い試掘調査を実施した

ところ、敷地内東部で遺構の残存状況が良好

なため発掘調査に切り換えた。当該地は平安

京左京北辺三坊五町の北端にあたり、一条大

路が想定される。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、盛土

（0.5 〜１ｍ）、明褐灰色砂泥（約 0.2 ｍ）、褐

灰色砂泥（0.2 〜 0.4 ｍ）、そして灰色砂礫と

黄褐色砂礫層の地山となる。調査では戦国時

代の濠跡（SX101・102）を検出した。SX101 は幅約３

ｍ、深さ約２ｍで、断面は逆台形状を呈する南北方向の

濠跡である。埋土上層では西肩から焼土が入り込んでい

た。SX102 は幅 1.2 ｍ以上、深さ約２ｍの東西方向の濠

跡で、東で SX101 と繋がり北折する。上層にはやはり炭・

焼土を多く含む褐色泥砂が堆積する。遺物は下層から平

安時代と室町時代の遺物がほぼ同量出土している。

小結　今回の調査では一条大路や平安時代に関連する

遺構は検出されなかった。しかし、戦国時代の濠跡と考

えられる遺構を検出したことは、上京の構えの実態を考えるうえで重要な成果である。また、平

安時代の遺物も多く出土しており、平安京の遺構の存在を示唆している。
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図 36　調査位置図（１：5,000）

図 37　調査区配置図（１：800）

図 39　遺構実測図（１：150）

図 38　調査区全景（南東から）



14　平安京左京一条二坊六町（図版１）

経過　上京区葭屋町通下立売上る元福大明

神町でマンションが建設されることになり、

試掘調査を実施した。その結果、平安時代か

ら鎌倉・室町時代を経て、江戸時代に至る各

種の遺構・遺物を検出し、その遺存状態が極

めて良好であったため、発掘調査を実施した。

当該地は平安京左京一条二坊六町にあたり、

諸司厨町の一つ内蔵町の推定地である。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、約 1.2

ｍの盛土を除去すると、中世の遺物包含層で

ある暗灰色砂泥が約 0.2 ｍ堆積しており、そ

の下層が地山と考えられる黒褐色粘土から黄

褐色粘土層となる。

今回の調査で検出した遺構は、井戸・土壙

群（土取穴含む )・柱穴群・溝などである。

江戸時代の遺構は、暗灰色砂泥層上面で石組

井戸と土取穴と考えられる土壙群を検出して

おり、暗灰色砂泥層をわずかに掘り下げると、

中世の遺構面となる。とくに、調査区西半部

を中心に柱穴約 40基を検出しており、そのうち根石を据えるものが 20基ほど認められた。柱穴

はいずれも一辺 0.3 〜 0.4 ｍの方形ないし円形を呈し、深さ 0.1 〜 0.2 ｍほどの小規模なものであ

り、根石は一辺 0.2 ｍ前後である。これらの柱穴群は近世の井戸・土壙で寸断されており、建物

としての平面形態の全容は明らかでないが、ここでは建物２棟分に復元した。

また、地山面上では平安時代から鎌倉時代の土壙 11基と溝５条を検出した。このうち、調査区

南端部で検出した SK25 は、東西約 0.85 ｍ、南北約１ｍの土壙である。埋土は黄灰色混炭砂泥層

で平安時代前期の土器が出土した。調査区西半部では、中世柱穴の下層で東西溝 SD21・22 を検

出した。SD21 は幅約 1.3 ｍ、深さ約 0.2 ｍで、埋土は暗灰色砂泥層である。SD22 は SD21 の南

に併行して穿たれた、幅約0.5ｍの溝である。平安時代末期から鎌倉時代前期の土師器が出土した。

小結　今回の調査では、平安時代から江戸時代に至る遺構・遺物を多数検出した。しかし、調

査面積も少ないこともあり、遺構の性格を十分に明らかにすることはできなかった。ただ、根石

をもつ多数の柱穴群は、平安時代末期から鎌倉時代前期の土器を出土する溝の上面で成立してお

り、中世において頻繁に建物が建てられていたことを確認した。

－ 20－

図 40　調査位置図（１：5,000）

図 41　調査区配置図（１：500）



－ 21－

図 42　遺構実測図（１：100）



15　平安京左京二条二坊二町

経過　上京区丸太町通下る藁屋町の待賢幼

稚園校舎改築に伴い発掘調査を実施した。当

該地は平安京左京二条二坊二町に位置し、諸

司厨町の神祇官町に比定されている。

遺構・遺物　調査区の基本層序は盛土と現

代攪乱（0.9 〜 1.2 ｍ）を除去すると、暗茶

灰色砂泥層（0.4 ｍ）となり、その下層が地

山である黄色泥土層および黄色砂礫層であ

る。遺構は暗茶灰色砂泥上面で、江戸時代か

ら室町時代の井戸・溝・土壙群を検出した。

北壁際で検出した井戸からは、染付・天目茶

椀などとともに、フイゴ羽口やスラグなどが

多量に出土した。付近に製鉄に関連する遺構

が想定できる。地山面では時期不明のピット

１基を検出したのみである。包含層である暗

茶灰色砂泥層からは、土師器・須恵器・瓦の

小片が少量出土したにすぎない。

小結　今回の調査では、室町時代以降の井

戸・土壙などしか検出できず、平安時代の遺

構は後世の攪乱・削平により残っていなかっ

た。

－ 22－

図 43　調査位置図（１：5,000）

図 44　調査区配置図（１：1,000）

図 46　遺構実測図（１：200）図 45　調査区全景（北から）



16　平安京左京二条三坊九町（図版２）

経過　上京区室町通丸太町上る大門町に所

在する学校法人平安女学院校地において、体

育館の新築が計画されたため発掘調査を実施

した。調査地は平安京左京二条三坊九町に相

当し、敷地の北端部は中御門大路の検出が予

測され、西端部は室町小路に隣接する。今回

の調査は、敷地の南半部が対象となっている。

調査区の設定にあたっては、遺構面に達する

体育館の基礎部分のみを対象としており、そ

の形状に沿って長さ 14 〜 22 ｍ、幅５〜７

ｍのトレンチを四方に配した。南側の調査区をＡ区とし、

時計回りにＢ・Ｃ・Ｄ区と呼称した。

遺構　基本層序を概観する。厚さ 0.3 〜 0.5 ｍの盛土直

下に、江戸時代末期とみられる焼け瓦・漆喰などを大量

に含む焼土層が厚く堆積する。これらを取り除くと現地

表下1.0〜1.2ｍで桃山時代から江戸時代の遺構面となり、

これを第１面とした。0.1 〜 0.2 ｍの厚さで堆積する、暗

褐色から茶褐色の泥砂層を基盤とする。第１面の標高は、

45.0 ｍ前後である。第２面は、厚さ 0.1 〜 0.3 ｍの暗灰

色から暗褐色を呈する砂泥層からなる整地層上である。

室町時代と考えている。第３面は、Ｂ区の一部とＣ区の

東半部に遺存する。厚さ 0.1 ｍ前後の明黄褐色を呈する

砂泥層上である。検出した遺構・遺物がわずかなため時期は確定できない。第４面は黄褐色から

茶褐色を呈する砂礫層上で、平安時代の遺構を数基検出している。確認できた限りでは、以下は

地山となる砂礫層が続く。

第１面で検出した遺構は、石組みの井戸・石室・土壙・溝・柱穴・礎石などがある。Ｂ・Ｄ区

では幅約 4.8 ｍ、深さ約 1.8 ｍの大規模な東西溝（溝 55）を検出している。第２面で検出した遺

構は、井戸・土壙・溝・柱穴などがある。Ｂ区では溝 55に切られる形で、拳大の石を主体とした

礫敷き遺構を厚さ 0.3 ｍ前後で検出した。礎石を伴っていることから、何らかの建物の地業とみ

られる。第３面では、土壙・柱穴などを検出している。第４面では、井戸・土壙・溝・柱穴など

を検出している。

遺物　多量の遺物が出土しているが、大部分は第１面の遺構・整地層から出土した土師器・陶

磁器類である。溝 55出土の遺物は、桃山時代ないしは江戸時代初頭に位置づけられるものと考え

－ 23－

図 47　調査位置図（１：5,000）

図 48　調査区配置図（１：800）



－ 24－

図 49　遺構実測図（１：400）



ている。第２面では礫敷き遺構からの遺物がまとまっており、土師器・瓦器・須恵器系陶器・焼

締陶器・輸入陶磁器・銭貨・鉄釘などが出土している。室町時代中期から後期に位置するものと

考えている。第４面では井戸 273 から土師器・黒色土器・白色土器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・

輸入陶磁器・瓦などが出土している。これらの土器群は 11世紀前半代の良好な一括資料として注

目される。

小結　当該地は、左京二条三坊九町の北西部に位置する。九町に推定される邸宅などの記録は

みられないが、周辺では七町の小松殿、十一町の小野宮など著名な邸宅が知られており、平安時

代の遺跡の検出が期待できる。また、中世においては上京の繁栄の中心となる室町通に面するこ

とから町屋などに関する好資料が得られる地域である。既往の調査では、九町の南東部で地下鉄

烏丸線建設に伴う発掘調査が実施されており、平安時代の井戸や土壙、室町時代後期の二条御所

の南側の濠などが検出されている。

今回の調査では以下の成果を得ることができた。第４面で平安時代の遺構を確認できたこと。

第２面で検出した石敷き遺構が、建築物の基礎に相当するもので、室町通に面した町屋の土蔵を

検出したと考えられること。第１面で検出した大規模な東西溝は、出土遺物から旧二条城跡に関

連する遺構の可能性が考えられることである。今回の調査が、九町周辺では烏丸線建設に伴う発

掘調査に続く調査例となる。調査区の制約もあり、遺跡の全容を知るには充分ではないものの都

市遺跡の一端を垣間見る一例となるものと考えている。

－ 25－

図 50　Ｂ区溝 55（南西から）



17　平安京左京三条一坊一町

経過　中京区西ノ京北聖町の京都市立中京

中学校校舎改築に伴い発掘調査を実施した。

当該地は、平安京左京三条一坊一町のほぼ中

央部に位置し、大学寮の推定地である。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土（約

1.2 ｍ）以下、近代・近世の整地層である黄

灰色砂泥と茶褐色砂礫の互層（約 0.2 ｍ）、

茶褐色砂泥（約 0.2 ｍ）、黄褐色泥土の地山

となる。検出した遺構は、茶褐色砂泥上で近

世の南北方向の溝・布掘りの遺構・柱穴など、

地山上面で東西方向の溝群と土壙・柱穴であ

る。東西溝群は幅 0.2 〜 0.4 ｍ、深さも 0.1

ｍ以下で、耕作関係の溝と考えられる。出土

遺物は大半が近世の陶磁器類で、平安時代の

遺物は小片がわずかに出土しただけである。

小結　調査地は近世の削平により、平安時

代の遺構は壊されており、大学寮に関連する

遺構や平安時代の遺物包含層は検出すること

ができなかった。

－ 26－

図 51　調査位置図（１：5,000）

図 52　調査区配置図（１：1,000）

図 53　遺構実測図（１：100）



18　平安京左京三条三坊五町（図版３）

経過　中京区衣棚通姉小路下る突抜町でマ

ンションが建設されることになり、遺構の有

無を確認するため試掘調査を実施した。その

結果、平安時代から江戸時代まで各時代の遺

構が良好な状態で残存していたため、発掘調

査を実施することになった。当該地は平安京

左京三条三坊五町の北部中央に位置する。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、盛土（約

1.0 ｍ）、茶灰色泥砂１（約 0.2 ｍ）、茶灰色

泥砂２（約 0.2 ｍ）、茶灰色泥砂３（約 0.2 ｍ）、

灰色砂泥（0.1 〜 0.2 ｍ）、黄灰色泥砂（約 0.1

ｍ）、灰褐色泥砂（約 0.1 ｍ）で、以下は黄

褐色砂泥や黒褐色泥土・灰色泥土などが複雑

に堆積した流路堆積層となる。黒褐色泥土か

らは弥生土器片が、灰色泥土からは縄文土器

片が出土している。

遺構面は、茶灰色砂泥１の上面を第１面、

茶灰色砂泥３の上面を第２面、黄灰色泥砂上

面を第３面、灰褐色泥砂上面を第４面として

調査を行った。第１面は近世の井戸や土壙な

どの他に、埋土にフイゴの羽口・焼土・灰・炭・

鉄滓を含む鍛冶屋の跡と考えられる遺構がある。第２面では室町時代の石組井戸・土壙・集石遺

構などを検出した。第３面は平安時代後期から鎌倉時代の遺構が主体で、調査区中央で検出した

鎌倉時代の SK337 からは土師器・陶器・白磁などの土器類とともに、ガラス製品・ガラス未製品・

水晶・石帯・砥石・滑石製ミニチュア硯・半加工の石製品などが出土した。第４面では平安時代

前期の掘立柱建物の一部と溝などを検出した。掘立柱建物は、調査面積が狭く全容を知り得ないが、

約 1.2 ｍ四方の方形の柱穴列を３列検出した。東西方向の柱間は３ｍ、南北方向の柱間は中央柱

列と南柱列が６ｍ、中央柱列と北柱列が３ｍである。中央柱列と南柱列はちょうど 20尺離れてい

ることから、東西建物の身舎の梁間２間とするのが妥当であり、北柱列は北庇となるのであろう。

これらのことから、当建物は桁行き３間以上で北庇をもつ 10尺等間の大型建物に復元できる。

小結　今回の調査の大きな成果として、左京域において平安時代前期の邸宅を構成する大型の

掘立柱建物を検出できた。左京域は中世以降も京都の中心として栄えており、各時代の遺構が重

複する複雑な様相をみせるため、平安時代前期の遺構を検出するのが困難である。そのような現

－ 27－

図 54　調査位置図（１：5,000）

図 55　南壁断面図（１：80）



状において、当該期の建物遺構を検出した意義は大きい。また、鎌倉時代のガラス製品の生産に

関わる遺構や、近世の鍛冶屋遺構を検出しており、当地が中世以降に生産域として栄えたことを

示す良好な資料を得ることができたといえる。

－ 28－

図 56　遺構平面図（１：100）



19　平安京左京三条三坊七町（図版４）

経過　中京区御池通室町西入西横町の京都

労働金庫新築工事に伴い発掘調査を実施し

た。当該地は平安京左京三条三坊七町南端部

中央付近にあたり、冷泉上皇の御所や掘河天

皇の生誕地として知られる鴨院の所在地であ

る。周辺には東三条殿・高松殿など平安時代

の貴族の邸宅跡がある。発掘調査は、敷地の

ほぼ中央に南北約 7.5 ｍ、東西約 16 ｍの長

方形のトレンチを設定して行った。

遺構　調査地の基本層序は、盛土（0.5〜0.8

ｍ）、淡灰褐色砂（0.4〜0.5ｍ）、淡褐色砂（0.1〜0.5ｍ）、整地層である黄褐色粘質土（0.1〜0.2ｍ）、

茶褐色砂泥（0.3 ｍ）、茶褐色泥砂（0.2 ｍ）、黄褐色砂泥の地山となる。整地層は黄褐色粘質土に

砂を混入して固めた層で２〜３層認められ、第２層目で礎石建物を検出した。江戸時代のもので

ある。茶褐色砂泥上面では、室町時代の土壙・柱穴などを多数検出した。土壙は大半が１ｍ前後

の小規模なものであるが、中には４ｍを超えるものもある。地山上面では、平安時代後期から鎌

倉時代の溝・土壙・柱穴などを検出し

た。中でも、SD167 はトレンチ西部

を南北方向に走る溝である。他の遺構

によりかなり破壊されているが、西肩

の一部と、東の底部から肩部にかけて

の上がりを確認しており、幅約 2.4 ｍ、

深さ約 0.4 ｍと推定できる。柱穴は調

査区各所で検出したが、相互の関係は

不明である。径 0.2 ｍ前後、深さ 0.1

〜 0.15 ｍのものがほとんどである。

遺物　出土遺物は遺構と同様に各時

期のものが出土した。ほとんどが土器・

陶器類で、他に銭貨などの金属製品が

ある。ここでは平安時代の溝（SD167）

から出土した土器群について概観す

る。土器群は溝底から多く出土してお

り、土師器（１〜 11）、須恵器（15）、

緑釉陶器（12）、灰釉陶器（13）、輸

－ 29－

図 59　西壁断面図（１：100）

図 57　調査位置図（１：5,000）

図 58　遺構平面図（１：200）



入陶磁器（14）がある。皿Ac（１・２）は、底部外面の周縁部に見られた浅い凹みがほとんど

不明瞭になり、円盤状の底部から口縁部が直接折り曲げた形状を呈する。皿Ｎ（３〜 11）は、体

部上半から口縁部外面に横方向のナデによる浅い二段の凹みを持つ。法量は皿Ｎ小（３〜６）が

口径 10㎝前後、器高２㎝弱で、皿Ｎ大（７〜 11）は口径 14㎝台、器高 2.5 〜 3.0 ㎝である。須

恵器鉢（15）は、東播系。緑釉陶器皿（12）は近江産と考えられ、底部に糸切りとトチン痕跡が

残る。体部外面よりヘラで押さえて輪花とする。淡灰色から灰色のやや硬質の素地に褐緑色の釉

薬を厚く施す。灰釉陶器椀（13）は、体部が張り口縁部を丸くおさめ、やや高い付高台をもつ。

輸入陶磁器（14）は耀州窯の青磁椀である。内面は型押しの菊唐草文様で飾られ、外面は片切り

彫りの沈線が縦方向に入る。高台は小さな輪高台である

小結　今回の調査で得た大きな成果は、平安時代後期から中近世にかけて多くの遺構が形成さ

れ続けた実態を確認できたことである。複雑な遺構のあり方は、この地が平安京の左京に特徴的

な様相を持つことを示しており、古代から現代へと連綿として続く都市としての京都の性格を表

しているといえよう。

－ 30－

図 60　SD167 出土土器実測図（１：４）



20　平安京左京四条一坊十四町（図版５）

経過　中京区壬生坊城町の京都市立乾小学

校で校舎改築に伴う発掘調査を実施した。当

地は平安京左京四条一坊十四町に相当する。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、盛土と

旧耕土（0.9 〜 1.1 ｍ）、茶褐色砂泥Ⅰ（0.1

〜 0.2 ｍ）、茶褐色砂泥Ⅱ（0.1 〜 0.3 ｍ）、

黄褐色砂泥の地山である。遺構は近世の井戸・

溝・土壙のほかは大半が土取穴で、中世の遺

構は底部に方形木枠を据えた室町時代の円形

石組井戸と、鎌倉時代の土壙を数基検出した

にすぎない。出土した遺物はほとんどが土器

類で、遺構には伴わないが平安時代から鎌倉

時代の輸入陶磁器が多数出土している。

小結　今回の調査では土取り穴による攪乱

が著しいため、中世の遺構を若干確認しただ

けで、平安時代の遺構は検出できなかった。

しかし、平安時代の遺物が一定量出土してお

り、周辺部に遺構の存在を推測できる。

－ 31－

図 61　調査位置図（１：5,000）

図 62　調査区および遺構配置図（１：500）

図 63　南壁西半断面図（１：100）図 64　石組井戸実測図（１：50）



21　平安京左京四条二坊六町・六条二坊十町

経過　府道京都広河原美山線（堀川通）で京都市下水道局が中部第二排水区堀川１号幹線公共

下水道工事を計画したため、２箇所のシールド工事竪坑部分で発掘調査を実施した。１区は中京

区堀川通錦小路上る四坊堀川町で、平安京左京四条二坊六町の南東部に位置する。２区は下京区

堀川通五条上る内町で、平安京左京六条二坊十町の西端部で掘川小路が推定される地である。

遺構・遺物　１区の基本層序は、盛土（約 0.3 ｍ）、淡黄灰色砂礫（約 0.15 ｍ）、暗灰色砂混礫（約

0.15 ｍ）、茶灰色砂混礫（約 0.1 ｍ）、焼土（約 0.2 ｍ）、近世の整地層である固く締まった砂礫と

砂の互層（約 0.5 ｍ）、そして地山と考えられる無遺物の黄褐色粗砂と淡灰色砂礫である。検出し

－ 32－

図 65　調査位置図（１：7,500）

図 66　１区調査区配置図（１：500）

図 67　２区調査区配置図（１：500）



た整地層は近世のものだけで、９層に分層できる。各面とも固く締まっており、包含する遺物も

細片である。東西方向の瓦質の土管による排水路を、近世整地層内で５条検出した。出土遺物は

整地層から土師器、陶器などの破片が少量出土した。

２区の基本層序は、盛土・瓦礫層（約 1.3 ｍ）、暗灰色砂泥（約 0.3 ｍ）、灰色砂泥（約 0.4 ｍ）、

中世末から近世初頭の遺物包含層である灰色砂泥小礫混（約 0.4 ｍ）、淡灰色砂礫（地山）となる。

検出した遺構は、近・現代の土壙だけである。出土遺物は灰色砂泥小礫混層中より、土師器・須恵器・

陶器・瓦が少量と銭貨（宋銭・明銭）が 50余枚出土した。

小結　調査の結果、近世以降の整地層や中世の包含層を確認しただけで、平安時代の遺構・遺

物は検出できなかった。

－ 33－

図 68　遺構実測図（１：100）



22　平安京左京五条一坊九町

経過　中京区壬生賀陽御所町でマンション

が建設されることになり、発掘調査を実施し

た。当該地は平安京左京五条一坊九町の北半

部中央付近に位置する。調査は、１区から３

区の３箇所のトレンチを設定して実施した。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土（約

0.6 ｍ）、旧耕土の灰褐色泥土（約 0.1 ｍ）、

赤茶褐色砂礫層の地山となる。部分的に地山

上面に暗茶褐色泥土が薄く残っている。遺構

の多くは１区と３区で検出しており、２区は

調査区の大半が攪乱で壊されていた。検出遺構は平

安時代後期から江戸時代に至るもので、特に多くの

遺構が集中するのは室町時代であった。

平安時代後期の遺構は、方形横桟縦板組の井戸２

基だけである。１区で検出した SE29 は、約 1.6 ｍ

四方の隅丸方形の掘形をもち、井戸枠は一辺 0.85

ｍである。底部には径約 0.5 ｍの曲物が据えられて

いた。深さは約 2.1 ｍで、底面の標高は 31.9 ｍと

なる。平安時代後期の遺物が出土した。３区の SE 

123は一辺約2.7ｍの方形掘形で、井戸枠は一辺1.3

ｍとやや大型である。深さ約 1.8 ｍで、底面の標高

は 32.25 ｍである。底部から曲物底板や種子など

が出土した。

室町時代の遺構は、井戸・溝・堀・暗渠施設・土壙などで、３区を中心に検出した。SE120 は

３区北壁際で検出した径約 1.5 ｍ、深さ約２ｍの素掘り井戸である。底面の標高は 31.8 ｍである。

SE124 は、SE120 の南で検出した深さ約３ｍの石組井戸である。石組内径は約１ｍで、底部に

約 0.75 ｍ四方の方形板枠が設置されている。掘形の直径約 1.9 ｍ、底面の標高は 30.45 ｍである。
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図 69　調査位置図（１：5,000）

図 70　調査区配置図（１：800）

図 71　１区南壁断面図（１：80）



－ 35－

図 72　遺構平面図（１：200）



－ 36－

図 73　SE123・SE124・SD92 実測図（１：60）



埋土は大きく２層に分かれ、上層は青灰色泥土で礫が多く混入しており、下層は暗灰色粘土で木

片が多く含まれていた。SD16 は３区東寄りで検出した幅 2.4 〜 2.6 ｍ、深さ約 0.75 ｍの南北方

向の溝である。埋土の上層は砂礫層、下層は砂泥と泥土層である。SD90 は SD16 の西で検出し

た幅 1.9 ｍ、深さ 0.7 ｍの南北方向の溝で、３区中央で西へ曲がる。SD122 は３区中央で検出し

た幅３〜６ｍ、深さ約２ｍの東西方向の堀跡である。一部石垣および二段掘りとなる部分がある。

また、この堀の北東隅部には南北暗渠溝（SD92）が連結する。幅 0.6 〜 0.9 ｍ、深さ 0.2 〜 0.5

ｍの掘形に幅約0.2ｍの木樋を据えていた。暗渠施設の途中に径約1.5ｍの掘形の底部に板を敷き、

石組を２段組んだ施設をもつ。石組内径は約 0.8 ｍで、底板は暗渠底部よりも約 0.2 ｍほど低い。

江戸時代の遺構は、柵列と土壙などである。SA１は、１区から３区北端にかけて検出した東西

方向の柵列である。柱間は 1.0 〜 1.2 ｍで、東西調査区外へ延長する。

小結　今回の調査で最も大きな成果としてあげられるものは、３区中央部を東西に走る堀跡で

ある。近辺の調査ではまだ確認されていないが、その規模からみて防御用の堀と考えられる。時

期が室町時代後期（戦国時代）にあたり、『晴富宿禰記』文明 10年（1498）１月 14日にみられ

る壬生構と呼ばれた堀と関連するものと推定する。この堀に流れ込む形で暗渠施設を検出してい

るが、付随する石組遺構は構造からみて汚穢溜めと考えられ、下水道として使用されたものであ

ろう。平安時代の遺構としては後期の井戸跡２基だけで、柱穴などの建物跡は見られなかった。

－ 37－

図 74　全景（北東から）



23　平安京左京五条三坊五町・烏丸綾小路遺跡（図版６・７）

経過　本調査は京都市立成徳中学校におけ

る屋内体操場新築工事に先立って行った発掘

調査である。成徳中学校の敷地がほぼ五条三

坊五町に重なっており、調査区は町内の中央

やや北西寄りの箇所にあたる。また、弥生時

代から古墳時代にかけての烏丸綾小路遺跡の

範囲内にもあたっている。調査区は計画され

た建物の大きさにあわせ、東西 14.5 ｍ、南

北 25.5 ｍの長方形に設定した。

遺構・遺物　基本的な層序は、地表下約１

ｍまでが近現代の盛土層で、以下、近世整地土

である茶褐色から茶灰色砂泥（約 0.5 ｍ）、平安

時代末期から中世の整地土である暗茶褐色砂泥

（約 0.5 ｍ）と続き、茶褐色から淡茶色砂泥（地山）

となる。検出した遺構は近世初頭から平安時代

にわたっており、下層では弥生時代の竪穴住居・

溝などを検出した。

室町時代の遺構には土壙・井戸・土壙墓・柱

穴などがある。井戸（SE14）は底部に方形の板

枠を伴う石組みの井戸である。土壙墓と考えら

れるものには SK17・34・50・78・80・94・

95・100・SX25 などがあり、いずれも土師器皿を多く埋納しており、輸入陶磁器を含むものもある。

特に SK34 は、掘形が東西 1.35 ｍ、南北 0.75 ｍの方形、検出面から 0.65 〜 0.7 ｍの深さにほぼ
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図 75　調査位置図（１：5,000）

図 77　北壁断面図（１：100）

図 76　調査区配置図（１：1,500）



垂直に掘られており、底面の四隅と側

辺のほぼ中央壁際に側板を止めるため

の杭が打ち込まれた痕跡を検出した。

遺構内には大量の土師器皿が、瓦器小

型羽釜・銅銭・鉄製刀子・鉄片などと

ともに納められた状態で検出した。大

量の土師器皿はほぼすべてが上向きに

納められている。元々は木棺などの蓋

の上にのせられていたものが腐食など

により落ち込んだと考えられる。

平安時代の遺構には土壙・井戸・柱

穴などがある。土壙には室と考えられ

るSX33がある。東西3.0ｍ、南北2.85

ｍの隅丸方形、検出面より深さ約 0.9

ｍ、底面はほぼ平坦になっており、底

面の四隅と各辺２箇所に杭の打ち込ま

れた痕跡があり、側面に板を立てて土

留めを行っており、地下式の室と考え

られる。井戸 SE16・131 はともに横

桟・縦板の方形木枠で、底部には円形

の曲物が据えられる。SE131 からは

土師器皿を中心に、須恵器・緑釉陶器・

灰釉陶器・黒色土器・瓦などが投棄された状態で検出した。出土遺物より、SX33・SE16 は平安

時代末期頃、SE131 は平安時代中期前半と考えられる。

弥生時代の遺構には溝と竪穴住居がある。溝は東西方向の SD１のほかは、いずれも南北方向

のものである。いずれも後世の遺構に切られて途切れ途切れに確認できるに過ぎない。SD１は幅

0.6 ｍ、東西 3.2 ｍ分を検出した。溝の底部に壷・高杯・水差形土器など、弥生時代中期末頃と考

えられる土器がほぼ完形で出土した。SD２は南北、やや南で西に振る方向である。幅は１ｍで約

20ｍ分を検出した。ほぼこれと沿うように４ｍ東に SD３、10ｍ西に SD４がある。竪穴住居は

これらの溝が埋没後に営まれ、弥生時代後期末頃から古墳時代初頭のものと考えられる。やはり、

後世の遺構に壊され全貌は不明であるが、２〜３棟が復元できる。

小結　本調査では、烏丸綾小路遺跡に関連する弥生時代に遡る溝や竪穴住居を検出した。また、

平安時代の井戸や地下式室などを検出しており、一部ではあるが平安時代における宅地利用の実

態を明らかにした。最も多い遺構・遺物は室町時代のもので、井戸や土壙墓が主体であった。柱

穴も多く検出したが、建物として復元できるものはなかった。
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図 78　遺構平面図（１：200）



24　平安京左京六条一坊五町

経過　本調査はマンション建設に先立ち

行った発掘調査である。調査地点は左京六条

一坊五町の南東部、六条大路と壬生大路の交

差点北西角にあたり、敷地内の東端に壬生大

路の西築地推定ライン、南端に六条大路の北

築地推定ラインが通る。既存の建物などによ

り敷地の大半が削平を受けて遺構の残存状況

が良くなかったため、壬生大路の西築地推定

ライン上に１トレンチ、両大路の築地推定ラ

インの交差地点に２トレンチを設定し、関連

遺構の検出を目指した。

遺構・遺物　基本的な層序は、地表面より

約 0.4 ｍまでが現代盛土、以下北の１トレン

チでは厚さ約 0.1 ｍ、南の２トレンチでは厚

さ約 0.2 ｍの耕作土があり、以下古い流れ堆

積による砂礫を多く含む砂泥層となる。１ト

レンチ、２トレンチともに対象となる遺構面

は早くに削られて失われており、２トレンチ

で近世の土取穴を検出したにとどまる。遺物

は、近世以降の土器類・瓦類だけであった。

小結　当地は壬生大路と六条大路に面した

箇所であったが、予想以上に遺構の残存状況

が悪く、近世以前の遺構は皆無という結果で

あった。
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図 79　調査位置図（１：5,000）

図 81　調査区および遺構配置図（１：500）図 80　調査区層序概念図（１：40）



25　平安京左京九条二坊十三町（図版８）

経過　南区西九条春日町の京都市立弘道小

学校校舎新築に伴い発掘調査を実施した。当

該地は、平安京左京九条二坊十三町の北西部

に位置し、信濃小路と油小路の交差部付近に

あたる。また、京都駅西端から南下する御土

居の堀跡が推定される場所でもある。

遺構・遺物　検出した遺構は、調査区全体

が桃山時代から江戸時代の御土居の堀跡であ

り、堀泥土の上層には約１ｍの盛土が堆積す

る。東陸部となる調査区東端の基本層序は、

盛土（約 0.3 ｍ）、暗灰色砂泥（約 0.3 ｍ）、

暗灰色砂礫（約 0.2 ｍ）、基盤である砂礫層

となる。これらの砂礫層は、古墳時代の土師

器・須恵器片を含む流れ堆積層である。堀は

幅約 17.5 ｍ、深さは約２ｍを測る。埋土は

粗砂層・礫層などの間層が入るが、暗灰色か

ら黒灰色の泥土層が厚く堆積している。遺物

は泥土層から多種・多量の木製品類と少量の

土師器・陶磁器類が出土した。

小結　今回の調査では御土居の堀跡を検出

したが、平安時代

に関連する遺構・

遺物は検出できな

かった。堀は江戸

時代を通じて湿地

帯あるいは水路と

して存続し、近代

に入って完全に埋

没する。堀跡から

出土した木製品類

は江戸時代の生活

文化を知る貴重な

資料である。
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図 82　調査位置図（１：5,000）

図 84　遺構実測図（１：200）

図 83　調査区配置図（１：1,000）



26　平安京左京九条三坊十六町（図版９・10）

経過　京都市が都市再開発法に基づく市内

整備の一環として推し進めている、京都駅南

口再開発事業の拠点である「再開発ビル」の

建設に伴う発掘調査である。調査地は南区

東九条西山王町に位置し、前年度に引き続き

民家の解体、移転が終了した箇所から順次発

掘調査を実施した。今年度は７〜９区が調査

の対象となる。当該地は平安京左京九条三坊

十六町とほぼ重複する１町にあたるが、文献

史料などでは宅地の利用形態や所領者は明ら

かになっていない。

遺構　調査地の基本層序は前年度調査の３

区とほぼ同様であり、盛土（約 0.7 ｍ）、耕

土と床土（0.1 〜 0.2 ｍ）、平安時代から室

町時代初めにかけての遺物包含層である暗灰

色砂泥層（約 0.4 ｍ）、そして基盤層である

灰色砂礫や黄色粘土となる。前年度の調査で

問題を残していた暗灰色砂泥層の堆積年代に

ついては、SD37 や SX89 との層序関係から

15世紀以降に下がることが判明した。

今回の調査では平安時代後期から室町時代にかけての井戸・土壙・溝・柱穴など多数の遺構を

検出した。とくに、井戸は総数 26基検出しているが、これらを時代別にみると、平安時代後期の
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図 85　調査位置図（１：5,000）

図 87　７区南壁西端部断面図（１：40）

図 86　調査区配置図（１：2,000）



井戸が 19基（SE52・53・55・56・58 〜 60・62・63・66 〜 70・72 〜 75）、鎌倉時代の井戸

が２基（SE61・64）、室町時代の井戸が４基（SE54・57・65・71）、時期不明の井戸が１基となる。

以下では、平安時代後期の井戸（SE63・69・70）と、室町時代の井戸（SE54・65・71）につ

いて概観しておく。

まず、平安時代後期の井戸であるが、横桟縦板組で底部に曲物を据える構造である。SE63 は、

東西 2.1 ｍ、南北 1.7 ｍの隅丸長方形の掘形で、深さは 1.3 ｍ。井戸枠は一辺約 0.9 ｍで掘形の西

側に寄る。底部の曲物は径約0.5ｍで、底面の標高は23.95ｍである。井戸枠の部材は抜かれており、

下段の横桟だけが残る。SE69 は、径約 1.7 ｍの楕円形の掘形で、深さは 1.1 ｍ。井戸枠は一辺約

0.8 ｍで、底部の曲物は径約 0.5 ｍ、底面の標高は 24.33 ｍである。SE70 は、東西 1.5 ｍ、南北

2.2 ｍの隅丸長方形の掘形で、深さは 1.2 ｍ。井戸枠は一辺約 0.6 ｍで、横桟は縦板（側板）に切

り込みを入れ、差し込む。底部の曲物は径約 0.35 ｍで、底面の標高は 24.05 ｍである。SE70 は

他の井戸よりも若干新しく、平安時代末期である。

室町時代の井戸には、横桟縦板組井戸と石組井戸がある。SE54 は、一辺約 0.8 ｍの横桟隅柱縦

板組の構造をもつ。東西 1.2 ｍ、南北 1.4 ｍの隅丸方形の掘形で、深さは 1.15 ｍ。底部に径約 0.35

ｍの曲物を据えており、底面の標高は 24.45 ｍである。SE65 は、調査区の北東壁際で検出した
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図 88　遺構平面図（１：300）
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図 89　平安時代井戸実測図（１：40）



－ 45－

図 90　室町時代井戸実測図（１：40）
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図 91　出土土器実測図（１：４）



円形石組の井戸である。石組内法の直径は約 0.8 ｍで、石組は一辺約 0.6 ｍ四方の横桟組の上に５

〜６段残っており、底部には径約 0.6 ｍの桶が据えられている。東西 1.6 ｍ、南北 1.0 ｍ以上の掘

形で、深さ 1.4 ｍ、底面の標高は 24.30 ｍである。SE71 は、横桟隅柱縦板組の木枠の上に石を積

み上げた構造である。下部の井戸枠は一辺約0.8ｍ四方で、高さ約0.7ｍである。掘形は東西2.5ｍ、

南北 2.3 ｍの円形で、深さは 1.6 ｍ、底面の標高は 24.2 ｍである。出土遺物から、SE54・65 は

室町時代前期、SE71 は室町時代後期である。

この他、平安時代後期から末期の土壙（SK77・SX88）、鎌倉時代から室町時代の土壙（SX89・

SK86）、室町時代の南北溝（SD37）などを検出している。とくに、SD37 は調査区西端で検出し

た南北溝で幅 0.7 ｍ、深さ 0.5 ｍで、溝埋土が調査区全域を覆う遺物包含層（暗灰色砂泥層）に

覆われていることを確認できた。

遺物　遺物包含層である暗灰色砂泥層や、井戸・土壙・溝などの埋土から、平安時代後期から

室町時代の遺物が多く出土した。大部分は土器類であり、土師器・須恵器・緑釉陶器・灰釉陶器・

国産陶器・輸入陶磁器などである。この他に縄文土器・瓦・木製品・鋳型・古銭などがあるが、

量的には乏しい。遺物包含層出土の土器類は小片が多く、時期的にもばらつきが多い。遺構出土

の土器類は量的にも豊富で、内容もまとまっている。以下、代表的な遺構から出土した土器群に

ついて概観する。

SE73 出土遺物（１〜６）  井戸底部から土師器皿が出土した。皿Ａ（１〜３）は、いわゆる「て

の字状口縁」をもつ小皿である。皿Ｎ（４〜６）は、体部上半から口縁部外面にナデによる二段

に凹みをもち、下段の方が強く凹む。皿Ｎ小（４）と皿Ｎ大（５・６）がある。11世紀中頃から

後半に比定できる。

SE69 出土土器（７〜 16）  底部曲物内から土師器・陶器・瓦器・白磁・瓦・鋳型が出土した。

土師器には皿Ａ（７〜９)・皿Ｎ小（10〜 12)・皿Ｎ大（13〜 15）がある。皿Ｎは体部上半から

口縁部外面にかけてナデによる浅い二段の凹みをもち、口縁端部はやや外傾する。器高の高い深

手のもの（13）もある。（16）は白磁皿。11世紀後半から 12世紀前半。

SK77 出土土器（17〜 30）  井戸 SE52 を覆う土壙で、埋土内より多量の土師器とともに瓦器・

青磁・白磁・瓦などが出土した。土師器皿Ｎは口縁部外面に二段ナデを施すが、明瞭ではない。

皿Ｎ小（17〜 24）と皿Ｎ大（25〜 30）がある。皿Ａは出土していない。12世紀前半に属する。

SX88 出土土器（31〜 44）  土師器・瓦器・白磁・青磁などが出土した。皿Ｎ（32〜 37）は

体部外面上半から口縁部外面のナデが一段となり、端部も断面三角形になる。（38）は白色系の皿

Ｓ。（39〜 41）はロクロ成形による皿。内外面にはロクロ成形によるヨコナデ痕をとどめ、底部

外面は糸切り。（42）は青磁皿。瓦器には皿（31・43）と椀（44）がある。（31）はコースター

形の土師器皿Acを模した瓦器皿。（43）はヘラミガキは認められず、底部内面に暗文を施す。（44）

は内面に粗いヘラミガキを施し、底部には暗文を施す。外面にはヘラミガキは認められない。13

世紀後半。

SX89 出土土器（45〜 57）  土師器には、皿Ac（45〜 47)・皿Ｓ（48)・皿Ｎ小（49〜 52)・
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皿Ｎ大（53〜 55）がある。皿Acは口径５㎝前後と小型化する。白色系の色調の胎土である。（56・

57）の瓦器椀は内面にさらに粗いヘラミガキで、底部に暗文を施す。13世紀後半から末葉。

SK86 出土土器（58〜 69）  埋土上層から土師器・瓦器・白磁・青磁などの土器類が多量に出

土した。皿Ｎは、皿Ｎ小（58〜 61）の口径が約８㎝、皿Ｎ大（62〜 64）の口径が 11.1 〜 11.9

㎝と法量が小型化する。皿Ｎ小は器形の歪みが著しい。皿Ｓ（65〜 67）には大中小の種類がある。

他に高台を付したもの（68）もある。（69）は瓦器椀。14世紀前半。

SD37 出土土器（70〜 73）  土師器・陶器・瓦器・白磁・青磁・瓦が出土した。土師器は小片が多く、

良好な資料はない。皿Ｓ大（70・71）は平坦な底部から口縁部が浅く直線的に立ち上がり、口縁

端部内面が内傾する。（72）は白磁小皿。瓦器火舎（73）は内弯する口縁部外面直下に２条の突

帯を貼り付け区画をつくり、突帯の間を２個１単位の型押し雷文で装飾する。外面は縦方向のヘ

ラミガキ。径 5.0 ㎝の円孔を穿つ。室町時代後期。

小結　調査地は平安京左京九条三坊十六町にあたるが、平安京南辺部でこのように継続して広

範囲の発掘調査を行ったのは初めてである。今回の調査では平安時代後期から室町時代にかけて

の井戸・土壙・溝・柱穴など多数の遺構を検出し、平安時代後期から室町時代にかけて調査地一

帯が広範囲に生活居住域であった状況を明らかした。その後、戦国時代を境として急速に衰退し、

暗灰色砂泥によって全域を覆われてからは田園地帯へ変貌したと推察できる。
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27　平安京右京二条三坊二町（図版 11）

経過　右京区中御門町に所在する京都市立

朱雀第八小学校で営繕センターが建設される

ことになり、発掘調査を実施した。当該地は

平安京右京二条三坊二町の北端中央付近で、

春日小路が推定される位置にあたる。朱雀第

八小学校内ではこれまでに３次の発掘調査を

行っており、平安時代から室町時代に至る各

種の遺構・遺物を検出している。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、盛土（0.1

〜 0.2m）、旧耕土（約 0.2m）、路面形成層な

らびに暗褐色から暗灰色砂泥（0.15 〜 0.2m）、灰色粗砂（約 0.1m）、黄灰色粘土層の地山となる。

検出した遺構は平安時代後期の春日小路路面・側溝・柱列である。

春日小路（SF１）は路面の残存状態が良好で、中央部で厚さ約 0.5m、その周辺部でも 0.3m

ある。両側溝間の路面幅は 7.0 〜 7.2mで、路面は人頭大の礫・小礫・砂泥などを用いて構築して

いる。中央部の残りの良いところでは、上から約0.2mにわたって礫と茶褐色砂泥層の堆積がある。

これが今回検出した最も新しい路面だが、遺物がなく時期は不明である。次でこの下層に黄灰色

砂泥と礫が混在した層がある。この層中では小礫を部分的に敷きつめた箇所をいくつか検出した。

路面の構築は、まず地山の凸凹を平坦にするため人頭大の礫を用いてこれを埋め、地山直上には

やや大きめの礫を敷き、この間に小礫や砂泥を入れて面を形成する。地山直上の礫は中央部に大

きいものが集中してみられるが、これは路面中央を盛り上げるためと考えられる。出土遺物は少

量であったが、地山の凹み部分から大礫と混在して須恵器・瓦などが出土した。

SD２は、春日小路の南側溝である。２時期の変遷が確認でき、下層溝は幅約0.5m、深さ約0.1m、

上層溝は幅約 1.2m、深さ約 0.2mであった。路面と南側溝の関係をみると、下層溝は路面の灰色

粗砂層に、上層溝は路面の黄灰色砂泥層に対応する。上層溝からは平安時代末期ころの土師器と

ともに須恵器・緑釉陶器・輸入陶磁器・瓦器・瓦などが出土している。下層溝からも土師器が出

土したが、上層溝の土師器とあまり時期差はない。

SD３は、春日小路北側溝である。幅約 1.6mとやや広く、深さは約 0.3mで、底は平坦である。

埋土は暗灰色泥土で、平安時代から鎌倉時代にかけての土師器・須恵器・瓦が出土しており、鎌

倉時代から室町時代初めの遺物を含む暗灰色小礫混土層に覆われていた。

SA４は、南側溝 SD２の心より南へ約 1.5mの所で検出した東西方向の柱穴群である。柱穴は

複雑に切り合っており、径 0.4 〜 0.5mの円形ないし楕円形を呈し、深さ 0.3 〜 0.5mで根石をも

つものもある。埋土は黒褐色土で、平安時代末期から鎌倉時代までの土師器・瓦が出土した。

SA５は、SD３の北肩部で検出した柱穴群で、南の SA４に対応する位置にある。
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図 92　調査位置図（１：5,000）



SA６は、SA４の南約 2.5mの位置で検出した、東西方向に並ぶ柱穴群である。SA４と方位

は並行するものの、２間ないしは３間以上続くものはなく、掘立柱建物の一部である可能性が高い。

小結　今回の調査では、春日小路の両側溝や柵列を確認し、道路の規模を知ることができた。

ここで得られた春日小路の規模は、路面幅約 7.2m（24尺）、両側溝間の心々距離約 8.7m（29尺）、

柵列間の心々距離約 10.5 ｍ（35 尺）であり、『延喜式』左右京職京程条と実際の小路幅とを比較

検討する良好な資料を得ることができた。また、平安京右京の一帯はその地勢によって早く衰退

するとされてきたが、今回の調査で出土した遺物の大半は平安時代後期から鎌倉時代のものであっ

た。このことは春日小路や周囲の宅地が中世まで存続することを意味するが、詳細な検討は今後

必要である。
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図 93　遺構実測図（１：100）



28　平安京右京三条三坊三町

経過　中京区西ノ京桑原町の島津製作所敷

地内で島津製作所Ｅ－ 27 号建設に伴い発掘

調査を実施した。当該地は平安京右京三条三

坊三町の北西隅付近に位置する。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、工場の

整地層および旧耕土層（約 1.6 ｍ）、暗灰色

砂泥（0.1 〜 0.2 ｍ）、黒灰色泥土となる。調

査では黒灰色泥土層上面で、平安時代前期

の掘立柱建物・柵・井戸・溝・湿地状落込

みを検出した。建物群は北東部で３棟の建

物（SB 01・SB04・SB05）が重複しており、３時期に分けることができるが直接の切り合いは

なく、各遺構から出土した土器からも建物群の前後関係を指摘できるほどの型式差は認められな

い。調査区西半で検出した湿地状落込み SX07 からは多量の土器類が出土しており、井戸 SE06

は SX07 の埋没後に成立しているが、この両者の出土遺物の間にも型式的な差は認められない。

建物 SB01・SB02 など東方の建物群と SX07 は、前後あるいは並存の可能性も考えられる。なお、

SX07下層から尖頭器・石鏃などの石器類が出土し、さらにその下部の自然堆積層では火山灰（A.T.）

を確認した。

小結　今回の調査では、９世紀後半の近接した時期に属する建物や井戸を検出し、三町北西部

の宅地利用の一端を明らかにすることができた。

『平安京右京三条三坊』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第 10冊　1990 年報告
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図 94　調査位置図（１：5,000）

図 95　遺構実測図（１：500）



29　平安京右京五条二坊一町

経過　中京区壬生東土居ノ内町の京都市立

朱雀第七小学校校舎改築に伴い発掘調査を実

施した。当該地は平安京右京五条二坊一町に

あたり、『拾芥抄』西京図では平安時代の歌

人因幡守藤原隆時の所領としている。調査は

敷地内２箇所で実施しており、東側の調査区

を１区、西側を２区とした。

遺構・遺物　１区では攪乱のため遺構を検

出できなかった。２区の基本層序は盛土（約

0.8 ｍ）、灰褐色砂泥（約 0.2 ｍ）、中世の遺

物包含層である茶灰色砂泥（約 0.2 ｍ）、平

安時代の遺物包含層である暗灰色粘質土（約

0.2 ｍ）、基盤層である灰色粘質土となる。

平安時代の遺構は、灰色粘質土上面で掘立

柱建物（SB１）や井戸（SE１）などを検出

した。SB１は南北棟の建物で、東側に庇が

付く。梁間２間、桁行２間分、庇２間分を検

出したが、北の調査区外へ続く。梁間の柱間

は約 2.5 ｍ、桁行は約 2.3 ｍ、身舎と庇の間

は約 2.7 ｍ、柱穴は一辺 0.6 〜 0.8 ｍの方形で深さは約 0.5 ｍである。SE１は調査区の南西隅で

検出した井戸である。埋土内からは平安時代前期の良好な遺物が出土した。

小結　１区では西大宮大路西側溝が推定されたが、平安時代の遺構は検出できなかった。２区

では南北棟の掘立柱建物

と井戸を検出した。２区

東隣で実施した発掘調査

においても、同規模の掘

立柱建物を検出してお

り、一町西端部に建物が

２棟並んでいたことにな

る。町内における宅地割

や建物の配置などを復元

するうえで重要な成果と

いえる。
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図 96　調査位置図（１：5,000）

図 97　調査区配置図（１：2,000）

図 98　２区遺構実測図（１：200）



30　平安京右京五条二坊五町

経過　中京区壬生西桧町で工場の改築工事

が計画されたため、発掘調査を実施した。当

該地は平安京右京五条二坊五町の北西部に位

置し、西堀川小路の検出が期待された。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土（約

0.4 ｍ）、旧耕土（約 0.1 ｍ）、遺物包含層で

ある茶褐色泥砂（約 0.1 ｍ）、黄褐色粘土の

地山となる。検出した遺構は、西掘川小路の

東側溝（SD５）および内溝（SD３）、小路

中央を流れる西堀川（SD６）などで、小路

廃絶後には木棺を伴う土壙墓（SK３）が路

面上に形成された。遺物は西堀川および東側

溝から土師器・須恵器・黒色土器・緑釉陶器・

灰釉陶器・瓦器・輸入陶磁器など、平安時代

中期から後期の土器類がまとまって出土して

いる。また、土壙墓の棺内には 11 世紀末の

土師器皿が副葬されていた。

小結　今回の調査では西堀川小路の遺構を

良好な状態で検出し、西堀川小路の規模が築

地心々間は 24 ｍ（８丈）であること、川幅

は約６ｍ（２丈）に復元でき

ること、西堀川は 12 世紀前

半には埋没し小路としての機

能を失ったことを明らかにし

た。

『平安京跡発掘調査報告　昭和

55年度』  1981 年報告
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図 99　調査位置図（１：5,000）

図 101　遺構実測図（１：100）

図 100　調査区配置図（１：1,000）



31　平安京右京七条一坊十四町・衣田町遺跡（図版 12・13）

経過　下京区西七条御領町の京都市立七条

中学校校舎改築ならびにプール新築工事に伴

い発掘調査を実施した。当該地は平安京右京

七条一坊十四町の北部に位置し、『拾芥抄』

西京図によれば西市東外町にあたる。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土（約

0.7 ｍ）、耕土（約 0.2 ｍ）、淡黒灰色泥砂（約

0.1 ｍ）、黄褐色粘質土と茶褐色砂礫層の地山

となる。淡黒灰色泥砂上面で平安時代前期お

よび弥生時代の遺構を検出した。

平安時代の遺構には井戸３基、掘立柱建物

３棟、溝などがある。

SE１は２区で検出した方形隅柱横桟縦板

組の井戸である。井戸枠は一辺 1.1 ｍで、深

さは 2.7 ｍと深い。底部には方形箱型の木枠

を２段積んでおり、上段は一辺1.0 ｍ、幅 0.5

ｍ、下段は一辺 0.6 ｍ、幅 0.25 ｍであった。

下段には四面とも部材中央に５㎝四方の方形

の孔をあけている。掘形は一辺約３ｍの隅丸

方形で、底面の標高は 20.65 ｍである。埋土

からは平安時代前期の土器類とともに、草鞋・

布製品・貝類・獣骨などが出土している。

SE３は南側をSE１によって壊されており、

井戸部材は最下段の横桟しか残っていないが、

SE１掘形から隅柱２点と横桟片数点が出土し

ていることから、SE１と同様に方形隅柱横桟

縦板組と想定できる。井戸枠の規模は 1.2 ｍ

四方で、一辺 2.8 ｍの方形の掘形をもち、深

さは1.5 ｍ、底面の標高は21.81 ｍである。

SE２は１区拡張区で検出した井戸で、作り替えが行われている。旧段階（SE２B）は、一辺 1.1

ｍの方形隅柱横板組構造で、底部に径約 0.7 ｍ、高さ約 0.4 ｍの曲物を据え、側板と井筒曲物の

間には薄板を敷き詰めている。掘形は一辺 2.2 〜 2.3 ｍの隅丸方形で、深さは 2.7 ｍ、底面の標高

は 20.1 ｍである。新段階（SE２A）は、SE２Bの内側に作られた一辺 0.9 ｍの方形隅柱横桟縦
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図 102　調査位置図（１：5,000）

図 103　調査区配置図（１：2,000）

図 104　２区東壁断面図（１：100）



板組の井戸である。井戸枠の縦板は各面２枚で、SE２Bの井筒曲物の上に径約0.75ｍ、高さ約0.55

ｍの曲物を据えている。埋土から平安時代前期の土器類のほか斎串・曲物・ケズリカケなどの木

製品、刀子などが出土した。

建物は、１区で検出した南北１間×東西２間以上の東西棟建物（SB１）、２区で検出した南北

２間以上×東西１間以上の建物（SB２）、東西３間×南北２間以上の総柱建物（SB３）の３棟で

ある。

弥生時代の遺構は１区で方形周溝墓、２区で落込み（SX５）を検出した。方形周溝墓は長軸約

17ｍ、短軸約 15ｍ以上で、溝幅は 1.5 〜 3.0 ｍ、深さは 0.2 〜 0.5 ｍである。東溝と南溝から、

弥生時代後期の壷１個体と甕２個体が出土した。２区東部で検出した不定形な溝状の落込み（SX

５）からは、弥生時代後期の壷形土器片とともに、磨製石鏃が出土した。

小結　当調査地は西市の東側にあたり、市外町とされているところである。10世紀に入ると経

済活動の活発化に伴い、市町の東西南北に各２町ずつ「外町」が加えられたと、後世の史料など

に記載されている。しかし、九条家本『延喜式』付載の「京図」では、東市には外町８町の記載
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図 105　遺構平面図（１：500）



はあるが、西市の周辺は空閑地となっている。このように西市外町の様子は文献からもよくわかっ

ていない。今回の調査では十四町の北西部で平安時代前期の井戸３基と掘立柱建物３棟などを検

出した。井戸と掘立柱建物の関係は把握できなかったが、倉庫と考えられる建物（SB３）も検出

している。西市東外町内における建物配置などを復元するための良好な資料となるであろう。また、

下層遺構として弥生時代後期の方形周溝墓と落込み遺構を検出した。平安京以前の京都の歴史を

知る上で貴重な資料を提供することができた。
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図 106　井戸実測図（１：50）



32　平安京右京八条三坊七町

経過　下京区七条御所ノ内西町にある京都

市立西大路小学校の校舎建設に伴い発掘調査

を実施した。当該地は平安京右京八条三坊七

町の西部中央付近に位置する。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、盛土（約

0.5 ｍ）、耕土・床土（0.25 ｍ）、黄灰色泥砂（約

0.2 ｍ）、淡黄灰色砂泥（約 0.4 ｍ）、淡灰色

砂泥（約 0.1 ｍ）以下、褐色砂礫・明黄色砂礫・

淡黄灰色砂礫・黒灰色砂礫・暗灰色砂礫など

の流れ堆積層となる。黒褐色砂礫と褐色砂礫

層から弥生土器片が出土している。

検出した遺構は極めて少なく、ほとんど近

代の土壙・溝・集石遺構であるが、黄灰色砂

泥層上面で平安時代後期の木樋を検出した。

木樋は調査区北端を東西に走り、北東隅で南

へ約５ｍ曲折し、さらに東へ曲折して調査区

外へ延びる。底部は北西から南東に向かって

わずかな高低差が認められ、東への導水が考

えられる。木樋の設置は、まず幅１ｍ弱、深

さ約 0.4 ｍの掘形を穿ち、厚さ 0.1 ｍの建築

部材を転用・組み合わせて、幅約 0.35 ｍ、

深さ 0.15 〜 0.2 ｍの樋を連結させていく。

北端の東西木樋部分には、長さ 4.2 ｍ、幅 0.45

ｍ、厚さ 0.1 ｍの板材が覆っていた。木樋内

からは、11世紀代の遺物が出土した。

小結　検出した遺構は平安時代後期の木樋

だけであり、他の遺構はまったく検出できな

かったが、宅地内の区割りにかかわる遺構と

推定している。
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図 107　調査位置図（１：5,000）

図 108　調査区配置図（１：1,000）

図 109　木樋検出状況（南東から）
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図 110　遺構実測図（１：100）



33　平安京右京九条一坊・西寺跡１

経過　本調査は、個人住宅建設に先立って

行った発掘調査である。東西２町、南北４町

を占める西寺の中央西寄り、九条坊門小路の

延長上の地点で、西寺の主要伽藍の建物から

はやや離れた位置にある。西寺境内調査 17

次調査である。調査区は西側に南北 7.7 ｍ、

東西4.5ｍの１区、東側に南北3.7ｍ、東西2.8

ｍの２区の２箇所を設置した。

遺構　基本的な層序は、地表面から現代の

盛土が約 0.3 ｍ、現代耕作土が約 0.1 ｍ、灰

褐色泥砂（第１層）が約 0.2 ｍ、褐灰色泥砂（第２層）

が 0.2 〜 0.4 ｍで、北東部に厚く堆積する。この下層

は暗黄褐色から茶灰色砂礫（第３層）となり、これら

は古墳時代の遺物を含む流れ堆積である。

第１層は平安時代末期の整地層と考えられ、この上

面を第１面とした。上面では整地層内に含まれたと考

えられる瓦片・礫などを検出し、何箇所かに瓦が集中

して出土した。第２層は平安時代前期の遺物が出土す

ることから、西寺が建立される際の整地層と考えられ

る。この上面を第２面とし、井戸（SE１）や土壙な

どを検出した。井戸は南北約 2.75 ｍ、東西 2.5 ｍ以上

の方形掘形で、深さは検出面から約 0.6 ｍ、底部にわ

ずかに側板が残る。埋土内には直径約 0.6 ｍの大型の

礫や地覆石とみられる凝灰岩などが廃棄されていた。

第３層に切り込む遺構（第３面）は、流路 SD３がある。

１区の北東部で北西─南東方向の南西岸を検出し、２

区は全面が流路で幅は５ｍ以上になる。上層では古墳

時代後期から平安時代前期、下層では古墳時代中期の

遺物が出土した。なお、第３層自体も大規模な流路状

堆積の一部であり、古墳時代前期の遺物を含む。

遺物　遺物は古墳時代前期から平安時代後期までの土器・瓦などがある。大半は平安時代の瓦

類で、軒丸瓦１点、軒平瓦９点のほか多量の丸瓦・平瓦が出土した。土器類は、平安時代の土師器・

須恵器・黒色土器・灰釉陶器・緑釉陶器・瓦器などである。下層流路 SD３からは古墳時代前期
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図 111　調査位置図（１：5,000）

図 112　遺構実測図（１：200）



（庄内式併行期）の土師器、古墳時代中期の土師器・須恵器・韓式系土器、古墳時代後期の土師器・

須恵器が出土した。

小結　本調査では２時期の整地層を確認した。第１層は平安時代後期のもので廃絶に近い頃の

もの、第２層は平安時代前期で創建のころのもので、井戸を検出した。また、第３面で検出した

流路 SD３は、古墳時代中期から古墳時代後期に埋没するもので、西寺の下層で確認されている

古墳時代の集落遺跡・唐橋遺跡に関連するものと考えられる。韓式系の土器が出土していることは、

遺跡の性格を考える上でも重要であろう。

『平安京跡発掘調査報告　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 113　西寺跡昭和 55年度調査区配置図（１：1,000）



34　平安京右京九条一坊・西寺跡２

経過　本調査は、個人住宅建設に先立って

行った発掘調査である。西寺の西小子房の北

西で、主要伽藍の建物からは外れた位置にあ

たる。西寺境内調査 18 次調査である。調査

区は東西 4.7 ｍ、南北 7.5 ｍの長方形に設定

した。

遺構　基本的な層序は、地表下約 0.3 ｍま

でが現代盛土・耕作土で、茶灰色泥砂（第１

層）が厚さ 0.1 〜 0.2 ｍ、茶灰色砂泥（第２層）

が厚さ 0.3 〜 0.45 ｍと続き、以下は灰色粗

砂から砂礫となる。第１層は鎌倉時代の遺物

を包含しているが、上面で遺構は検出できな

かった。第２層は平安時代前期の遺物を包含

しており、西寺に関連する整地層と考えられ

る。第２層上面で小規模な土壙と集石遺構を

検出した。第２層を除去した灰色粗砂から砂

礫層には古墳時代前期の遺物がわずかに含ま

れており、流れ堆積と考えられる。この上面

では北東から南西方向の流路の西肩を確認し

た。

遺物　遺物は古墳時代、平安時代、鎌倉時代のものがある。古墳時代の遺物は下層の流路埋土、

平安時代の遺物は第２層、鎌倉時代の遺物は第１層から主として出土している。古墳時代の遺物

には土師器・須恵器があり、中期から後期にかけてのものである。平安時代の遺物には土師器・

須恵器・緑釉陶器などの土器類と軒丸瓦・軒平瓦を含む瓦類がある。鎌倉時代のものには土師器・

須恵器・灰釉陶器・瓦器・陶磁器など土器類と瓦類などがある。

小結　当地では西寺の主要伽藍および付属施設などの建物に関する遺構は確認できなかったが、

西寺建立時の比較的厚い整地層を確認した。また、上層では中世の整地層も確認しており、西寺

廃絶後の土地利用も今後の検討課題である。

『平安京跡発掘調査報告　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 114　調査位置図（１：5,000）

図 115　遺構実測図（１：200）



35　平安京右京九条一坊・西寺跡３

経過　本調査は天理教唐橋分教会の敷地南

東部に計画された建物の建設工事に先立って

行った発掘調査である。調査地点は西寺の伽

藍の西僧房に推定されており、同じ敷地内の

中央部で昭和 52 年に行った調査では西小子

坊の基壇と礎石を検出している。西寺境内調

査 19次調査である。調査区は東西約 11ｍ、

南北約 11ｍの方形に設定した。

遺構・遺物　地表から北半では 0.1 〜 0.15

ｍ、南半では 0.5 ｍまでが耕作土であり、こ

れを除去した面が遺構面となる。

調査区の東２/３では、黄茶褐色砂泥で形

成された基壇状の高まり（SB１）を検出し

ており、西僧房基壇の一部と考えられる。ま

た、基壇上面では Pit や柱穴などを検出した。

北部で検出した柱穴１は東西約 1.3 ｍ、南北

約 1.5 ｍの円形掘形で、深さは検出面より約

0.2 ｍである。柱穴２は径約１ｍ、深さ約 0.2

ｍの円形掘形である。両者の芯々間の距離は

約 3.3 ｍであり、埋土内に根石などは検出で

きなかったが、僧房建物の礎石据え付け痕

である可能性がある。Pit １は東西約 0.5 ｍ、

南北約 0.8 ｍ、深さ約 0.15 ｍの楕円形の掘

形で、瓦・土師器・須恵器などを検出した。

これに対し、調査区の西側１/３では淡茶褐色砂礫から茶褐色泥土の堆積を確認し、検出面から

深さ 0.5 ｍ前後の南北方向の溝状落込み（SD１）であることが判明した。ここからは平安時代前

期から中期の土器類とともに、多量の瓦類が出土した。土器類には土師器・須恵器・黒色土器・

灰釉陶器・緑釉陶器などがあり、瓦類は軒丸瓦・軒平瓦・平瓦・丸瓦・鬼瓦・熨斗瓦・緑釉瓦な

どがある。なお、少量であるが古墳時代の土師器と須恵器も出土している。

小結　本調査では推定通り、西僧房の基壇西辺を検出した。基壇は上部が既に大きく削平され

ており、上面での残存状況が悪く、僧房の礎石据付け痕と思われる柱穴を２基（柱穴 1・２）検

出するにとどまった。

『平安京跡発掘調査報告　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 116　調査位置図（１：5,000）

図 117　遺構実測図（１：200）



36　平安京右京九条一坊・西寺跡４

経過　本調査は天理教唐橋分教会の敷地北

西部に計画された建物の建設工事に先立って

行った発掘調査である。史跡西寺跡の西小子

房の西、西寺の西限築地、つまり西大宮大路

の東築地に推定される箇所にあたる。西寺境

内調査 20次調査である。調査区は東西 11.5

ｍ、南北９ｍの方形に設定し、北端から２ｍ

分を西へ４ｍ拡張した。

遺構・遺物　地表下 0.3 〜 0.45 ｍまでが

現代盛土と耕作土であり、これを除去した面

が遺構面である。遺構面は茶褐色砂泥および淡褐色砂礫からなる。淡褐色の砂礫は古墳時代の遺

物を少量含んでおり、流れ堆積層である。

遺構は、調査区のほぼ東半分において全体に0.2〜0.3ｍ下がる灰褐色砂泥の堆積を検出した（SX

２）。これを掘り下げると、西半分が南北方向の基壇状の高まり（SA１）となり、築地とこれに

伴う内溝に想定できる。SX２の埋土からは、瓦類を中心とする平安時代前期の遺物が出土してお

り、凝灰岩の破片などもみられる。なお、西大宮大路の東側溝を検出するため、調査区の北端部

を西へ拡張したが、溝などの遺構は検出できなかった。

小結　本調査では南北方向の基壇状高まり（SA１）とその東側に沿う溝状の遺構（SX２）を

検出した。調査前に想定していた西寺西限の築地（西大宮大路東築地）の基壇とこれに伴う内溝

と考えられる。

『平安京跡発掘調査報告　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 118　調査位置図（１：5,000）

図 119　遺構実測図（１：200）



Ⅲ　白河街区

37　尊勝寺跡１

経過　調査地は平安時代後期に建立された

白河街区のうち、堀河天皇の御願により康和

四年（1102）に落慶法要がなった尊勝寺跡

にあたる。当地にマンション建設が計画され、

遺構の残存状況の確認のため試掘調査を行っ

た。その結果、遺構が良好に遺存しているこ

とが判明し、発掘調査を実施することとなっ

た。これまでの周辺の調査では、南約 30 ｍ

の地点における 1977 年度調査や 1978 年度

調査、また西に隣接した地点における 1978

年度調査などで、掘り込み地業による建物基壇および礎石据え付け痕を検出しており、建物規模

から尊勝寺の阿弥陀堂跡と想定している。当地においても、同じ大規模建物の遺構の検出が見込

まれた。調査区はほぼ敷地の形に合わせ、東西５ｍ、南北 27ｍの長方形で、北では西へ東西５ｍ、

南北 8.5 ｍ、南では東へ東西９ｍ、南北３ｍそれぞれ拡張した形となった。

遺構　地表下には現代盛土（0.3 〜１ｍ）、近世整地層である灰褐色砂土（0.1 〜 0.4 ｍ）、平安

時代建物基壇の掘り込み地業、均一で

遺物を含まない緑灰色粘土となる。

検出した遺構は、平安時代後期の掘

り込み地業による建物基壇の一部であ

り、上面では礎石建物（SB10）の礎

石据付痕を８基、建物基壇に伴う雨落

溝（SX100）などがある。建物基壇

の掘り込み地業は、黒褐色泥土・黄灰

色砂・灰色土が互層に積まれた版築層

（0.3 〜 0.5 ｍ）の上層と、暗灰色砂泥

（0.5 〜 0.8 ｍ）の下層からなってお

り、調査区の全面で確認した。礎石建

物 SB10 の礎石据付痕には、径が２ｍ

を越える大型のものと、径約 1.5 ｍ程

度の小型のものがある。前者は身舎と

庇の礎石据付痕、後者は建物の孫庇と
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図 120　調査位置図（１：5,000）

図 121　尊勝寺跡昭和 55年度調査区配置図（１：1,000）



推定される。いずれも根固めの根石が検出されるのみで、礎石は既に抜き取られている。身舎の

柱間は東西4.5 ｍ、身舎－庇－孫庇間の柱間は４ｍ－3.8 ｍである。雨落溝SX100は、幅約0.9 ｍ、

深さ約 0.2 ｍの東西溝を掘り、これを暗灰褐色土で埋めた上面に径 0.2 〜 0.3 ｍの上面の平坦な河

原石を３列に敷き並べたものである。敷石は調査区西端より約 1.2 ｍ分は遺存していたが、以東

については石が抜かれた痕跡を確認している。孫庇の中心から敷石中心までの距離は 3.25 ｍであ

る。

遺物　遺物は大半が瓦類で、土器類は少ない。その他に石製品や金属製品がある。瓦類は軒丸瓦・

軒平瓦・鬼瓦・丸瓦・平瓦がある。土器類には平安時代の土師器・須恵器・黒色土器・緑釉陶器・

磁器などがあり、少量ながら古墳時代や中世・近世のものが含まれる。

小結　本調査では、想定された尊勝寺の阿弥陀堂跡の建物基壇および礎石建物礎石据付痕、建

物北辺の雨落溝などを検出し、阿弥陀堂建物の北辺を確定することができた。また、掘込み地業

は本調査区全域で確認しており、建物の規模よりもかなり大規模に行われていることも判明した。
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図 122　遺構実測図（１：250）



38　尊勝寺跡２

経過　本調査地は前項調査地の南東約 30

ｍ、1978・1979 年度調査地の東隣接地にあ

たり、尊勝寺阿弥陀堂跡に関連する遺構の検

出が見込まれる地点である。当地に倉庫の建

設が計画されたため、工事に先立ち発掘調査

を実施することとなった。調査区は東西 14

ｍ、南北３ｍの長方形に設定した。

遺構・遺物　層序は地表面から 0.4 〜 0.5

ｍまでが現代盛土、以下近世整地層である灰

褐色砂土（0.3 〜 0.5 ｍ）、東端部では遺物を

含まない灰色から暗黄灰色砂となり、以西ではこれを切り込む平安時代建物基壇（SB10）の掘り

込み地業を確認した。掘り込み地業は平安時代建物基壇の東端部であり、基壇上面では礎石建物

の孫庇の礎石据付痕を１基、建物東面では雨落溝（SD86）を検出している。

建物基壇の掘り込み地業は、良く締まった暗褐色砂泥と灰褐色泥土の版築層である上層（約 0.8

ｍ）と、暗灰色粘土の下層（約 0.3 ｍ）に分かれる。この掘り込みの東端を、調査区東端から約 1.2

ｍで確認した。礎石据付痕は径約１ｍ、深さ約 0.3 ｍの円形掘形で、径 0.2 〜 0.4 ｍの根固めの根

石を入れる。雨落溝 SD86 は幅約 0.7 ｍ、深さ約 0.2 ｍの南北溝で、上面には凹凸が確認できる

ことから敷石構造だったと考えられる。礎石据付痕の中心から SD86 の中心までの距離は約３ｍ

である。また、SD86 中心から基壇掘り込み地業の東端までは約９ｍである。遺物は土器類と瓦

類が少量出土した。

小結　本調査では、想定通り尊勝寺阿弥陀堂跡の東側孫庇の礎石据付痕と東側の雨落溝を検出

し、同建物の基壇掘り込み地業の東端を確認した。
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図 123　調査位置図（１：5,000）

図 124　遺構実測図（１：200）



39　白河北殿跡（図版 14）

経過　調査地は平安時代後期に造営された

白河北殿の推定地の南辺にあたり、現在は疎

水夷川ダムの北側に位置する。この地に計画

された市営葬儀事務所の新築工事に先立って

発掘調査を行った。調査区は東西 13.6 ｍ、

南北 11.8 ｍの長方形である。

遺構・遺物　基本的な層序は、地表下約 1.4

ｍまでが近世から現代の盛土層、厚さ 0.2 ｍ

前後の近世の耕作土と整地層（褐灰色泥砂）

となる。いわゆる地山と考えられるのは、茶

褐色〜淡灰色の細砂から粗砂であり、北にやや高く、南が低くなっている。室町時代、鎌倉時代、

平安時代後期の遺構面を確認した。

平安時代後期は北端に東西方向の基壇（SR21）とこれに伴う東西方向の溝（SD125）、直交す

る南北溝（SD14・157）、南西部で建物基壇と考えられる集石遺構などを検出した。基壇 SR21

は、調査区の北端で東西方向に検出した。北は調査区外に延びており全貌は不明であるが、南北

幅約３ｍを確認した。上面は北端から 1.5 ｍほどがやや高くなっており、中央部には瓦を敷く箇

所があり、西部は約 1.5 ｍ南へ張り出して階段状に成形されている。SD125 はこの基壇の南に設

けられた側溝と考えられ、幅は 1.5 〜２ｍある。SD14 は幅 1.5 ｍ前後、SD157 は幅１ｍ前後で、

SD125 と直交する。両溝の芯々距離は約 7.5 ｍである。また、SD125 と SD14 に囲まれた南西

部では、0.1 ｍ以下の小礫を全面に検出した。検出した範囲では、作業単位などを示す目地となる

石列は確認できなかったが、建物の基壇の一部ではないかと考える。

鎌倉時代には基壇 SR21 はおそらく踏襲されるが、SD14 以東については溝が埋められ、整地

が行われる。この基壇の北部に切り込む礎板を伴う柱穴や溝など、南部には土壙や柱穴群を検出

した。東西溝 SD55 は幅 0.5 〜 0.7 ｍで、埋土に瓦・土器とともに小礫を多量に含む。礎板を伴

う柱穴は２基、やや離れた箇所で検出した。東側の SK69 は東西約 0.9 ｍ、南北 1.4 ｍ以上の不
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図 125　調査位置図（１：5,000）

図 126　東壁断面図（１：100）
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図 127　遺構平面図（１：200）



定形な掘形の底部に、上面の平坦な 0.5 ｍ程の石を据え、その上に一辺 0.1 ｍ、厚さ 0.1 ｍの立方

体の凝灰岩を据えたものである。西側で検出した P100 は径約 0.7 ｍ、深さ約 0.45 ｍの円形掘形

の底に、長辺 0.5 ｍ、短辺 0.38 ｍ、厚さ 0.07 ｍの板を敷いたものである。板は縦方向に割れて

いる。また、埋土には 0.1 ｍ前後の小礫を多く含んでいて柱の根固めに用いたものと考えられる。

両者を結ぶラインは東でやや北に振れ、距離は約 8.5 ｍある。南部の柱穴群は大きく、東部と中

央部に分けられる。東部には東西２間×南北２間以上の掘立柱建物が復元できる。また、中央部

の東端の柱穴群は南北方向の柵列が少なくとも２列以上重複していると考えられる。SK 11 は南

北約 1.7 ｍ、東西約 1.3 ｍの不整形な平面形の掘形で、土師器皿を中心とした多量の土器類や軒

丸瓦を含む瓦片、刀子と考えられる鉄製品などが出土した。底部埋土に炭化物を多く含んでいる

ことから、土壙墓の可能性がある。

室町時代にも基壇 SR21 は踏襲されていたと考えられるが、基壇の南は平坦に整地され、溝な

どは埋められてしまう。東部に集石、南部に土器溜２基、土壙などを検出した。集石（SX３）は

東西約 4.5 ｍ、南北約 3.8 ｍの範囲に拳大からやや大きめの亜角礫を集積したもので、北辺は直

線的で調査区北部の平坦部に取り付く。土器溜は調査区の南辺中央部と西部の２箇所で検出した。

中央のものは東西約３ｍ、南北２ｍ以上、西部のものは東西約 3.2 ｍ、南北３ｍ以上の規模で、

土師器・瓦器・陶器・磁器などの土器類とともに瓦や礫などが廃棄されている。土壙 SK７は長

軸 1.3 ｍ、短軸 0.85 ｍの楕円形で掘形の南半に拳大の亜角礫７個が集中して検出された。埋土に

は土器と瓦片を含む。

遺物　平安時代から近世に及ぶ遺物が整理箱に 67箱出土した。大半は土器や瓦類で、やや瓦類

の量が多い。平安時代の遺物は後期のものがほとんどで、土師器・瓦器を中心とした土器類と軒

瓦を含む瓦類がある。鎌倉時代から室町時代の遺物には土師器・瓦器・陶器・磁器などの土器類

のほか、瓦類、鉄製品、銅銭などが出土した。

小結　本調査は白河北殿の南辺推定地での調査であった。調査区の北端で検出した東西方向の

基壇 SR21 は、平安時代後期に構築され、鎌倉・室町時代にもその存在が意識されていたことが、

遺構の検出状況から見て取れる。周辺での調査の蓄積が必要であるが、同基壇の西部には階段状

の張り出しも確認でき、建物基壇の南辺の一部を検出したと考える。基壇の南側でも建物基壇と

考えられる集石遺構や柱穴群を検出しており、白河北殿の範囲はさらに南へ拡がる可能性を指摘

できる。
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40　白河南殿跡

経過　本調査地は嘉保二年（1095）に建

立された、白河南殿の西端部にあたる。関西

医学検査センターの建物増築工事に先立って

立会調査を行ったところ、遺構が良好に残存

していることが明らかになったため、発掘調

査を行うこととなった。調査区は東西10ｍ、

南北 7.5 ｍの方形で、必要に応じて拡張した。

遺構・遺物　層位は地表下約 0.6 ｍまでは

現代盛土であり、近世以降の耕作土（0.1 〜

0.2 ｍ）、中世整地層である淡茶灰色泥砂（約

0.3 ｍ）、以下は淡灰色から灰色粗砂礫となる。

これらの粗砂礫層は古い流れ堆積であり、こ

の上面が平安時代後期の遺構面である。

検出した主な遺構は、建物の基壇２基（SB

１・２）である。基壇 SB１は調査区の東端

で検出した建物基壇の西辺である。上面の平

坦な河原石を２列に並べ縁辺の外装とする。

石列の幅は約 0.5 ｍ、河原石は長径 0.2 〜 0.5

ｍ、短径 0.1 〜 0.2 ｍで長軸を南北方向に揃

える。南部では石が失われ、抜き取り痕を検出した。２列の石列のうちの東側の列に、長径約0.5ｍ、

短径約 0.4 ｍと明らかに他の石より大きい石が北から 2.4 ｍ、３ｍの間隔で配されている。縁な

どの束柱を受ける束石と考えられ、石は失われているが、南に３ｍの箇所に大きめの抜き取り痕

を検出しており、３間分が想定できる。縁辺の石列の東側（基壇本体側）は、石列の上面より 0.15

ｍほど高く、径 0.1 ｍ前後の小礫が叩き込まれて、いわゆる亀腹状を呈する。

また、調査区の西端では、SB１に対面して基壇 SB２を検出した。両者の距離は約 6.7 ｍであ

る。基壇の東縁辺には南北雨落溝 SD１が設けられる。幅 0.5 ｍ、深さ 0.1 ｍ、溝の底部には径 0.1

ｍ前後の小礫を敷き詰めた南北方向の溝で、調査区の北端から約 4.6 ｍで直角に東へ折れて約 0.7

ｍ張り出す。溝の両肩には上面の平坦な河原石をそれぞれ２列に並べる。河原石は長径 0.4 〜 0.6

ｍ、短径 0.3 〜 0.5 ｍ、長径を南北方向に揃えて配し、幅は東肩石列が約 0.6 ｍ、西肩石列が約 0.5

ｍである。基壇は掘り込み地業によって構築されている。SD１の西肩より0.3 〜 0.5 ｍ掘り込み、

淡黄灰色砂泥を敷き、その上に径 0.1 ｍ前後の小礫を入れて叩き締める工程を何度も繰り返して

版築状に仕上げている。

遺物は平安時代後期から中世の遺物が多く、大半は軒瓦を含む瓦類である。土器類は土師器が
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図 128　調査位置図（１：5,000）

図 129　調査区配置図（１：500）



多く、須恵器や輸入磁器がごく少量ある。他に銅銭などが出土した。

小結　本調査では、平安時代後期の２基の建物基壇を検出した。SB１は亀腹状の基壇になるも

ので西縁辺の石列に縁束礎石を配する。SB２は掘込み地業による基壇で、東縁辺に両肩に石列を

巡らせる雨落溝SD１を伴う。雨落溝が張り出す部分には階段のような施設が想定できる。SB１・

２とも基壇の縁辺部のみの検出で、建物本体の礎石やその抜取痕は検出できなかったため、これ

らの構造や設備・規模の異なる２つの建物がどのような建物であったかについては、今後周辺の

調査に期待される。
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図 130　遺構実測図（１：100）



Ⅳ　鳥羽離宮跡

41　鳥羽離宮跡 57次調査

経過　本調査は個人住宅建設に先立って

行った発掘調査である。当地は鳥羽離宮東殿の

西端部にあたり、隣接する南側の道路で前年度

に実施した 55 次・56 次調査では鳥羽離宮期

の庭園跡を検出しており、同様の成果が期待さ

れた。調査区は東西５ｍ、南北 12.5 ｍの長方

形に設定し、北西部を北に５ｍ拡張した。

遺構・遺物　地表下は耕作土で、北半で

は 0.5 〜１ｍと深く、南半では 0.1 〜 0.2 ｍ

と浅い。以下、茶褐色泥砂（約 0.4 ｍ）、暗

褐色泥砂（約 0.3 ｍ）、茶灰色砂（約 0.2 ｍ）

と続き、地山の茶褐色砂礫となる。

検出した遺構は、室町時代から安土桃山時

代と考えられる墓５基、溝２条と江戸時代初

期とみられる溝１条である。いずれも地山上

面で検出した。墓（SK２・３・６〜８）はいずれも東西 0.6

〜 0.8 ｍ、南北 0.8 〜 1.2 ｍの方形掘形で、SK２は桶を、

SK８は木製の箱を棺として転用しており、SK３・６・

７は竹製の綾織りによる籠を棺として用いている。副葬

品には漆器椀や数珠・銅銭などがあった。溝は東西方向

のSD２（幅2.3ｍ、深さ0.5ｍ）と南北方向のSD３（幅0.7

ｍ、深さ 0.15 ｍ）がある。江戸時代初期の SD１は東西

方向の溝で、南肩のみを確認した。肩には石塔や五輪塔

を石垣状に並べる。

なお、SK２は人骨が良好に残存しており、埋葬されて

いた人骨は壮年後半から熟年前半（40歳前後）の男性と

の鑑定結果を得ている。

小結　本調査では鳥羽離宮期の遺構は皆無で、予想に

反して室町時代から安土桃山時代と考えられる墓を検出

した。
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図 131　調査位置図（１：5,000）

図 133　遺構実測図（１：200）

図 132　調査区配置図（１：1,000）



42　鳥羽離宮跡 58次調査

経過　本調査は個人住宅建設に先立って実

施した発掘調査である。当地は鳥羽離宮東殿

の東部にあたっている。当調査地の南方では、

過去の調査で園池に関連する遺構が検出され

ており、当地でも同様の成果が期待された。

調査区は敷地の形状にあわせたため、東西は

北辺が 19 ｍ、南辺が 24 ｍ、南北は東辺が

14ｍ、西辺が 11ｍと不整形な方形となった。

遺構・遺物　当地は畑地として利用されて

おり、層序は地表から現代耕土・床土（約 0.25

ｍ）、以下近世の堆積層である淡灰色泥土（約

0.15 ｍ）、淡褐灰色粘土（約 0.2 ｍ）、茶灰色

粘土（約 0.3 ｍ）が続き、地山の暗青灰色泥

土に達する。

遺構面は暗青灰色泥土上面で、調査区の東

部から南部にかけて緩やかに下がっており、

この部分で集石状遺構 SX１と溝 SX２を検

出した。SX１は地形の下がりの中央部で拳

大の河原石を疎らに敷いた遺構で、範囲は東

西５ｍ、南北３ｍである。SX２は東側の下

がりの底部で検出した南北方向の溝で、幅 1.5

〜２ｍ、深さ約 0.3 ｍであった。出土遺物は

大半が瓦類で、土器類のほかに木製品や種子

などの自然遺物が含まれていた。

小結　本調査では東殿に関連する明確な庭

園遺構や建物遺構は検出できなかった。唯一、

南北方向の溝を検出したにとどまる。遺構の

密度が極端に疎であり、空閑地であったとも

考えられる。今後の周辺調査の成果が待たれる。
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図 134　調査位置図（１：5,000）

図 136　南壁断面図（１：100）

図 135　調査区および遺構配置図（１：500）



43　鳥羽離宮跡 59次調査

経過　本調査は、個人住宅建設工事に伴う

発掘調査で、鳥羽離宮東殿の南東部にあたる。

北方約 20ｍの地点で行った 32次調査では、

南北方向に延びる大溝を検出しており、当地

でもこの溝を検出することが予想できた。調

査区は東西 18 ｍ、南北２〜 2.5 ｍの北トレ

ンチと、東西 22 ｍ、南北 17.5 ｍで南西角

が欠ける南トレンチの２箇所を設定した。

遺構・遺物　当地は地表面から 0.15 〜 0.2

ｍが耕作土であり、これを除去した灰色泥土

（0.1 〜 0.3 ｍ）の上面が江戸時代の遺構面で

ある。そして、灰色泥土の下層が鳥羽離宮期

から鎌倉・室町時代の遺構面であり、東では

灰色泥砂（約 0.2 ｍ）、西側では茶褐色ある

いは青灰色の砂礫層（自然堆積層）となる。

遺構は江戸時代の建物跡・井戸・溝・池跡、

鎌倉時代から室町時代の建物跡・方形縦板組

井戸（SE３)・溝、鳥羽離宮期の大溝（SD５）

などがある。SD５は幅約６ｍ、深さ約 1.5

ｍの北でやや東へ振れる方向の溝で、約 24

ｍ分を検出した。遺物は土器類・瓦類のほか、

木製品・金属製品などが出土しており、自然

堆積層である茶褐色あるいは青灰色の砂礫層

からは平安時代前期の遺物が出土した。

小結　本調査では鳥羽離宮期の遺構とし

て、大溝〈SD５〉を検出した。32次調査で

検出したものと同一であり、さらに当地から

南西へ大きく湾曲しながら、10 次調査、さ

らに 49 次調査で検出している溝へと続くと

考えられる。現状で総延長 320 ｍに達する

大規模な溝である。
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図 137　調査位置図（１：5,000）

図 139　北壁断面図（１：100）

図 138　調査区および遺構配置図（１：500）



44　鳥羽離宮跡 60次調査

経過　本調査は、個人住宅建設工事に伴う

発掘調査である。当地は鳥羽離宮東殿の北部

にあたり、のち慶長年間に整備された安楽寿

院十二ヶ院のうちの大善院跡にもあたってい

る。調査は排土置き場を確保するため東西に

調査区を分けて、まず東側の調査区より調査

を開始し、終了後埋め戻して、西側の調査区

の調査を行った。東西あわせて、南北 14ｍ、

東西 11ｍの方形の調査区とした。

遺構・遺物　基本的な層序は、地表面から

現代の耕作土（0.15 〜 0.25 ｍ）、江戸時代

の整地層（0.5 〜 0.6 ｍ）、茶褐色泥砂（約 0.2

ｍ）、淡茶褐色泥土から灰色泥砂（0.3 〜 0.5

ｍ）と続き、鳥羽離宮期の遺構面の茶褐色砂

礫となる。

江戸時代の整地層は大善院に関連するもの

で、３時期の整地を確認した。耕作土を除去

した最上面で礎石建物跡・土塀・井戸・暗渠

などを検出した。建物は礎石抜取痕と床束柱

を支える礎石を伴う。鳥羽離宮期の遺構は、

地山の茶褐色砂礫直上で検出した石敷遺構や

土壙・溝などがある。石敷遺構は東西 1.5 ｍ

以上、南北１ｍ、上面は北から南へ緩やかに

下がり、拳大の扁平で外面が極めて滑らかな

礫が用いられていた。遺物は大善院に関連す

る桟瓦が大半を占め、土器類は各時代とも少

量であった。

小結　本調査では江戸時代の大善院の遺構

を良好に検出し、２回の再整備が行われたこ

とを明らかにした。鳥羽離宮期については残

存状況が良好ではなく、土壙や溝と石敷遺構

などを検出した。
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図 140　調査位置図（１：5,000）

図 142　西壁断面図（１：100）

図 141　調査区および遺構配置図（１：500）



45　鳥羽離宮跡 62次調査

経過　本調査はホテル建設に先立って行っ

た発掘調査で、鳥羽離宮金剛心院の北西に位

置する。調査区は敷地の形状に合せて、東西

13ｍ、南北 7.5 ｍの直角三角形を設定した。

しかし、遺構面までが深く湧水が著しいこと

から、実際の調査面は東西５ｍ、南北 3.7 ｍ

の三角形となった。

遺構・遺物　層序は地表面より約 0.8 ｍま

でが現代盛土で、以下は近世面である淡灰褐

色泥土（約 0.2 ｍ）、茶褐色泥土・褐灰色粘

土（0.2 〜 0.3 ｍ）と続き、淡茶灰色泥土以下は無遺物層となる。中世の遺構面（第２面）は茶褐

色泥土・褐灰色粘土層の上面であるが、顕著な遺構はなく調査区の中央から東へ下がる緩やかな

落ちを確認した。鳥羽離宮期の遺構面（第３面）は淡茶灰色泥土層の上面で、土壙１基（SK１）

と溝２条（SD５・６）を検出した。SK１は南北

約 0.7 ｍ、東西約 0.5 ｍの方形で、深さは約 0.1 ｍ

であった。SD５は幅約 0.4 ｍ、深さ約 0.3 ｍの南

北方向の溝である。SD６は幅約0.2ｍ、深さ約0.15

ｍの弧を描く小規模な溝である。遺物は、少量の土

器類と瓦類が出土している。

小結　調査面積が非常に狭いものの、中世と鳥羽

離宮期の各遺構面を確認した。それぞれの遺構の評

価については、今後の周辺の調査成果を待ちたい。
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図 143　調査位置図（１：5,000）

図 144　調査区全景（北から） 図 145　遺構実測図（１：200）



46　鳥羽離宮跡 63次調査

経過　本調査は、個人住宅兼事務所建設工

事に伴う発掘調査で、鳥羽離宮東殿の西部に

位置する。西隣で行った 23-C 次調査では、

中世から近世の遺構を検出したが、鳥羽離宮

期の遺構は確認していない。調査区は東西７

ｍ、南北は東で５ｍ、西で 3.5 ｍと不整な方

形となった。

遺構・遺物　層序は地表面より 0.2 ｍが現

代盛土、暗茶灰色砂泥（約 0.3 ｍ）、褐灰色

泥砂（約 0.2 ｍ）、灰色砂礫と続く。遺構は

褐灰色泥砂上面と、灰色砂礫上面で検出した。

検出した遺構には土壙・柱穴・南北溝（SD

１・２）などがあり、いずれも中世の遺構と

考えられる。SD１は幅約２ｍ、深さ約 0.75

ｍの溝で、SD２は幅約 0.9 ｍ、深さ約１ｍ

の溝である。SD １は褐灰色泥砂上面、SD

２は灰色砂礫上面より切り込んでおり、SD

１が新しい。遺物は土器類と瓦類のほか、銅

銭などが出土している。

小結　本調査では周辺の調査と同様に、中

世から近世の遺構は検出したものの、鳥羽離

宮期の遺構は確認できなかった。中世以降の

集落が調査地周辺に展開する可能性がある。
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図 146　調査位置図（１：5,000）

図 149　遺構実測図（１：100）

図 147　調査区配置図（１：500）

図 148　調査区全景（北から）



47　鳥羽離宮跡 64-2 次調査

経過　本調査は、個人住宅建設工事に伴う

発掘調査で、鳥羽離宮東殿の北西部に位置す

る。周辺の調査では中世から近世の遺構を検

出しているが、鳥羽離宮期の遺構は検出され

ていない。調査区は東西７ｍ、南北８ｍの方

形に設定した。

遺構・遺物　層序は地表下約 0.2 ｍまでが

現代耕作土で、江戸時代整地層である黄茶色

砂泥・灰褐色砂泥（約 0.4 ｍ）、茶褐色砂泥（0.2

〜 0.3 ｍ）、暗灰色泥土（約 0.25 ｍ）と続き、

茶褐色砂礫（地山）となる。

検出した遺構は、鎌倉時代から江戸時代ま

での土壙・井戸・柱穴などである。井戸 SE

１は底部に方形の木枠を据え、その上に河原

石を積む。柱穴は径が 0.3 〜 0.6 ｍ、深さ 0.1

〜 0.5 ｍと大小種々あり、底部に礎石を据え

るものもあるが、調査面積が限られており建

物としてはまとまらない。遺物は土師器・須

恵器・瓦器・陶器・瓦質土器など土器類と瓦

類のほか、石器や木製品などがある。鎌倉時

代から室町時代の遺物が多くを占めている。

小結　本調査では、鳥羽離宮期の遺構は検

出できなかったが、中世から近世に至る集落

関係の遺構を確認した。先行して北隣で調査

した 64-1 次調査では、北端で北に拡がる湿

地状の落込みを検出しており、微高地を利用

して営まれた中世集落の北辺の様子を明らか

にした。
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図 150　調査位置図（１：5,000）

図 152　遺構実測図（１：200）

図 151　調査区配置図（１：500）



48　鳥羽離宮跡 65次調査

経過　本調査は建物建築工事に先立って実

施した発掘調査である。当地は鳥羽離宮北殿

の勝光明院にあたっており、北隣の 43次調

査、南隣の 45次調査において建物基壇およ

びこれに伴う雨落溝、石垣痕跡、建物を取り

囲む溝などを検出している。両調査で確認し

た遺構は同一建物のものと考えられ、43次

調査では北東角、45次調査では南東角を確

認し、本調査は建物の中央部に推定できた。

調査区は 43・45次調査の成果を踏まえ、敷

地の西寄りに東西 16.5 ｍ、南北 16ｍの方形

の調査区を設定し、北東部を幅 4.5 ｍで東へ

10ｍ拡張した。

遺構・遺物　東半部では部分的に攪乱され

現代盛土が１ｍを越える箇所もあるが、層序

は地表下約0.6ｍまでが現代盛土、旧耕作土（約

0.2 ｍ）、暗灰褐色泥砂（約 0.15 ｍ）、淡灰褐

色泥土（約0.15ｍ）、淡茶褐色粘土（約0.2〜0.3

ｍ）と続き、鳥羽離宮期の遺構面に達する。

遺構は既往の 43・45 次調査の成果と同様

に、建物（SB１）の基壇東辺、雨落溝（SD１）、

礎石建物（SB２）、石垣痕跡（SX１）の他、

南北溝（SD２）などを検出した。これらの

建物群の基礎構造は掘り込み地業によってお

り、その範囲は後述する石垣痕跡 SX１の東

約２ｍの地点より西である。基壇を断ち割っ

て確認したところ、拳大の河原石を堤状に積

上げる箇所を検出した。ただ、このような石

積みは部分的であり、他に土に疎らに拳大の

河原石を突き固める箇所、ほとんど河原石が

入らない箇所など様々な状況を示しており、

これらの違いが構造上の意味をもつのか、作

業単位なのか明らかでない。
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図 153　調査位置図（１：5,000）

図 154　調査区配置図（１：1,000）

図 155　北壁断面図（１：100）



次に個別の遺構を概観する。建物 SB１の基壇は、調査区の西端で検出した南北方向の段差を

境に西側がやや高くなっており、石の抜取痕が確認できることから、積石によって基壇が築かれ

ていたと考えられる。建物本体はこの基壇上に想定できるが、既往調査も含め礎石などを検出し

ておらず、建物の構造は不明である。基壇東辺の東約５ｍでは、南北方向の雨落溝 SD１を検出

した。幅約 0.3 ｍ、深さ約 0.1 ｍ、両肩には長径 0.3 〜 0.4 ｍの河原石を２列ずつ並べる。この溝

は建物の東西中軸線にあたる箇所で、幅 6.5 ｍ分が西へ 0.8 ｍ張り出す形となる。溝内からは軒

瓦や丸瓦・平瓦が落ち込んだ状態で出土した。また、SD１の東約３ｍには南北方向の石垣と考え

られる SX１がある。0.2 〜 0.4 ｍの比高差で東へ下がる段差で、石の抜取痕が確認されることか

ら、外装として石垣（石積）がなされたと考えられる。そして、SD２の西へ張り出す部分と SX

１の間に礎石建物 SB２を検出した。梁間２間×桁行３間の南北棟で、西辺と北辺の礎石４石が

原位置で遺存しており、他は抜取痕を確認した。残存した礎石は１石が凝灰岩、３石が花崗岩で、

花崗岩のものは円形の柱座が造り出されている。SB２の東西中軸線は SB１と一致しており、SB

２の南北には築地が取り付いて SB１を囲繞していたと想定できる。この他、SX１の東約 10ｍ

には南北方向の溝 SD２がある。幅約 1.5 ｍ、深さ約１ｍの素掘りの溝である。

遺物は大半が瓦類であり、SB１・２と築地は瓦葺き構造であったことを示している。また、古

墳時代・平安時代の土器がごく少量掘り込み地業内から出土した。

小結　43・45 次調査で検出した建物跡の東辺中央部を良好に検出した。SB１の礎石などの検

出はできず、建物本体については不明である。また、SB１の東方では門と考えられる礎石建物

SB２を検出しており、南北に築地が取り付いて SB１を囲繞する。基礎構造は全体が掘り込み地
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図 156　遺構実測図（１：200）



業によるもので、部分的に拳大の河原石を密に堤状に積上げる特異な構造であった。43・45次調

査の成果とあわせれば、本調査の SB１は建物本体の乗る壇状部分の南北が約 27ｍ、築地雨落溝

の南北芯々間距離は約 43ｍ、外側石垣間の距離は推定で約 51ｍに復元できる。西側は調査があ

まり及んでいないが、東辺中央に門状の礎石建物を検出したことから東面する建物である可能性

が高く、北殿勝光明院の経蔵（宝蔵）に相当する建物と考えている。
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図 157　軒瓦拓影・実測図（１：４）



49　鳥羽離宮跡 66次調査

経過　本調査は、個人住宅建設工事に伴う

発掘調査で、鳥羽離宮東殿の北部に位置する。

調査区は２箇所に設定し、北トレンチは東西

２ｍ、南北８ｍ、南トレンチは東西 1.2 ｍ、

南北 5.2 ｍとした。

遺構・遺物　北トレンチでは地表下約 0.2

ｍまでが耕作土、褐灰色泥土（0.15 〜 0.2 ｍ）、

灰色粘土（約0.25ｍ）、青灰色粘土（約0.2ｍ）、

茶褐色砂礫となる。灰色粘土までは近世の遺

物が含まれる。茶褐色砂礫は磨滅した古墳時

代の土師器と須恵器が含まれるが、湧水が著

しく以下の掘削を断念した。遺構は検出でき

なかった。

南トレンチは地表下約 0.25 ｍまでが耕作

土、灰色泥砂（約 0.15 ｍ）、暗茶灰色砂泥（約

0.4 ｍ）、褐灰色砂泥（約 0.3 ｍ）、茶褐色微

砂（約 0.2 ｍ）、茶褐色粘土（約 0.1 ｍ）、暗

灰色粘土となる。遺構は検出できなかったが、

暗茶灰色砂泥から茶褐色粘土に瓦・土師器・

瓦器の破片が少量含まれる。遺物は土師器・

須恵器・瓦器などの土器類と瓦類が少量出土

した。

小結　本調査では両トレンチとも遺構は検

出できなかった。北トレンチでは湧水が著し

く、湿地状の堆積が確認された。鳥羽離宮跡

東殿の北限にあたる可能性が考えられる。
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図 158　調査位置図（１：5,000）

図 160　トレンチ断面柱状図（１：40）

図 159　調査区配置図（１：600）



50　鳥羽離宮跡 67次調査

経過　本調査は個人住宅の新築工事に先立

つ発掘調査で、鳥羽離宮田中殿の南東部に位

置する。当地の北西で行った２・14・30 次

調査では建物の地業を数棟分検出するととも

に、西隣の 14- Ｃ次調査区では池の堆積と考

えられる厚い青灰色粘土層を確認しており、

田中殿の主要建物の南東部には園池が想定で

きる。調査区は東西３ｍ、南北 19 ｍの南北

に細長い方形を設定し、後に北半部 10 ｍ分

を東へ３ｍ拡張した。

遺構・遺物　層序は地表から耕作土（約 0.1

ｍ）、その下層は江戸時代以降の用水路の堆

積（0.3 〜 0.7 ｍ）、鳥羽離宮期の盛土である

黒灰色シルト（0.2 〜 0.6 ｍ）、遺構ベースの

暗灰色粘土となる。

鳥羽離宮期の遺構は、２時期の汀と考えら

れる礫敷遺構を確認した。まず、南半部で検出した礫敷 SX２は南東方向へなだらかに下がる暗

灰色粘土層の傾斜面に灰色微砂とともに 0.05 〜 0.1 ｍの小礫を敷き詰めたものである。後に SX

２の北部に黒灰色シルトによる盛土を行い、小礫を敷き詰めて汀を作り直している（SX１）。SX

１は北東から南西方向の幅２ｍ程の堤状に検出したが、これはほぼ同じ方向に流れる江戸時代以

降の用水路により削られたためであ

る。遺物は土師器・須恵器・瓦器・

磁器・陶器などが出土している。

小結　本調査では田中殿の南東部

に想定された池の汀を確認した。汀

は北東から南西方向のもので南東へ

緩やかに下がり、小礫が敷かれる。

当初の汀は曲線的な形状であるが

（SX２）、後に盛土による直線的な

汀（SX１）へと改修している。ただ、

改修時期は不明である。
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図 161　調査位置図（１：5,000）

図 163　調査区および遺構配置図（１：500）

図 162　西壁断面図（１：100）



51　鳥羽離宮跡 68次調査

経過　本調査は、城南宮の敷地内に計画さ

れた建物の建築工事に伴う発掘調査で、鳥羽

離宮馬場殿に位置する。本調査に先立ち遺構

の遺存状況を確認するため試掘調査を行った

ところ、鳥羽離宮期の池あるいは低湿地の肩

部を検出したため、発掘調査を実施すること

となった。調査区は南北 25.5 ｍ、東西５〜

６ｍの不整形な形状となった。

遺構・遺物　調査地の現況は、東半部が現

城南宮の楽水苑の西端にあたり、盛土によっ

て約１ｍ高くなっている。西半は平坦で元は

田畑であり、以前はほぼ中央を南北に水路が

貫通していた。基本層序をみると、高まって

いる東半部は盛土が約 0.9 ｍあり、これを除

去すると鳥羽離宮期の遺構面である青灰色砂

混礫となる。西半では盛土と耕作土が厚さ0.2

〜 0.3 ｍ、茶灰色粘土（約 0.7 ｍ）、青灰色

粘土（0.1 〜 0.2 ｍ）と堆積しており、その

下層が青灰色あるいは茶褐色砂礫となる。

盛土・耕作土を除去すると鳥羽離宮期の遺

構面であるが、南東が高く北西へ落ち込む湿

地状の肩口を検出した。湿地状堆積の埋土は

上部が茶灰色粘土であり、下層は青灰色粘土

であった。遺物は、平安時代後期の平瓦片が

湿地状堆積から、弥生土器が下層の茶褐色砂

礫から出土した。

小結　本調査では鳥羽離宮期の湿地状堆積

の東肩部を検出し、馬場殿の南西部に湿地あ

るいは池が拡がることを明らかにした。
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図 164　調査位置図（１：5,000）

図 165　遺構実測図（１：200）



Ⅴ　中臣遺跡

52　中臣遺跡 34次調査

経過　本調査は個人住宅新築工事に伴う発

掘調査で、東西６ｍ、南北 12 ｍの調査区を

設定して行った。当地は低位段丘の東側段丘

面に立地しており、山科川に東面する。

遺構・遺物　層序は現代の盛土（１〜 1.4

ｍ）、旧耕作土（0.3 〜 0.6 ｍ）、茶褐色砂泥（0.1

〜 0.2 ｍ）、暗茶褐色砂泥（約 0.2 ｍ）と続き、

黄色泥土のいわゆる地山となる。暗茶褐色砂

泥は７〜８世紀の遺物包含層である。遺構は

黄色泥土の上面で検出した。

主な遺構は弥生時代後期の土壙（SK１）、

古墳時代後期から飛鳥時代の竪穴住居（１号

住居 )・掘立柱建物（SB１）、奈良時代の掘

立柱建物（SB２）などがある。SK１は径 0.9

ｍ弱の浅い土壙で、底部で３個体分の甕を検

出した。１号住居は西壁際で検出した方形住

居の北東角部分で、壁溝と貯蔵穴状の落込み

を確認している。SB１は梁間１間以上×桁

行４間の南北棟で、竪穴住居と同じく北で大

きく東へ振っている。SB２は梁間２間×桁

行３間以上の南北棟である。

小結　本調査では弥生時代後期から奈良時

代の遺構を検出した。とくに、当地周辺は奈

良時代から平安時代にかけての遺構の密度が

比較的高い地域であり、16 次調査では庇を

もつ奈良時代の大型掘立柱建物を発見してい

る。今回の調査成果は、当該期における集落

の展開を知るうえで重要といえる。
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図 166　調査位置図（１：5,000）

図 167　調査区配置図（１：500）

図 168　遺構実測図（１：200）



53　中臣遺跡 35次調査

経過　本調査は個人住宅新築工事に伴う発

掘調査である。当地は中臣遺跡が立地する低

位段丘（通称・栗栖野丘陵）の西側にあたり、

南東へ流れる旧安祥寺川に面する位置にあ

る。当地の北・南・西は土地区画整理事業に

よる道路であり、敷設に先立って発掘調査を

行っている（２・３次調査）。これら調査で

は弥生時代後期の竪穴住居や、古墳時代後期

の竪穴住居・掘立柱建物などを検出しており、

当地でも同様の成果が期待された。調査はま

ず南半のⅠ区を調査し、終了後に反転して北

半のⅡ区を調査した。

遺構・遺物　層序は地表下 0.2 〜 0.3 ｍま

でが耕作土、これを除去すると遺構面となる。

遺構面はいわゆる地山で、暗茶褐色から灰褐

色砂泥、部分的に灰色砂礫となる。北半のⅡ

区では遺構面が厚さ 0.05 〜 0.2 ｍの暗褐色

泥土（古墳時代後期の遺物包含層）に覆われ

る。

弥生時代後期の遺構は竪穴住居３棟（１号

〜３号住居）、土壙３基（SK１〜３）を検出

した。１号住居は東西約 6.5 ｍ、南北約 6.3

ｍの隅丸方形の平面形である。壁溝はほぼ全

周し、主柱穴は４箇所、床面中央には不整楕

円形のピット、東壁中央に貯蔵穴と考えられ

る土壙がある。２号住居は、３次調査で検出

した隅丸方形住居の北西部分にあたる。床面

には炭化材が散乱しており、焼失住居である。

３号住居は長径約 8.6 ｍ、短径約 8.4 ｍ、や

や歪な六角形の平面形を呈する。南壁に接す

る床面がベット状に高まり、周溝はこの部分

を除いて全周する。主柱穴は７箇所、床面中

央には方形のピットがある。床面では放射状
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図 169　調査位置図（１：5,000）

図 170　調査区配置図（１：1,000）

図 171　調査区断面図（１：20）



に散乱する炭化材を検出して

おり、焼失住居である。

古墳時代後期の遺構には、

竪穴住居３棟（４号〜６号

住居）、掘立柱建物２棟（SB

１・２）、柵列１条がある。

４号住居は東西約 4.1 ｍ、南

北約４ｍの方形、西壁中央に

竈を設ける。壁溝はほぼ全周

し、主柱穴は４箇所、貯蔵穴

は床面中央に方形のものと東

壁中央に円形のものが２箇所

ある。５号住居は東西約 6.8

ｍ、南北約 6.5 ｍの方形、西

壁のほぼ中央に竈を設ける。

主柱穴は４箇所、東壁の南寄

りに貯蔵穴を検出した。６号

住居は東西約 4.7 ｍ、南北約

4.5 ｍの方形、北東角は調査

区外である。主柱穴は３箇所

検出したが、４箇所あるもの

と思われる。SB １は西側道

路で行った２次調査で西側桁

行を検出しており、合わせて

梁間３間（約５ｍ）×桁行４

間（約７ｍ）の南北棟である。

SB２も南側道路で行った３次調査で南半部を検出しており、合わせて梁間３間（約 5.2 ｍ）×桁

行４間（約 6.8 ｍ）の南北棟に復元できる。SB１の東に並行する３間分の柵列を検出している。

遺物は弥生時代後期の土器類と古墳時代後期の土師器・須恵器などがある。弥生時代後期の土

器は竪穴住居や土壙などからまとまって出土した。いわゆる畿内第Ⅴ様式の前葉に位置付けられ

る土器群である。古墳時代後期の土器類は７世紀中頃のものが主体である。

小結　本調査では弥生時代後期と古墳時代後期末の２時期の集落の一部を検出した。周辺では

過去の調査で当該期の集落の存在を確認していたが、本調査では弥生時代後期の竪穴住居３棟の

うち２棟は焼失住居であることが判明し、より具体的にその様相を捉えることができた。
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図 172　遺構平面図（１：300）



54　中臣遺跡 36次調査

経過　本調査は個人住宅新築工事に伴う発

掘調査である。当地は中臣遺跡が立地する低

位段丘の西側段丘面南寄りにあたり、東南流

する旧安祥寺川に南面する位置にある。当地

に北接する東西道路で行った10次調査では、

弥生時代後期の竪穴住居や平安時代の掘立柱

建物などを検出している。調査区は敷地の西

端に東西６ｍ、南北20ｍのΑ区と、東西８ｍ、

南北 3.5 ｍのＢ区を設定した。

遺構・遺物　層序は地表面より約 0.3 ｍま

でが耕作土・床土、この下面がいわゆる地山

の黄灰色砂泥で、土壙２基を検出した。SK

１はＢ区北東隅で検出した土壙で、北は攪乱

に切られ、東は調査区外へ延びる。SK２は

Α区南端で検出した土壙で、長軸が約３ｍ、

幅約 1.3 ｍの長楕円形を呈し、南は調査区外

へ延びる。埋土には焼土や灰が多く混じる。

いずれも出土遺物がなく、時期が確定できな

い。遺物はごく少量、耕作土などから出土した。

小結　本調査では土壙２基を検出したにと

どまった。北側の東西道路の調査では弥生時

代や平安時代の遺構を検出しているが、当地

では遺構面が後世の耕作などにより削平を受

けたため、遺構の残存状況が良くない。
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図 173　調査位置図（１：5,000）

図 174　調査区配置図（１：1,000）

図 176　遺構平面図（１：250）図 175　断面層位図（１：20）



55　中臣遺跡 37次調査

経過　本調査は個人住宅新築工事に伴う発

掘調査である。当地は中臣遺跡が立地する低

位段丘の頂部から南へ下がる緩傾斜地にあた

り、南には段丘崖がせまる。当地の南で行っ

た 17 次調査では顕著な遺構は検出されな

かった。西の段丘崖下の低地部で行った 10

次調査では平安時代の掘立柱建物・溝・土壙・

井戸などを検出している。調査区は、東西

28ｍ、南北 17ｍ、幅３ｍの逆Ｌ字形に設定

して調査を行った。

遺構・遺物　当地は以前水田であったが、

耕作土・床土などをすべて除去して土の入れ

替えが行われていたようで、地表下約 0.3 ｍ

まで現代の盛土であり、その直下が黄灰色泥

土あるいは暗灰褐色砂礫となる。黄灰色泥土・

暗灰褐色砂礫はいわゆる地山であり遺構面で

あるが、土の入れ替え時に削り込まれており、

遺構は全く検出できなかった。遺物は積み土

などから少量出土した。

小結　当地は人為的な掘削により遺構は

全く検出されなかった。しかし、西の段丘崖

下では平安時代の遺構が良好に検出されてお

り、段丘崖の上下での遺構の在り方について

注意が必要である。

『中臣遺跡発掘調査概要　昭和 55年度』   1981

年報告

－ 89－

図 177　調査位置図（１：5,000）

図 178　調査区配置図（１：1,000）

図 179　断面層位図（１：20）



56　中臣遺跡 38次調査

経過　本調査は個人住宅新築工事に伴う発

掘調査である。当地は中臣遺跡が立地する低

位段丘の頂部から南西へ下がる緩傾斜地にあ

たる。調査地周辺で行った５次調査・10- Ｃ

次調査・22 次調査などでは、顕著な遺構を

確認できていない。調査区は道路を挟んで東・

西に分かれており、東側のⅠ区は東西 20ｍ、

南北 32 ｍの範囲に４ｍ四方の小調査区を交

互に設けて遺構の残存状況を確認することに

した。西側のⅡ区では道路に沿って、幅2.5ｍ、

長さ 21ｍの細長い調査区を設けた。

遺構・遺物　層序はⅠ区・Ⅱ区ともに、地

表面から約 0.2 ｍまでが現代耕作土、0.1 〜

0.5 ｍの近・現代盛土で、この下面がいわゆ

る地山（暗黄褐色から黄色泥土）となる。

Ⅰ区では当初設定した範囲の北東部で方形

周溝墓を検出したため、調査区を北東へ拡張

して、ほぼ全体を確認した。周溝は南西隅部

分が幅0.4〜 0.6ｍと極端に狭くなるほかは、

幅 1.5 〜 2.5 ｍ、検出面からの深さ 0.5 ｍ前

後で全周する。墳丘部は一辺９ｍの方形、盛

土や主体部は削平され、全く残存していな

かった。南側周溝内底部において弥生時代後

期の甕と壷がそれぞれ２個体出土しており、

鉄鏃も１点出土した。Ⅱ区では顕著な遺構は

検出できなかった。

小結　本調査では、弥生時代後期の方形周

溝墓を１基検出した。当地周辺に当該期の墓

域が展開する可能性があろう。しかし、当地

周辺では遺構密度が低く、広範囲にわたって

削平を受けていると考えられる。

『中臣遺跡発掘調査概要　昭和 55年度』   1981

年報告
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図 180　調査位置図（１：5,000）

図 181　調査区配置図（１：1,000）

図 182　遺構実測図（１：250）



57　中臣遺跡 39次調査

経過　本調査は公共下水道工事に伴い実施

した発掘調査である。調査地は中臣遺跡の立

地する低位段丘面の南方に位置する。調査地

の東面する道路において行った 10- Ｅ次調査

では顕著な遺構が確認できなかった。本調査

では南北 6.6 ｍ、東西 4.4 ｍの調査区を設定

した。

遺構・遺物　調査地の北約 50 ｍには２ｍ

前後の段丘崖が存在して、当地は一段低い段

丘面にあたり、緩やかに南へ傾斜している。

地表下約 0.4 ｍまでは耕作土で、その下層に

暗茶灰色泥砂（約 0.1 ｍ）があり、いわゆる

地山の暗黄灰色砂礫となる。地山上面で、調

査区の北西から南東方向へ開く流路状の遺構

を検出した。流路状遺構の埋土は暗褐色泥土、

暗茶灰色砂泥、暗灰色砂礫などからなってお

り、少量の遺物を含むが小片であるため時期

の特定は難しい。北西部では幅約 0.8 ｍ、深

さ約0.1ｍ、南東部では幅約3.7ｍ、深さ約0.7

ｍである。

小結　本調査では明確な遺構は検出でき

ず、流路状の遺構を検出したにとどまる。遺

物が少なく時期の特定には到らなかった。
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図 183　調査位置図（１：5,000）

図 184　調査区配置図（１：500）

図 186　遺構実測図（１：100）図 185　調査区全景（西から）



58　中臣遺跡 40次調査

経過　本調査は京都市の都市計画道路西野

山大宅線建設に伴う発掘調査である。当地は

中臣遺跡の立地する低位段丘の頂部から東へ

下がる比高差約２ｍの段丘崖下、南流する山

科川西岸との間の段丘面にあたっている。当

地と山科川の間を河川改修工事に伴い実施し

た 23 次調査では、縄文時代晩期から弥生時

代前期の土壙と土器棺墓、弥生時代中期の方

形周溝墓、古墳時代中期の土壙墓、古墳時代

後期の竪穴住居、古墳時代以降の掘立柱建物

など、各時代の遺構を高い密度で検出し、多

量の遺物が出土している。本調査でも同様の

成果が期待された。調査区は排土置き場の都

合により、２箇所に分けることとなった。東

側のⅠ区は東西約 20 ｍ、南北約 13 ｍ、西

側のⅡ区は東西約 21 ｍ、南北４ｍとし、Ⅰ

区より調査を開始した。

遺構・遺物　調査地は近年３〜４ｍの盛土

により嵩上げがなされている。それ以前は水

田として利用されていたため厚さ 0.1 〜 0.2

ｍの耕作土があり、東部には約 0.1 ｍの厚さの暗茶褐色砂泥が東へやや厚く堆積する。これを除

去すると古墳時代以降の遺構面となる暗茶褐色砂泥・黒褐色砂泥（約 0.1 ｍ）、弥生時代の遺構面

である暗茶褐色泥砂（0.1 〜 0.2 ｍ）、さらに縄文時代の遺構面である黒色砂泥となる。いわゆる

地山は黄褐色砂泥から砂礫である。

検出した遺構は、縄文時代後期から平安時代までの土壙・溝・竪穴住居・掘立柱建物・柵列・

柱穴などがある。縄文時代晩期の遺構は土壙（SK１・３）があり、SK３は土器棺墓と考えられ

る。弥生時代中期（畿内第Ⅱ様式）の遺構は溝（SD１・３）と土壙（SK２）がある。SD３は

Ⅰ区とⅡ区で検出しており、方形周溝墓になる可能性が高い。竪穴住居（１号住居）は古墳時代

後期のもので、後世の攪乱により、北西部の一部が残存する。北辺に竈の痕跡を確認した。掘立

柱建物は計７棟復元した。南北棟のもの（SB３〜５）と東西棟と考えられるもの（SB１・２・７）

があり、主軸の振れから SB２・３と SB４〜６、それ以外（SB１・７）に分類できる。古墳時

代後期から平安時代のものであろう。

遺物は縄文時代後期から平安時代にわたる土器と石器類が多量に出土した。縄文土器には磨消

－ 92－

図 187　調査位置図（１：5,000）

図 188　調査区配置図（１：1,000）



縄文や条痕文などの後期から晩期の浅鉢・深鉢、弥生土器は中期（第Ⅱ様式）の甕・壷、古墳時

代後期の須恵器・土師器、平安時代中期の土師器・黒色土器などがある。

小結　当地は栗栖野丘陵の東側斜面、山科川の西岸低位段丘に位置しており、先に行った 23次

調査と合わせて、縄文時代から平安時代に至る遺構・遺物が濃密に分布していることが明らかと

なった。なお。掘立柱建物の群構成や所属時期については検討が必要である。

『中臣遺跡　昭和 55年度　京都都市計画道路 2等大路第 1類第 5号　西野山大宅線整備事業に伴う発掘調

査概要』  1980 年報告
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図 189　遺構実測図（１：300）

図 190　１号住居（北東から）



59　中臣遺跡 41次調査

経過　本調査は個人住宅建設工事に先立ち

実施した発掘調査である。当地は、旧安祥寺

川に南面する低位段丘面にあたる。南面道路

で行った 10 次調査では、古墳時代の竪穴住

居などを検出している。調査区は、敷地にあ

わせて南北 22 ｍ、東西４ｍに設定し、後に

西側の一部を拡張した。

遺構・遺物　調査地は北端で標高 29.3 ｍ、

南端で 28.9 ｍと緩やかに南へ傾斜している。

層序は地表面から 0.3 〜 0.6 ｍまでが耕作土

であり、その直下がいわゆる地山の褐色泥砂となる。南部では地山面が 0.2 ｍ前後南へ落ち込み、

古墳時代後期の土器を包含する黒褐色砂泥が堆積していた。

遺構は古墳時代前期の竪穴住居（１号住居）、古墳時代後期の土壙（SK１)・溝（SD１）、飛鳥

時代から奈良時代の掘立柱建物（SB１）などで、褐色泥

砂面で検出した。１号住居は、主軸が北からほぼ45度振っ

ており、柱穴を２箇所で確認した。SK１は楕円形の土壙

で、東が調査区外に延びる。SD１は幅 0.5 〜１ｍ、深さ

約 0.25 ｍの東西方向の溝である。SB１は南北３間×東西

１間以上を検出した掘立柱建物である。遺物は、古墳時代

から奈良時代の土器類が少量出土した。

小結　本調査では古墳時代前期の竪穴住居や、飛鳥時代

から奈良時代の掘立柱建物などを検出した。これまで比較

的遺構の希薄な地域と考えられていたが、10 次調査の成

果も含めて周辺での集落の展開を再考する必要がある。

『中臣遺跡発掘調査概要　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 191　調査位置図（１：5,000）

図 192　調査区配置図（１：1,000） 図 193　遺構実測図（１：200）



60　中臣遺跡 42次調査

経過　本調査は山科川改修工事に先立ち実

施した発掘調査である。山科川の西岸側を幅

17 ｍ西へ拡張する工事で、前年度からの継

続事業である。当地は遺跡の立地する低位段

丘の東縁辺部にあたり、山科川に接する地点

である。前年度に北で行った23次調査では、

縄文時代晩期から古墳時代以降の各時代の遺

構を高い密度で検出し、多量の遺物が出土し

ている。本調査でも同様の成果が期待できた。

調査区は、山科川の堤防の防護、西側民家へ

の影響などを考慮して、南北 80 ｍ、東西は

13 〜 20 ｍの変則的な形状となった。また、

排土の置き場の都合により、北半をⅠ区、南

半をⅡ区とし、Ⅰ区より調査を開始して終了

後、埋め戻してⅡ区の調査にかかった。

遺構・遺物　調査地の地表面は、緩やかに

南へ下がる地形である。層序は地表下約 0.5

ｍまでが現代の積土で、以下耕作土（1〜 1.3

ｍ）となる。耕作土は３層に大別でき、最下

層の耕作土からは土師器片が出土し、中世の

耕作土と思われる。北半では古墳時代の遺物

を含む褐色粘土混礫（約 0.1 ｍ）、自然の湿

地状堆積（SX１）である暗緑灰色から暗黄

灰色粘土（約 0.4 ｍ）となり、いわゆる地山

の黄色粘土あるいは茶褐色砂礫に達する。南

半では耕作土の下面が地山である。

遺構はいずれも地山直上での検出である

が、弥生時代後期から古墳時代後期の遺構を

第１面、縄文時代後期から晩期の遺構を第２

面とした。第１面では弥生時代後期の土壙２

基（SK１・８）、古墳時代後期の土壙６基（SK２〜６）、溝１条（SD１）、湿地状堆積（SX３）、

柵列（SA１）などがある。第２面では土壙１基（SK７）のほか、大規模な湿地状堆積（SX１・

４）を調査区の北半と南半で検出した。
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図 194　調査位置図（１：5,000）

図 195　調査区配置図（１：1,000）



遺物は縄文時代後期から晩期の縄文土器、弥

生時代後期の弥生土器、古墳時代後期の土師器・

須恵器などが各遺構から、また 10 世紀以降の

土器類が耕作土などから出土している。

小結　当地は北から南へ下がる緩傾斜地であ

り、南半部はやや高くなって微高地を形成する。

縄文時代後期から晩期には調査区の北半と南西

部に湿地があり居住には向かなかった。弥生時

代後期には湿地が縮小するものの、古墳時代後

期には再び湿地が拡大する。しかし、微高地上

に遺構が増え、積極的な土地利用が開始された

と考えられる。

『中臣遺跡　昭和 55 年度山科川中小河川改修事業

に伴なう発掘調査の概要』  1981 年報告
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図 196　Ⅰ区全景（北から） 図 197　遺構実測図（１：400）



61　中臣遺跡 43次調査

経過　本調査は個人住宅建設に先立ち実施

した発掘調査である。当地は遺跡の立地する

低位段丘の南西へ下がる緩斜面に位置し、当

地のすぐ西には丘陵を上位と下位に分ける段

丘崖が存在している。周辺では、古墳時代後

期の竪穴住居や古墳時代以降の掘立柱建物な

どを発見しており、当地でも同様の成果が期

待された。調査区は東西 18 ｍ、南北 11 ｍ

の方形に設定し、部分的な拡張を行った。

遺構・遺物　当地は田畑として利用されて

おり、地表下約 0.2 ｍまでが耕作土で、直下がいわゆる地山の黄灰色粘質土となる。遺構は古墳

時代後期の竪穴住居と柱穴などを検出した。竪穴住居は一辺約 5.6 ｍの方形、床面は中央部が後

世の攪乱によって破壊されるが、貼床を上下２面確認した。周溝はほぼ全周し、北辺の中央に造

付けの竈がある。主柱穴は４箇所で、北東隅に貯蔵穴と考えられる土壙を検出した。遺物は古墳

時代後期の土師器と須恵器が、竪穴住居の

床面および覆土から出土した。

小結　古墳時代後期の竪穴住居を検出し

た。東前面の道路で行った５次調査でも同

時期の竪穴住居を検出しており、当地付近

に当該期の集落が展開していることが明ら

かになった。

『中臣遺跡発掘調査概要　昭和 55年度』  

1981 年報告
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図 198　調査位置図（１：5,000）

図 199　調査区配置図（１：1,000） 図 200　遺構実測図（１：200）



62　中臣遺跡 44次調査

経過　本調査は個人住宅建設に先立ち実施

した発掘調査である。当地は遺跡が立地する

低位段丘上の南西側の緩傾斜面に位置してお

り、当地の南に約２ｍの比高差をもつ段丘崖

がある。調査区は東西10ｍ、南北17ｍとし、

必要に応じて拡張している。

遺構・遺物　層序は地表下 0.4 ｍ前後まで

が耕作土、古墳時代後期の遺物包含層である

黒色砂泥（約 0.1 ｍ）、いわゆる地山の黄色

泥土となる。検出した主な遺構は弥生時代中

期の土壙３基（SK１〜３）・溝１条（SD１）、古墳時代後期の掘立柱建物１棟（SB３）、奈良時

代の掘立柱建物２棟（SB１・２）である。弥生時代中期の土壙はいずれも長楕円形の平面形で、

SK１は２段に落ちる掘形で壷・甕が埋土から出土し土壙墓と考えられる。SD１は幅 0.6 〜 0.9

ｍの直線的な東西方向の溝である。SB３は南北２間分を検出、主軸が北で西に振れ、西へ展開する。

奈良時代の掘立柱建物は、主軸がほぼ真北方向となる。SB１は南北３間、東西２間以上、SB２

は南北２間、東西１間以上、先後関係は不明であるが SB１は規模が大きい。

小結　本調査では弥生時代の土壙墓の他に、奈良時代の掘立柱建物が注目できる。既往調査で

は丘陵の東側の段丘面で同時期の大規模な掘

立柱建物が確認されているものの、西側では

本調査検出例が初例である。当該期の集落の

展開も、今後の重要な課題となる。

『中臣遺跡発掘調査概要　昭和 55年度』   1981

年報告
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図 201　調査位置図（１：5,000）

図 202　調査区配置図（１：1,000） 図 203　遺構実測図（１：200）



Ⅵ　長岡京跡

63　長岡京左京北辺・一条三坊、上久世遺跡、中久世遺跡

経過　桂川右岸流域下水道管渠布設工事に伴う調査で、

調査地は上久世遺跡・中久世遺跡・長岡京跡にあたる。

今年度の調査地は、府道久世北茶屋線・国道京都神戸線

（171 号線）で、昨年度に発掘調査の対象からはずれた、

既設管探査試掘坑を対象に調査を実施した。なお、以下

の報告地点以外では、包含層・遺構は検出できなかった。

遺構・遺物　№５地点では、基本層序は現代層（約 2.3

ｍ )・暗青灰色泥土層（約 0.2 ｍ )・青灰色粘土層（約 0.45

ｍ )・泥土と腐植土と砂の互層で、地表下約 3.3 ｍで無遺

物層の黄褐色砂礫層となる。遺構は暗青灰色泥土層上で、

南東から北西方向に流れる流路を検出した。流路の深さ

は約 0.6 ｍで、上層から長岡京期から平安時代の遺物、

下層から弥生時代中期の土器が多量に出土した。暗青灰

色泥土層以下の各層からはほとんど遺物が出土せず、黄

褐色砂礫層直上から縄文土器が１片出土した。

№ 11 地点では、基本土層は現代層（約 1.8 ｍ）、淡緑

灰色泥砂・灰色泥土・砂と礫の互層で、地表下 3.1 ｍで

無遺物層の淡赤灰色砂礫層となる。淡緑灰色砂泥層と灰

色泥土から鎌倉時代の瓦器椀や須恵質擂鉢、砂と礫の互

層から縄文時代晩期の土器と古墳時代の須恵器、長岡京

期の土師器・須恵器・ミニチュア竈・土馬などが出土した。

№ 12 地点では、南北方向の流路を検出した。流路の

肩口には木杭が打たれる。

№ 13 地点では、現代層が約 1.5 ｍで褐灰色砂泥が堆

積し、以下東半では灰褐色砂泥・灰色泥土・暗灰色砂泥

が堆積するが、他は砂と礫の互層で地表下約 2.5 ｍで無

遺物層の赤褐色砂礫層となる。褐灰色砂泥層から弥生土

器・須恵器・瓦器、砂と礫の互層から弥生時代から平安

時代の遺物が出土した。

№ 14 地点では、基本土層は現代層が約 1.1 ｍで、褐

灰色砂泥と灰色泥土が堆積し、以下地表下約３ｍまで砂

－ 99－

図 204　調査位置図（１：10,000）



と礫の互層が続く。褐灰色砂泥と灰色泥土から鎌倉時代の土師器・瓦器、砂と礫の互層から弥生

時代から平安時代の遺物が出土した。

№ 15地点では、基本土層は現代層が約１ｍで、黄灰色泥土・茶褐色泥土・淡茶褐色泥土・茶褐

色泥砂が堆積し、無遺物層の茶褐色微砂となる。茶褐色泥土を切って落込みを検出した。規模は

不明である。落込みの埋土は暗茶灰色砂泥で、瓦器・白磁・土師器が出土した。

№ 16地点では、基本土層は現代層の下に、緑灰色微砂と茶褐色粗砂が堆積し、無遺物層の茶褐

色粗砂礫となる。緑灰色微砂を切って落込み・土壙・柱穴などを検出した。落込み・土壙の埋土

は黒褐色泥土で、全ての遺構から弥生土器が出土した。

小結　今回の調査は、北から上久世・城の内・中久世・長岡京の各遺跡を縦断する形で行い、

流路などの遺構を検出した。№ 12〜 15 地点は上久世遺跡と城の内遺跡にあたり、自然流路と考

えられる弥生時代から平安時代の流路を検出した。№ 15・16 地点では弥生時代と中世の遺構・

遺物を検出し、城の内遺跡の東への拡がりを示すものと考えられる。№５地点は中久世遺跡にあ

たり、縄文時代から平安時代の流路を検出した。これまで当遺跡内で検出した流路に連続するも

のと考えられる。№ 11地点は長岡京内にあたり、縄文時代から長岡京期の流路を検出した。流路

は自然流路と考えらる。

『京都府桂川右岸流域下水道管渠布設工事に伴う発掘・立会調査報告　昭和 54・55年度』  1981 年報告
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図 205　№５・11・13・15 調査地点断面図（１：100）



64　長岡京左京一条四坊・東土川遺跡（図版 15）

経過　調査地は、長岡京左京一条四坊の五・

六・十一・十二町にまたがり、東四坊坊間小

路と一条坊間南小路の交差する地点に位置す

る。また、弥生時代から古墳時代の集落遺跡

である東土川遺跡の推定範囲のほぼ中央にも

あたっている。当地に住宅建設のための総合

的開発が計画されたため、これに先立って敷

地内に６箇所（１Ｇ〜６Ｇ）の小調査区を設

けて、遺構の残存状況の確認を行った。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、地表か

ら深さ 0.5 〜 0.7 ｍまでが近世以降の耕作土およびそれに関連する土層、中世耕作面となる厚さ

約 0.2 ｍの褐灰色〜淡茶灰色泥土が続き、桂川の堆積と考えられる砂礫層（いわゆる地山）となる。

遺構はこの砂礫層を切り込んで検出した。

検出した主な遺構は、飛鳥時代から奈良時代（長岡京期を含む）の流路状遺構である。いずれ

の調査区でも流路を断片的に捉えたに過ぎず、全貌や規模などについては把握できなかった。３Ｇ・

４Ｇでは東西方向に流れる流路とその南の岸部分を検出し、岸には護岸と考えられる東西方向の

杭列が打ち込まれていた。杭は長さ１〜 1.8 ｍ、径 0.1 ｍ前後の丸材、あるいは角材の先端を削っ

て尖らせており、0.5 ｍの間隔で前後２列あることが確認できる。各列の杭の間隔は 0.3 ｍ前後で、

それぞれ横材によって補強されている。流路内では流木や馬骨、鉄製鋤先などが出土した。鋤先

は長さ 24.3 ㎝、幅 17.3 ㎝で、欠損すること

なく出土した。その他、５Ｇで弥生時代の湿

－ 101 －

図 206　調査位置図（１：5,000）

図 207　調査区配置図（１：2,000） 図 208　各グリット柱状図（深さ１：60）



地状堆積を確認しており、弥生時代中期の土

器が出土している。

小結　本調査では長岡京期の条坊や建物に

関連する遺構は全く検出できなかった。後世

の耕作などによって削平されたとも考えられ

るが、当該期の流路状遺構を各調査区で検出

しており、安定しない地域であったため条坊

が施工されなかった可能性もあろう。また、

東土川遺跡に関しても、弥生時代中期の湿地

状堆積を確認したにとどまった。
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図 209　遺構平面図（１：200）

図 210　４Ｇ木杭検出状況（北西から）



65　長岡京左京二条三坊

経過　当調査は、倉庫建設工事に伴う発掘

調査である。調査地は左京二条三坊に推定で

き、弥生時代の遺跡である東土川遺跡に隣接

している。今回は敷地の基礎部分がすでに掘

削されていたため、掘削部における断面観察

と、建物建設予定地の中央に南北約 20 ｍの

調査区を設定して発掘調査を実施した。調査

の目的は、長岡京条坊の遺構の有無を確認す

ることである。

遺構・遺物　調査区の基本層序は、地表下

約 0.5 ｍまでが近・現代の堆積層で、これらを除去した茶灰色泥土層上が遺構面である。茶灰色

泥土の下層には淡茶灰色泥土が堆積しており、地表下 0.7 〜 0.9 ｍで基盤層となる。

検出した遺構は、南北方向の溝群だけである。出土遺物は極めて少ないが、瓦器・土師器片が

溝内から少量出土しており、中世条里に関わる遺構と想定できる。また、下層の茶灰色泥土と淡

茶灰色泥土からは、弥生土器が１片出土している。なお、基礎部分の断面観察では、敷地北端部

において東西方向の溝遺構を確

認した。長岡京条坊の東西路側

溝と考えられるが、出土遺物が

なく時期的な問題を残す。

小結　基礎掘削のため充分な

調査を実施することができな

かったが、敷地内で長岡京条坊

に伴うと考えられる溝遺構を確

認できた。また、乙訓郡条里に

関わる耕作溝群を検出したが、

遺物の出土量が極めて少なく詳

細を明らかにすることができな

かった。

『長岡京跡発掘調査概要　昭和 55

年度』  1981 年報告
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図 211　調査位置図（１：5,000）

図 212　調査区配置図（１：
1,000） 図 213　遺構実測図（１：200）



66　長岡京左京三条・四条四坊（図版 16・17）

経過　本調査は住宅建設のための総合的開

発に先立って行った発掘調査である。調査地

は長岡京左京の三条四坊十三町および四条四

坊十六町にあたり、三条大路が敷地中央を東

西に通ることが推定されている。調査は９つ

の小調査区（１〜９トレンチ）を敷地内に配

して、遺構の残存状況の確認を行った。

遺構　検出した主な遺構は、平安時代後期

以降中世の溝群、長岡京期の掘立柱建物・井

戸・溝・土壙・柱穴など、古墳時代の溝など

である。

調査地の地表面は、標高がおおよそ 12 ｍ

で、緩やかに北西から南東に傾斜する。基本

的な層位は、地表面下１ｍまでが現代の盛土、

近世から現代に至る耕作土が約 0.8 ｍあり、

中世以前の遺構面である黄灰色砂泥に至る。

結果として、中世以前の遺構は同一面で検出

した。ただし、調査地ほぼ中央の４・５トレ

ンチ以東については、南北方向の近世の大き

な流路があり、６〜８トレンチでは耕作土以

下は遺構面まで大きく削られて、遺構は皆無

であった。

長岡京期の遺構は、三条四坊十三町で井戸

２基（SE101・SE409）、掘立柱建物１棟、

柵列２条、土壙（SK408）、三条大路の北側

溝（SD207・407）、南側溝（SD313・503）

などがある。井戸は１トレンチと４トレンチ

で検出した。２基とも縦板横桟による方形木枠の井戸である。崩壊の危険があるため底部まで掘

削できず、底部施設は不明である。掘立柱建物は２トレンチの北部で検出した。南北２間×東西

３間以上の東西棟の建物である。この建物の西に南北方向の柵列を５間分を検出した。また、東

西方向の柵列を２トレンチで２間以上、その延長上の４トレンチで２間以上検出した。柱間は一

定でないが、検出した位置から三条大路の北築地に関連するものとみられる。４トレンチで検出

した土壙 SK408 は、幅約 1.4 ｍ、検出面からの深さ約 0.25 ｍで、東西方向の溝状を呈する。埋
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図 214　調査位置図（１：5,000）

図 215　調査区配置図（１：2,000）



－ 105 －

図 216　各トレンチ遺構実測図（１：200）



土の上部には土師器皿を主体とする土器類と瓦破片を多く含む。検出した位置から内溝に相当す

ると考える。三条大路の北側溝は２トレンチの SD207、４トレンチの SD407 が相当する。幅 1.3

ｍ前後、検出面からの深さ約 0.3 ｍである。一方、南側溝は３トレンチの SD313、５トレンチの

SD503 が相当する。SD313 は幅 1.3 ｍ前後あり、検出面からの深さは西で約 0.3 ｍ、東で約 0.5

ｍとなる。SD503は調査区の西端から約1.6ｍで途切れる。両側溝の芯々間距離は約24.5ｍとなる。

古墳時代の遺構は溝を５条検出した。２・９・３トレンチで検出した４条の溝は、幅 0.6 〜 1.2

ｍ、検出面からの深さ 0.3 ｍ前後で、北で西に振れており北西から南東へ水を流したと考えられる。

５トレンチの溝は一部の検出であるが、幅は約 1.2 ｍ、検出面からの深さ約 0.2 ｍである。北で

東へ振っており、前述の溝とは方位を異にする。

遺物　出土遺物は古墳時代から近世にまで及んでおり、内容は土師器・須恵器・瓦器・黒色土器・

灰釉陶器・白磁など土器類のほか、瓦・木製品・鉄製品・土製品（土馬）などがある。長岡京期

の遺物が過半数を占め、特に井戸２基から出土した遺物が多い。井戸 SE101 からは、「甲斐」の

墨書のある土師器皿や斎串・曲物・箸などの木製品が出土している。

小結　本調査では、三条大路の南北両側溝を検出した。また、三条四坊十三町域で井戸２基と

掘立柱建物・柵列、内溝と考えられる溝状土壙などを検出した。柵列のうち東西方向のものは築

地に関連する可能性があろう。これら長岡京期の遺構はほぼ方位に沿う。長岡京期の遺構の他は、

古墳時代の溝を５条検出した。溝のみの検出であり、集落など遺跡の中央部分からは外れている

可能性があるが、新しく発見した遺跡となろう。
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67　長岡京左京四条四坊・五条三坊

経過　伏見区羽束師菱川町・古川町、久我

森の宮町で桂川右岸流域公共下水道工事が行

われることになり、発掘・立会調査を実施し

た。当該地は長岡京左京四条四坊・五条三坊

に位置する。羽束師菱川町（Ａ地区）では立

坑部５箇所の発掘調査、羽束師古川町（Ｂ地

区）と久我森の宮町（Ｃ地区）ではオープン

工事約 700 ｍの立会調査を実施した。

遺構・遺物　Ａ地区は、羽束師小学校と神

川中学校の西側に接する位置にある。竪坑開

口部５箇所を南から北へ２Ｇ〜６Ｇとした。３Ｇ〜６Ｇでは大半が学校建設前の旧用水路であっ

たが、２Ｇでは長岡京期の柱穴２基と下層で古墳時代前期の流路と思われる落込みを検出し、良

好な一括土器が出土した。２Ｇの基本層序は現代層と旧耕土が約１ｍで、その下層に長岡京期遺

構面の暗緑灰〜灰色粘土（約 0.2 ｍ）と、緑灰色微砂と腐植土からな

る古墳時代の流路埋土（0.3 ｍ前後）が堆積し、緑灰色粘土の地山と

なる。Ｂ地区では盛土（約 0.9 ｍ）の下層は砂礫層の堆積で、主だっ

た遺構・遺物は検出していない。また、Ｃ地区でも現代層（約 1.6 ｍ）

の下層は、中・近世の湿地状を示す堆積であった。

小結　Ａ地区は大半が旧用水路であるが、２Ｇで長岡京期と古墳時

代の遺構を確認しており、良好に遺構が存在するものと考えられる。
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図 217　調査位置図（１：20,000）

図 219　Ａ地区調査区配置
図（１：2,000）

図 218　各調査区柱状断面図（深さ１：50）



68　長岡京左京五条二〜四坊

経過　当発掘調査は、京都市建設局都市建設課による外環状線街路新設工事に伴い、実施した

発掘調査である。調査対象地には長岡京跡の他に、羽束師遺跡が周知の遺跡として含まれている。

発掘調査は調査対象地を東からⅠ〜Ⅷブロックにわけ、今回の調査はⅠ〜Ⅲブロックが対象とな

る。調査区は東からＡ〜Ｅ区の５区を設定して、発掘調査を行った。また、Ⅴ〜Ⅷブロックでは

試掘トレンチを８箇所設定し、試掘調査を実施している。なお、平面実測図の原点であるＸ０と

Ｙ０は、旧第Ⅵ座標系ではX=-118,915.523、Y=-25,102.925 である。

遺構　調査地は東から西へ緩やかに下降しており、基本層序はＣ区とＤ・Ｅ区の南壁を代表さ

せて図示している。とくに、Ｄ・Ｅ区では地表下 0.7 〜 0.8 ｍまでが現代耕土と中・近世の土壌層で、

それらを除去した褐灰色〜淡灰色泥土上面で長岡京期の遺構を検出した。また、長岡京期遺構面

の下層には弥生時代以降の包含層が約 0.5 ｍ堆積し、基盤層である緑褐色泥土層は地表下約 1.2
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図 220　調査位置図（１：5,000）

図 221　Ｃ・Ｄ・Ｅ区南壁断面図（１：100）



ｍであった。弥生時代から古墳時代の遺構はこの基盤層上で検出している。

弥生時代から古墳時代にかけての遺構は、竪穴住居１棟とともに土壙や溝を検出した。Ｂ区で

検出した竪穴住居（住居１）は隅丸方形の平面形で、北西部を自然河川に壊されている。この自

然河川（SK-BC06）はＢ区からＣ区にかけて流れており、最下層から弥生時代後期の土器が多量

に出土した。中層から古墳時代、上層からは奈良時代の遺物が出土しており、長岡京期に埋め戻

されるまで、連綿と流れを保っていたと考えられる。また、竪穴住居の西側、河川の南肩部では

井戸らしき土壙（SK-B07）を検出し、古墳時代前期の土器が一括して出土した。

長岡京期の遺構は、掘立柱建物・柵・井戸・土壙・溝を各調査区で検出した。とくに、Ｂ・Ｃ

区では東四坊坊間西小路の両側溝（SD-B15・SD-C01）と東築垣と考えられる柵（SA-B01）、道

路に近接して建てられた掘立柱建物（SB-B01・SB-C01）や漆紙文書が出土した土壙（SK-B01）

を確認した。掘立柱建物 SB-B01 の身舎部には、甕据え付け土壙が規則的に並んでいる。また、Ｄ・

Ｅ区では東三坊大路の東側溝（SD-DE02）と掘立柱建物（SB-DE01）や井戸（SE-DE01）など

を検出しており、Ａ区では転用材を再利用した縦板組横桟留めの井戸（SE-A01）を検出している。

なお、Ｄ・Ｅ区の東三坊大路上は、平安時代中期には河川（SD-DE01）となっていた。

調査予定地西側で行った試掘調査では、柱穴や区画溝などを確認し、長岡京期から平安時代の

土器類も出土した。当地周辺は「川原寺」の地名が残っており、瓦類の出土も見られることから、

長岡京内寺院である川原寺に関連する遺構の存在が想定できた。

遺物　弥生時代から古墳時代の遺物は、自然河川（SK-BC06）から多量の土器が出土している。

図 224 は SK-BC06 下層から出土した弥生土器である。１〜８は壷で、１・２は長頸壷、３・４

は短頸壷、６〜８は広口壷である。５は頸部に２箇所の穿孔がみられ、無頸壷と考えられる。９

〜 15は甕である。９〜 12は受口状口縁甕、13・14 はくの字状口縁甕、15は中部瀬戸内地域か

らの搬入品の甕である。16〜 18 は鉢である。18は有孔鉢である。19は手づくねのミニチュア

の壷である。20〜 22は器台である。23は皿形、24は椀形の高杯、25は高杯脚部である。

当資料は、壷ではヘラミガキの省略化や体部形態の球形から扁球形への変化、受口状口縁甕で

－ 109 －

図 222　Ｂ・Ｃ区弥生時代から古墳時代遺構平面図（１：300）



－ 110 －

図 223　長岡京期遺構平面図（１：300）



－ 111 －

図 224　SK-BC06 下層出土遺物実測図（１：６）



は文様やハケ調整の省略化、体部の球形化といった変化が見て取れる。器台では 21から 22へと

筒部が細くなり、筒部と口縁部・裾部の変換点がより明瞭なものになっている。高杯では脚部の

開きに変化が見られる。同一器形の中で以上のような型式変化が追えることから、当資料は弥生

時代後期前葉から後葉の間で幅をもつものと捉えられる。15の中部瀬戸内からの搬入甕は特徴か

ら讃岐産と考えられる。讃岐地域では後期前葉に位置づけられるものである。

長岡京期の遺物はＡ区の井戸（SE-A01）から土師器や須恵器などが出土しており、Ｂ区の土壙

（SK-B01）からは漆紙文書の戸籍断簡とともに、土師器・須恵器・ミニチュア竈・木製曲物・砥

石などが出土した。このほか、墨書土器や銭貨（和同開珎・萬年通寶・神功開寶）がみられる。また、

平安時代の河川（SD-DE01）からは、土師器杯・須恵器杯・緑釉陶器皿や灰釉陶器椀が出土している。

小結　今回の調査では東三坊大路の東側溝や、東四坊坊間西小路の両側溝を検出することがで

き、当地域における長岡京条坊の実態が明らかとなった。また、道路に面した宅地内では、井戸

を伴う建物群も確認しており、宅地班給の実態を示す貴重な資料を得ることができた。また、Ｂ

区の土壙から出土した漆紙文書は、天平勝宝４年（752）に製作された戸籍断簡である可能性が

高く、史料的価値は高いであろう。さらに下層では、弥生時代後期から古墳時代にかけての竪穴

住居や土壙・溝などを発見しており、羽束師遺跡が弥生時代後期に遡る集落遺跡であることが判

明した。

『長岡京跡（昭和 55年度）　京都都市計画道路１等大路第３類第 46号外環状線整備事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書』  1981 年報告

－ 112 －



69　長岡京左京五条三坊

経過　当調査は、公共下水道工事に伴う発

掘調査である。調査対象地は外環状線の調査

において設定したⅣブロックとⅤブロックに

相当し、調査区は東からＦ〜Ｈ区の３区を設

定した。調査地は左京五条三坊に推定され、

Ｆ・Ｇ区が東三坊大路に面した同一町内、Ｈ

区が西の町内に位置している。

遺構・遺物　調査区の基本層序はＦ区東壁

で観察すると、約 0.2 ｍの耕土の下に淡茶灰

色泥砂・茶灰色泥砂・暗茶褐色泥土が層序をなして約 0.5 ｍ堆積しており、これらを除去すると

長岡京期の遺構面である淡灰色泥土（約0.1 ｍ）で、基盤層は地表下約0.8 ｍの淡青灰色粘土である。

長岡京期の遺構はＦ区において掘立柱建物の南西部（SB１）と、建物の南西部で底部に曲物を

据えた円形井戸（SE３）を検出している。井戸内からは土師器・須恵器・瓦・凝灰岩片とともに

竹製のざるが出土した。この他、Ｈ区で東西柵と溝群を確認しており、墨書土器なども出土したが、

長岡京期の遺構は希薄である。長岡京期よりも古い遺構は、Ｈ区下層で足跡を伴う水田遺構を検

出し、７世紀前半の須恵器杯Hが出土している。また、Ｇ区は壁面崩壊の危険が伴うため十分な

遺構検出ができなかったが、幅５ｍ、深さ１ｍの弥生時代以前の溝を確認している。

小結　今回の調査で、長岡京期の建物と井戸の関係を明らかにできた。建物と井戸の位置関係

について外環状線の調査でも同様な所見を得ており、条坊宅地内の復元に重要なデータを提供し

た。また、Ｈ区下層で検出した飛鳥時代の水田は畦畔の方向が乙訓条里遺構とは異なっており、

今後は条里施工以前の水田景観を調査成果から復元していく必要がある。

『長岡京跡　昭和 55年度　桂川右岸流域関連羽束師３号幹線（その１）公共下水道工事に伴う長岡京左京

四条三坊跡発掘調査報告書』  1981 年報告
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図 225　調査位置図（１：5,000）

図 226　遺構平面図（１：400）



70　長岡京左京五条四坊

経過　当調査は、西羽束師川改修工事に伴

う発掘調査である。西羽束師川の西岸に、南

からＡ区・Ｂ区・Ｃ区の調査区を設定して行っ

た。調査地は左京五条四坊に推定され、Ｂ・

Ｃ区の西側に隣接して実施した外環状線の調

査では、長岡京東四坊坊間西小路と建物群を

検出している。今回の調査でも、長岡京の同

宅地内における遺構の存在が想定できた。ま

た、当調査地周辺は弥生時代後期から古墳時

代の集落遺跡であることが明らかになってお

り、下層では集落関係の遺構の確認を目的と

して調査を行った。

遺構・遺物　Ａ区は羽束師神社南西の調査

区で、４箇所のグリッドを設定して調査を

行った。基本層序は現代盛土・旧耕土が約 1.5

ｍあり、須恵器小片を含む灰色〜淡灰褐色泥

土が約 0.6 ｍ堆積するが、長岡京期の遺構の

存在は確認できなかった。また、２Ｇの下層

では地表下約 2.2 ｍで南へ下がる淡灰色〜青

灰色泥土の堆積層を確認しており、弥生時代

ころに形成された自然堆積と判断した。

これに対し、羽束師神社北西に設定したＢ区では、南半の試掘調査では顕著な遺構が認められ

なかったが、北部３Ｇの地表下約1.5ｍで遺物包含層を確認したため、調査区を拡張して調査を行っ

た。上層の遺構面は淡青灰色砂泥層を基盤としており、道路側溝と考えられる数条の溝を確認し

た。現況の久我縄手に並行する斜行溝（SD１）は、平安時代後期ころに埋没した久我縄手古道の

東側溝と考えられる。また、SD１の下層には東西方向の溝（SD２・３）が併行してはしっており、

溝内からは土師器や瓦が出土した。溝間の高まりは幅約4.5ｍで道路状遺構と判断している。なお、

調査区中央部でも南北方向の道路状遺構を確認しており、その南延長上には羽束師神社が位置す

る。さらに、下層は淡灰色砂泥および淡青灰色泥土が堆積しており、上層遺構面から約0.4ｍ下がっ

た遺構面で弥生時代の竪穴住居３棟と土壙３基を検出した。とくに、住居３は東は調査区外に展

開するが六角形の平面プランで、５箇所で検出した柱穴には礎板が据えられていた。楕円形を呈

する中心部の炉跡も遺存状況が良好で、周溝は新旧２時期確認できる。住居１・２は住居３の北

側で検出した隅丸方形の竪穴住居で、西半は調査区外に展開する。住居１が最も新しく、住居２

－ 114 －

図 227　調査位置図（１：5,000）

図 228　調査区配置図（１：2,000）



は住居３を切って成立する。住居２では、中央ピット付近から南東方向に延びる溝が穿たれていた。

出土遺物は少ないが、壷・鉢・器台・甕などが出土しており、弥生時代後期後半から古墳時代初

頭ころの住居群と考えられる。

なお、Ｂ区北方に設定したＣ区でも２箇所のグリッド調査を行ったが、顕著な遺構は認められず、

出土した遺物も須恵器小片とサヌカイト製の石鏃１点だけであった。

小結　Ｂ区で検出した弥生時代後期から古墳時代初頭の竪穴住居群は、当地域が羽束師遺跡の

集落域の中心であることを示すものである。また、久我縄手の側溝を検出し、出土遺物から平安

時代後期であることが判明したことは、久我縄手の変遷を考えるうえで重要な所見といえる。

『長岡京跡（昭和 55年度）　都市小河川改修事業西羽束師川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』　

1981 年報告

－ 115 －

図 229　Ｂ区北半遺構平面図（１：200）



71　長岡京左京八条四坊

経過　本調査は伏見排水区淀１号幹線（そ

の１）公共下水道に伴う発掘調査である。調

査地点は長岡京左京八条四坊の八条坊間小路

にあたる。調査区は西に隣接する府道の方向

に合わせて、北で東へほぼ 45 度振った 6.8

ｍ× 4.3 ｍの横方向がやや長い方形に設定し

た。

遺構・遺物　調査区の層位は、地表面より

1.5 ｍまでが現代盛土があり、厚さ 0.2 〜 0.4

ｍの耕作土が続き、以下灰色泥土となる。灰

色泥土層の上部は土壌化により淡黄褐色に変

色しており、ほぼ府道に沿う方向の溝を２条

検出した。近世の遺構であると考える。灰色

泥土は地表下4.4ｍまで掘削したが変化なく、

近世の湿地状堆積と考えられる。顕著な遺構

はなかった。遺物は、近世の土師器・陶器・

染付などが少量出土した。

小結　調査地は近世まで湿地状堆積がみら

れ、顕著な遺構・遺物は検出できなかった。

－ 116 －

図 230　調査位置図（１：5,000）

図 231　調査区断面図（１：100）

図 232　全景（南から）



Ⅶ　その他の遺跡

72　大徳寺旧境内

経過　北区紫野大徳寺町に所在する京都市

立紫野高校のプールおよび食堂新設工事に伴

い発掘調査を実施した。当該地は大徳寺旧境

内にあたる。調査では東西幅約６ｍの南北に

長いトレンチを、５本併行して設定した。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土（0.05

〜 0.6 ｍ）、地山となる。調査地の西半は以

前建っていた校舎のため削平をうけており、

東半は盛土されているが建物の基礎や側溝な

どで大半が攪乱をうけている。出土遺物は攪

乱坑から桟瓦・染付・陶器などが出土した。

小結　調査地は削平および攪乱により、遺

構は検出されなかった。

－ 117 －

図 233　調査位置図（１：5,000）

図 234　調査区配置図（１：800）

図 235　全景（北東から）



73　北野廃寺

経過　北区北野上白梅町で建物新築工事に

伴い発掘調査を実施した。東隣では昭和 50

年に六勝寺研究会が調査を行い、平安時代前

期の東西溝などを検出している。また、昭和

52 年に実施した北野廃寺２次調査では、調

査地北東部で奈良時代から平安時代の講堂跡

と考えられる瓦積基壇を検出している。今回

の調査でも、寺院跡に関連する遺構の検出が

予想された。

遺構・遺物　調査地の基本層序は 0.1 ｍほ

どの現代層を除去すると、近現代

の整地層が 0.3 〜 0.6 ｍ堆積してお

り、その直下が茶褐色砂礫の地山

となる。検出した遺構は平安時代

と室町時代の柱穴や土壙などであ

るが、建物としてのまとまりは確

認できなかった。

小結　調査地は著しく削平を受

けていることが判明し、北野廃寺

に関わる顕著な遺構は検出できな

かった。
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図 236　調査位置図（１：5,000）

図 238　調査区配置図（１：500）

図 237　遺構実測図（１：200）

図 239　全景（南西から）



74　沖殿町遺跡

経過　本調査は、京都市立修学院小学校内

の屋内体操場建替え工事に伴い実施した発掘

調査である。調査に先立ち、既存建物の基礎

撤去に伴う立会調査と試掘調査を行ったとこ

ろ、遺物包含層が良好に遺存していることが

明らかとなり、これら立会・試掘調査の成果

をもとに南北 23.5 ｍ、東西 17 ｍの調査区

を設けた。

遺構　調査地の地表面はほぼ平坦である

が、北がやや低くなっている。現代の盛土は

南東ではほとんどなく、西と北に向けて厚く

なっており地表下約 0.5 ｍとなる。現代盛土

以下の層は、何時期にもわたる流れ堆積であ

り、砂や礫などから成っている。検出した遺

構は平安時代後期から鎌倉・室町時代と、縄

文時代後期から晩期のものである。

平安時代後期から鎌倉・室町時代の遺構に

は、土壙・柱穴・溝および流路などがある。

北半部は既存の建物基礎による攪乱などのた

め、遺構の残存状況が悪く、遺構は主に南半

で検出した。土壙には長径 0.2 〜 0.3 ｍの礫

を入れる大型の SK18 や径 0.1 ｍ以下の小

礫を土器などと共に入れる SK６・10・11、

多量の完形の土師器皿を埋納する SK179 などがある。調査区の南西部では、径 0.2 〜 0.5 ｍの円

形柱穴を多数検出した。何時期かの建物が重複していると考えられ、南北や東西に何筋かにまと

まる傾向が見て取れるが、建物として復元はできなかった。流路は調査区の南東部で北東から南

西に流れる SD１と SD４を検出した。両者は重複しており、SD４が埋没した後に、ほぼ同じ位

置で SD１が流れる。南東側の肩部は調査区外で確認できていないが、最大幅は共に約８ｍ、検

出面からの深さは SD１が約 0.9 ｍ、SD４が約 1.8 ｍである。

また、調査区の中央では、東からやや北西へ流れる幅約 10 ｍの流路 SD45 がある。調査区の

壁が崩壊したため、底部まで掘削することができなかった。南東から北東へ向かう幅約３ｍの支

流が合流する。時期を決定できる出土遺物が出土していないが、縄文時代の堆積層を大きく切り

込むこと、埋没後に平安時代後期以降の遺構が切り込むことなどから、縄文時代晩期以降、平安

－ 119 －

図 240　調査位置図（１：5,000）

図 241　調査区配置図（１：1,000）



－ 120 －

図 242　遺構実測図（１：200）



時代までの河川跡（音羽川）と考えられる。

縄文時代後期から晩期の遺構は、当該期の遺物を含む流れ堆積（遺物包含層）と土壙・溝など

がある。遺物包含層は主に砂礫からなる厚い堆積層で、土壌化した層が数層認められることか

ら、何時期かの生活面が想定できる。調査では４段階に分け面的に掘り下げを試みたが、明瞭な

生活面は確認できなかった。検出した遺構は、北部と南西部で土壙（SK187・259・267・184・

207・282）、溝（SD231）などを検出した。

遺物　出土遺物は、おおよそ３/４が平安時代後期から鎌倉・室町時代のもので、残りの１/４

が縄文時代の遺物である。平安時代後期から鎌倉・室町時代の遺物では、土師器・須恵器・瓦器・

緑釉陶器・灰釉陶器・白磁・青磁など土器類が大半で、鉄製品・石製品（滑石製石鍋）などがある。

縄文時代の遺物は、縄文土器のほか石器（剥片）などがあり、ドングリの実が流れ堆積層中より

まとまって出土している。

小結　当調査地では、平安時代後期から鎌倉・室町時代の遺構が高い密度で遺存していること

が明らかになった。周辺には永延年間（987 〜 989）までに建立されたとされる修学院、元慶年

間（877 〜 885）に創建されたとされる雲母寺など多くの寺院があり、これらに関連した集落の

一部を検出したと考えられる。また、縄文時代の遺跡は同じ後期の一乗寺向畑遺跡が 500 ｍ南に

あり、高野川左岸の比叡山西麓扇状地帯に当該期の居住域が拡がると考えられる。なお、検出し

た SD45 は平安時代以前の一時期の音羽川の流路であろう。
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図 243　全景（南から）



75　北白川廃寺

経過　当地は７世紀に創建された北白川

廃寺の伽藍地内に位置する。昭和９年に京都

府史蹟勝地調査会が調査した瓦積基壇（東方

基壇）の南西部にあたっている。現地形では

当地はほぼ平坦で、西隣の敷地は約１ｍの段

差をもって低くなっている。当地に計画され

たマンションの新築工事に先立ち試掘調査を

行ったところ、遺構の遺存状況が良好である

ことが判明したため、発掘調査を実施した。

調査区は東西 19ｍ×南北９ｍの北調査区、東

西４ｍ×南北４ｍの南調査区の２箇所を設定し、それ

ぞれ遺構の検出状況によって拡張することとした。

遺構　層序は現代盛土（約 0.2 ｍ）と近世以降の

耕作土（約 0.2 ｍ）があり、これらを除去すると遺

構面に達する。検出した主な遺構には、東方基壇の

南西部分（東基壇）、南北方向に続く西基壇、これ

に伴う南北溝 SD１で、下層の流れ堆積（灰茶褐色

から暗茶褐色砂）上に構築される。また、東と西の

基壇の中央部は南北方向の凹み状を呈し、茶灰色砂

（0.5 ｍ前後）による整地が認められる。

東基壇は東方基壇の南西角部である。灰茶褐色か

ら暗茶褐色砂の上面に、黒灰色〜黄褐色砂を 0.05

〜 0.2 ｍの厚さで水平に築き上げて版築を構成して

おり、現状で約 0.8 ｍの厚さを確認した。基壇外装の瓦積みは全く残存しておらず、基壇自体も

かなり削平を受けていることがわかった。西基壇は、北調査区西端および南調査区で確認した。

南北約 25ｍ分を検出したが、北と南へさらに延びている。版築は灰茶褐色から暗茶褐色砂の上面

に、黒灰色砂や黄灰色砂などによって構築され、厚さ約 0.8 ｍである。基壇の上面は平坦で、南

北方向に２列に並行する礎石および礎石抜取痕を検出しており、東西１間×南北７間以上の建物

である。礎石は３石が遺存しており、礎石の芯々間の距離は東西が約 3.8 ｍ、南北は約 3.2 ｍと

なる。この基壇の西側は敷地の西端となり、約１ｍの段差をもって西側へ低くなっている。南北

溝 SD１は、西基壇の東側溝と考えられる溝である。肩部が崩れているが、本来は幅が２〜３ｍ、

深さが検出面から１ｍ程度の溝であったとみられる。埋土内からは大量の瓦類が出土した。

なお、寺院の建立に先行する遺構として、灰茶褐色から暗茶褐色砂の上面で径約 0.5 ｍの柱穴
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図 244　調査位置図（１：5,000）

図 245　調査区配置図（１：500）



６基を検出した。桁行２間×梁間１間分の掘立柱建物（SB１）で、建物の主軸は上層の寺院とは

大きく異なり、北で西に振れている。柱間は桁行が約 2.2 ｍ、梁間は約 2.4 ｍである。

遺物　遺物の大半は SD１と両基壇間の整地層から出土した瓦類で、軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・

平瓦などがある。土器類は土師器・須恵器・黒色土器が出土したが少量であった。遺構に伴う土

器類は SB１の柱穴などから古墳時代末期、SD１から白鳳時代、西基壇の礎石抜取痕から平安時

代中期の土器が出土した。

小結　本調査では、昭和９年に調査された東方基壇とその西に南北方向に細長い西基壇を検出

した。東方基壇は発見時よりも上面が１ｍ以上削平を受けていると推定され、基壇外装の瓦積み

も全く失われていた。西基壇は上面に並行する２列の礎石列が検出しており、回廊状の建物であっ

たと考えられる。西基壇の礎石の抜取痕からは平安時代中期の土器が出土しており、廃絶の時期

を示唆する。なお、寺院遺構の下層では、北で西に振れる主軸の古墳時代末期の掘立柱建物を確

認した。寺院建立以前の当該地域の状況を考える上で重要である。

『北白川廃寺跡発掘調査概報　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 246　遺構実測図（１：200）



76　双ヶ岡一ノ丘古墳

経過　本調査は、名勝雙ケ岡の国庫補

助による保存整備事業の一環として行っ

た、双ケ岡一ノ丘古墳（１号墳）の保存

修景工事のための発掘調査である。雙ケ

岡は京都盆地の北西部、嵯峨野の東端に

位置する古生層の独立丘陵である。南北

に三つの丘陵が並んで、北から一ノ丘（標

高 116 ｍ）、二ノ丘（106 ｍ）、三ノ丘（77

ｍ）と呼ばれ、昭和 16年に名勝に指定さ

れている。丘陵上には 24基以上からなる

古墳時代後期の双ケ岡古墳群が知られる。

一ノ丘の頂上には群中最大の１号墳があ

り、他は小型で一ノ丘と二ノ丘の間の谷

間と、二ノ丘の裾部から三ノ丘にかけて

の二つのグループに分かれている。

調査の対象となる１号墳は、玄室側壁

を構成する石が玄室内に落下して墳丘頂

部に穴があき、調査前には封土が流入し

て石室内は半分以上の深さまで埋まって

おり、その穴から石室内に自由に出入り

できる状況であった。このため石室石材

の崩壊が危惧され、墳丘の測量・写真に

よる記録、石室内の流土を除去して石室

の記録をとるとともに現状の把握に調査

の主眼を置いた。調査は、まず墳丘の測量を行い、石室前面に６ｍ四方の調査区を設け石室の入

口の検出を行うとともに、流入土を排除して石室内の調査を行った。墳丘の範囲の確認のため、

墳丘及びその下部に幅１ｍの細長い調査区を放射状に５箇所設定した。

遺構・遺物　石室内の流入土は最も厚い箇所で、石室床面から１ｍ程堆積しており、床面より 0.7

〜１ｍは近年の流入土、0.2 〜 0.7 ｍは近世の流入土、0.1 〜 0.2 ｍは平安時代の遺物を含む流入

土である。少なくとも平安時代には石室が開口していたと考えられる。

墳丘の規模は明瞭ではないが、地山上に盛土によって構築されており、おおよそ径 44ｍ、高さ

7.75 ｍの円墳と推測される。石室は両袖式横穴式石室で、玄室の右側壁の下から三段目の石材が

玄室内に落下しており、これに伴って天井石のうち奥の二石が傾いている。規模は羨道が長さ 8.5
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図 247　調査位置図（１：5,000）



ｍ、幅 2.4 ｍ、高さ 2.3 ｍ、玄室が長さ 6.1 ｍ、幅 3.6 ｍ、高さ 5.0 ｍである。石室の石材は大型

のものを用いる。玄室は側壁が 4段、奥壁は３段、持送りが採用されており、天井石は幅２ｍの

石を３石横架する。玄門部は両袖石に高さ２ｍを越える石を各一石、天井には幅３ｍを越える石

が用いられる。羨道側壁は２段である。入口には径 0.1 〜 0.2 ｍ程度の礫が積まれており、閉塞

－ 125 －

図 248　墳丘実測図（１：500）



に用いられたものと考えられる。石室床面には敷石などは施されず、地山上面に黄灰色砂泥を敷

き固めている。

遺物は平安時代以降のものが大半で、本古墳に伴うと考えられる遺物は僅かであった。古墳に

伴う遺物には、須恵器・土師器・金環・鉄製品・石棺の破片などがある。石棺は凝灰岩製であるが、

完全に破壊され、破片の一部を検出した。いずれも原位置を保っているものはなかった。

小結　本調査では双ケ岡一ノ丘古墳（第１号墳）の現状の記録と把握を目的として発掘調査を

行った。調査前の計画では石室内の流入土を排除した状態で整備工事を行い、鉄の扉を設置して

空洞のまま開示する方針であった。しかし、予想以上に石室石材の破損や痛みが著しく、石室崩

壊も危惧されたため、協議の上、羨道部と玄室部を砂を詰めた土嚢袋で充填して埋め戻した。

『昭和 55年度　名勝双ケ岡保存整備事業報告』  1981 年報告
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図 249　石室実測図（１：200）



77　上ノ段町遺跡

経過　本調査は京都市立蜂ヶ岡中学校にお

ける校舎建設工事に伴い実施した発掘調査で

ある。先行して試掘調査を行ったところ竪穴

住居を検出したため、東西 22 ｍ、南北９ｍ

の方形の調査区を設定して調査を行った。調

査地は、古墳時代後期を中心とする集落遺跡・

上ノ段町遺跡の東部にあたり、北には３〜４

ｍの比高差をもって高くなる段丘崖が東西に

走っている。段丘崖上には六世紀中葉の築造

と考えられる前方後円墳の垂箕山古墳があり、仲野親王高畠陵として管理されている。

遺構・遺物　調査区北壁の層序は、地表面から現代盛土（約0.4 ｍ）、近世以降の耕作土（約0.2 ｍ）、

暗褐色から暗黄褐色泥砂（約 0.4 ｍ）、黒灰色砂泥（約 0.2 ｍ）、褐色から暗褐色砂礫（0.6 〜 0.7

ｍ）、いわゆる地山の黄褐色粘土となる。暗褐色から暗黄褐色泥砂は飛鳥時代の遺構面となってお

り、縄文時代前期の土器片・石器を少量包含している。褐色から暗褐色砂礫は調査区の北半で確

認した流れ堆積であり、縄文時代早期の爪形文土器が出土した。

検出した遺構は飛鳥時代の竪穴住居７棟・掘立柱建物１棟・柱穴などである。竪穴住居（SB２

〜８）は東西が３〜４ｍ、南北が４〜５ｍの方形の平面で、概して南北方向がやや長い。いずれ

も東辺のやや南寄りに造り付けの竈があり、周溝はほぼ全周、主柱穴は４箇所である。竪穴住居

からは飛鳥時代の土師器と須恵器の他に、瓦や滑石製の紡錘車が出土している。掘立柱建物 SB

１は梁間２間×桁行３間の東西棟で、SB４の廃絶後に建てられている。

小結　当地の東には飛鳥時代に創建されたとされる広隆寺があり、本調査で同時期の集落跡を

検出したことは、寺院の創建との関係で重要である。また、下層で縄文時代早期・前期の遺物が

出土しており、周辺に当該期の集落が存

在すると考えられる。

『京都嵯峨野の遺跡』京都市埋蔵文化財研究

所調査報告第 14冊　1997 年報告
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図 250　調査位置図（１：5,000）

図 251　調査区配置図（１：2,000） 図 252　遺構実測図（１：300）



78　広隆寺旧境内

経過　右京区検察庁庁舎建て替え工事に伴

い実施した発掘調査である。当該地は広隆寺

旧境内の東南辺に位置しており、試掘調査で

古墳時代から平安時代の遺構や遺物を検出し

たことから、広隆寺創建と関係の深い遺構の

検出が期待できた。

遺構・遺物　調査地の基本層序は、盛土（約

0.2 ｍ）、旧耕土である淡茶色泥砂（約 0.3 ｍ）、

平安時代の遺物包含層である茶褐色泥砂（約

0.2 ｍ）が堆積しており、その下層がいわゆ

る地山の黄灰色泥砂や淡黄灰色砂礫となる。

調査では地山上で、平安時代中期の掘立柱建

物・柵列・土壙などと、古墳時代末期と考え

られる竪穴住居を検出した。

平安時代中期の掘立柱建物は４棟検出し

た。建物１は東西３間以上×南北２間以上で、

柱間隔は約 1.5 ｍと狭いが柱掘形の直径は約

0.8 ｍと大型である。建物２は東西４間×南

北２間以上で、柱間隔は桁行中央２間分のみ

が約 1.6 ｍ、他はすべて約 2.2 ｍ間隔である。

建物３は東西４間以上×南北１間以上、建物

４は東西２間×南北２間以上を確認した。こ

れら建物群は、建物４が正方位に近いが、建

物１が北に対して東、建物２・３が北に対し

て西に振れている。また、建物群の南では、

東西柵列（柵１・２）を検出し、調査区南端

では平安時代中期の土器を多量に含む土壙２

を検出している。

古墳時代の竪穴住居は３棟検出したが、す

べて北に対して西へ振れている。１号住居は

平面形が方形を呈し、東西約 5.4 ｍ、南北約 4.5 ｍである。主柱穴は４本確認でき、柱間隔は東

西約 2.8 ｍ×南北約 2.5 ｍである。壁溝は幅 0.3 ｍ、深さ 0.1 ｍで、全周するようだが竈は見つ

かっていない。２号住居は調査区北端で検出し、北半は調査区外に展開する。平面形は方形を呈し、
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図 253　調査位置図（１：5,000）

図 254　調査区配置図（１：500）

図 255　西壁南半部断面図（１：50）



東西約 3.8 ｍ、南北３ｍ以上である。主柱穴 は２本確認し、柱間隔は約 2.3 ｍである。竈は東壁

中央付近に取り付けられており、竈の部分を除いて壁溝が全周する。竈の袖部は黄褐色粘土と黄

灰色砂で構築し、燃焼部の手前に幅 0.2 ｍ、長さ 0.5 ｍ以上、深さ 0.15 ｍの落込みがあり、埋土

に炭や灰を含む。遺物は竈内 と、竈南側の床面で土師器や須恵器が出土した。３号住居は 調査区

西端で検出し、西半は調査区外である。平面形は方形を呈し、南北約 6.2 ｍ、東西約 4.5 ｍ以上

である。確認した主柱穴は２本で、柱間隔は約 3.4 ｍである。壁溝は北東部で一部攪乱により不

明瞭の部分もあるが、全周するようである。

小結　太秦地域は６世紀末から７世紀前半に集落が出現する。今回の調査では７世紀前半代に

属する竪穴住居を３軒検出した。調査地周辺では常盤仲之町集落跡で 24軒、広隆寺境内霊宝舘西

隣の調査では４軒の同時期の竪穴住居を検出しており、一連の集落跡と考えられる。広隆寺旧境

内や常盤東ノ町古墳群と合わせ、付近一帯を本拠地とした秦氏関連の重要な集落遺跡である。

『昭和 55年度（1980）　広隆寺－右京検察庁庁舎改築に伴なう発掘調査の概要－』  1981 年報告
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図 256　遺構平面図（１：200）



79　樫原廃寺

経過　西京区樫原内垣外町の史跡樫原廃寺

跡公園北東部で、範囲確認のため発掘調査を

実施した。調査地は寺域の東限にかかり、築

地およびその雨落ち溝等の検出が予想でき

た。調査区は東築地延長線上にあたり、公園

や北側の畑地より約１ｍの段差で低くなって

いる場所に、２本の東西トレンチを設定した。

遺構・遺物　調査地の基本層序は耕土（約

0.2 ｍ）、近世層の茶灰色泥砂（0.2 〜 0.3 ｍ）、

中世層である褐色砂泥（0.1 〜 0.2 ｍ）、黄褐

色粘質土となる。検出した遺構は柱穴・土壙・

溝などがあるが、すべて中世以降のものであ

る。遺物も土師器・瓦器・白磁など中世の土

器類が少量出土しており、２トレンチの柱穴

からは室町時代の瓦器椀が完形で出土した。瓦類は樫原廃寺に関連して多くの出土がみられ、顎

の下面に単弁蓮華文を押刻した軒平瓦も１点出土している。

小結　今回の調査では中世から近世の削平を著しく受けており、樫原廃寺に関連する明確な遺

構を確認することはできなかった。

『樫原廃寺発掘調査概要　昭和 55年度』   1981

年報告
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図 257　調査位置図（１：5,000）

図 258　２トレンチ南壁断面図（１：50）

図 260　遺構平面図（１：100）図 259　調査区配置図（１：1,000）



80　大藪遺跡

経過　本調査は住宅建設に先立ち実施した

発掘調査である。調査地は桂川右岸の低地に

位置している。大藪遺跡は弥生時代から平安

時代にかけての集落跡で、調査地西方の久世

中学校内では弥生時代以降の河川を検出して

おり、夥しい杭による柵（しがらみ）を伴っ

ていた。本調査ではまず、遺構の残存状況を

確認するため試掘調査を行ったところ、鎌倉

時代から室町時代にかけての遺構が全面にわ

たって遺存していることが判明したため、引

き続き発掘調査を実施することとなった。調

査区は東西 36ｍ、南北 14ｍの長方形とし、

必要に応じて部分的に拡張を行った。

遺構・遺物　層序は地表面から順に現代耕

作土（0.2 〜 0.3 ｍ）、灰白色砂泥（約 0.1 ｍ）、

黄灰色泥砂（約 0.3 ｍ）、暗灰色から黄褐色

砂泥（0.3 〜 0.5 ｍ）、以下腐植土と泥土の互

層、砂と礫の互層が続く。灰白色砂泥を除去

した黄灰色泥砂上面で長岡京期から室町時代

の遺構を検出し、第 1面とした。また、腐植

土と泥土の互層の上面で弥生時代の溝を検出

し、第２面とした。第２面を覆う暗灰色から

黄褐色砂泥は、弥生時代から長岡京期までの堆積層であり、腐植土と泥土の互層、砂と礫の互層

は弥生時代以前の大規模な流路あるいは洪水などに伴う堆積層である。

第１面の遺構には、長岡京期から平安時代前期の溝３条、鎌倉時代末期から室町時代前期の掘

立柱建物３棟・井戸 17基・土壙８基・溝２条・多数の柱穴などがある。長岡京期から平安時代前

期の溝はいずれも並行する東西方向のもので、SD５は幅約 0.7 ｍ、深さ約 0.3 ｍで調査区を貫き

東西に延びる。SD４は SD５の北約２ｍ、SD３は北約７ｍの位置にある。鎌倉時代末期から室

町時代前期の柱穴は、500 基前後検出した。いずれも径 0.3 ｍ前後の円形掘形のもので、根石や

礎板を持つものもある。建物３棟（SB１〜３）と柵列（SA１〜３）を復元したが、確定するの

は難しいと思われる。井戸は円形素掘りのもの 14 基（SE１・３〜９・11 〜 14・16）、方形木

枠のもの２基（SE２・15）、底部に桶を据えるもの１基（SE17）、壁面を板・竹材で補強したも

の１基（SE10）がある。
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図 261　調査位置図（１：5,000）

図 262　調査区配置図（１：500）
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図 263　遺構実測図（１：100）



第２面の調査は全面ではなく、東・中央・西に小調査区を設定し掘り下げた。弥生時代中期の

東西方向の溝 SD６を検出したが、中央・東トレンチでは検出にとどめ、西トレンチのみ溝を掘

削した。幅５ｍ前後、深さ約 0.8 ｍで西から東へ流れたと考えられる。西端の南肩・北肩には杭

列を打ちこみ、護岸を施している。

遺物は圧倒的に鎌倉時代から室町時代のものが多く、土器類・木製品・金属製品・石製品など

がある。もっとも多く出土した土器類は、土師器・瓦器・須恵器・焼締陶器・輸入陶磁器などで

ある。他には、長岡京期から平安時代前期の土師器と須恵器、弥生時代中期の土器・木製品・石器、

縄文時代後期の土器などが少量ある。

小結　本調査では、鎌倉時代末期から室町時代前期の遺構や遺物を多数検出した。とくに井戸

が多く、当地付近に当該期の集落が展開していることを裏付ける。また、長岡京の北限からおよ

そ 350 ｍ北の当地で、長岡京期から平安時代前期の溝を検出したことも、長岡京の構造を考える

うえで重要な成果である。

『大藪遺跡発掘調査概要　昭和 55年度』  1981 年報告
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81　大枝山古墳群

経過　大枝山古墳群は京都盆地の西、桂川

右岸の向日丘陵を西に越えた大原野の北に拡

がる丘陵部に位置しており、小畑川の支流下

狩川による開析谷を中心に 23 基の円墳が分

布する。この大枝山古墳群を含む丘陵地一帯

において大規模な住宅地開発が計画され、古

墳群の破壊が懸念された。開発業者と京都市

文化観光局文化財保護課が協議を重ね、古墳

群の中心部を公園として保存し、周辺の古墳

については保存が難しいとの結論に達した。

このため、古墳群全体の測量、開口している

石室の実測を行うとともに、保存できない古

墳は発掘調査を実施し、石室の残存状況が良

好なものについては石室の移築・復原を行う

こととなった。保存する古墳は１・２・６〜

12・15・16・18 〜 21 号墳の 15 基で、保

存ができない４・５・14・22 〜 26 号墳の

８基は発掘調査を実施した。なお、３・13・

17号墳は古墳でないことが判明した。

遺構・遺物　本調査は大枝山古墳群に対す

る第１次調査として、まず古墳群全域の墳丘

と地形の測量を行った。続いて保存古墳の

うちの石室が開口している４基（15・18・

20・21 号墳）について石室の実測を行った。

これらの作業と並行して保存対象外のうちの

22 号墳を除く７基と当初古墳と考えていた

３・13号墳の発掘調査を行った。

発掘調査の手順は以下の段階を経た。①発掘調査前の状態を測量し写真撮影して記録、②墳丘

表土および石室内堆積土の掘り下げ、③墳丘・石室の状態および遺物出土状況などの実測・写真

などで記録、④土層観察用のセクションを十字に設定して墳丘封土を掘り下げ、石室を完全に露

出させ、記録を採った後石室を解体し石材を搬出。発掘調査を行った古墳は保存されないことが

決められていたため、墳丘を完全に掘り下げ石室を解体して、石室・墳丘の構築方法の解明に努

めた。なお、調査の結果、４・14号墳は石室の残存状況が良好であったため、移築保存されるこ
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図 264　調査位置図（１：10,000）

図 265　14 号墳墳丘測量図・断面図（１：300）



ととなり③段階までで調査を終えた。

墳丘はいずれも円墳、直径はおおよそ 15〜 20ｍ、26号墳が 9.9 ｍと最小、16号墳が 23.5 ｍ

で最大である。周溝は墳丘の丘陵側で認められるものが多い。葺石は、発掘調査を行ったものの

うち４・５・14・25号墳の墳丘前面、石室開口部両側に施されている。墳丘上半部には認められ

なかった。石室の内容が判明している 12基はすべて横穴式石室で、両袖式９基、片袖式２基、無

袖式１基である。

遺物は、調査した古墳のほとんどが盗掘を受けていたため出土量が少ないが、22・25号墳から

はややまとまった遺物が出土している。大半が土器類であり、金属製品が少量ある。土器類には

土師器と須恵器があり、９割が須恵器である。金属製品には鉄鏃・刀子・鉄刀・耳環がある。こ

のうち、25号墳石室から出土した鉄刀の鍔・ハバキ・柄頭には銀象嵌が施されていた。

小結　本調査では大規模開発を契機に、23基の大枝山古墳群全体の測量とともに、破壊される

古墳７基の発掘調査を行った。出土遺物の検討から当古墳群が６世紀末から７世紀前半に造営さ

れたと考えられる。古墳群中心部の 15基は原位置で公園として保存し、発掘を行った古墳のうち

４・14号墳は公園内への移築保存が決められた。

『大枝山古墳群』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第８冊　1989 年報告
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図 266　古墳群分布図（１：2,500）



82　南春日町廃寺

経過　南春日町遺跡は京都盆地西側、向日

丘陵を西に越えた大原野に位置する。当地に

学校のグラウンド造成が計画されたため、計

画範囲内において試掘調査を行った。その結

果、石列などの遺構を確認するとともに多量

の瓦が出土し、発掘調査を実施する運びと

なった。発掘調査は遺構を確認した試掘トレ

ンチを中心に、東西 40 ｍ、南北 50 ｍの範

囲に不定形な形の調査区を設定した。また、

北西部に５箇所の試掘トレンチを設けて遺構

の拡がりを確認するとともに、周辺地域の分布調査も実施したが、顕著な遺構は検出できなかった。

遺構　層序は地表より約 0.15 ｍの耕作土を削除すると、部分的に後世の整地土が認められる箇

所もあるが、基本的にはいわゆる地山の黄褐色泥砂（混礫）となる。後述する塔基壇の上面では、

耕作土の直下が茶褐色砂泥（0.1 〜 0.2 ｍ）であり、塔基壇全面を覆う。

検出した遺構は、長岡京期に建立されたと考えられる塔基壇 SB10 と、これに関連する掘立柱

建物・土壙・溝などである。塔基壇 SB10 は方形の二重基壇である。基壇外装は径 0.1 〜 0.3 ｍ

の河原石を乱石積みにする。下成基壇は一辺 9.2 ｍ、上成基壇は一辺７ｍである。南前面には両

肩を石で化粧する浅い東西溝（SD３）、その南に階段（SX22）が設置される。基壇の中央には中

央に塔心礎となる径約 1.5 ｍの礎石を据え、その周囲に一辺３間（約 4.5 ｍ）の正方形に礎石を

配置する。塔心礎の礎石は上部を欠損し、側柱の礎石も残存せず根石を検出した。また、基壇の

南側大半は掘り込み地業（SX23）によって構築されていた。創建は長岡京期で、平安時代前期に

二重基壇に改修され、平安時代中期には廃絶したと考えられる。溝 SD11・12 は塔の改修以前に

基壇北側の東西方向と西の南北方向に掘られた溝である。底部には多くの瓦が投棄された状態で

検出した。溝の埋没後に塔基壇が二重基壇に改修されたと考えられる。掘立柱建物 SB20は SB10

の北で検出した。東部は削平されて不明である。南北４間、東西２間以上の建物と考えられる。

SB10 とは建物の主軸方向が異なる。平安時代前期と考えられる。

遺物　遺物は瓦類が大半で、土器類や金属製品・石製品が少量出土した。瓦類には軒丸瓦・軒

平瓦・鬼瓦・道具瓦・丸瓦・平瓦などがある。ほとんどが SB10 に使用された瓦と考えられ、軒

瓦と鬼瓦の割合が多く、いずれも通常の瓦よりも小型の瓦である。土器類は土師器・須恵器が多く、

二彩や緑釉などの施釉陶器、黒色土器・瓦器・陶器・磁器などがある。金属製品には鉄製の風鐸

や釘があり、石製品には水晶玉がある。

小結　本調査では、長岡京期に建立された塔と考えられる建物基壇 SB10 を良好に検出した。

創建当初の形状は不明であるが、平安時代前期に基壇外装が二重に改修され、平安時代中期には
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図 267　調査位置図（１：5,000）



廃絶したとみられる。周辺で行った試掘調査や分布調査では、塔に関わる寺院関係の遺構の存在

は確認できなかったが、調査区の東では当該期の遺物を採取しており、遺構の拡がりが期待できる。

なお、検出した塔基壇は残存状況が良好であり、長岡京期から平安時代にかけての重要遺構と判

断されるため、保護砂で覆って埋め戻し現地で保存されることとなった。このため、基壇の構築

状況を確認するための最低限の断ち割り・記録作業を行って調査を終了している。

『南春日町遺跡発掘調査概要　昭和 55年度』  1981 年報告
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図 268　遺構実測図（１：300）



83　法性寺跡（図版 18）

経過　調査地は法性寺の推定寺域のほぼ中

央付近で、南には三ノ橋川が西流する。京都

市立月輪小学校の校舎改築工事に先立ち試掘

調査を行ったところ、遺物包含層を良好に確

認したため、発掘調査を実施した。調査区は、

東西 20ｍ、南北 14.5 ｍの長方形である。

遺構・遺物　層序は 0.8 ｍほどの近現代盛

土を除去すると、褐色砂礫や灰色〜灰褐色泥

砂・黄灰色砂泥などが複雑に堆積する流路状

堆積となり、この上面で遺構を検出した。

平安時代から桃山時代の遺構は、井戸（SE１）、土壙（SK２・３）、柱穴などがある。SE１は、

室町時代の円形石組み井戸で、径約４ｍの掘形をもつ。石組みの上部は抜き取られており、底部

は湧水が著しく確認できなかった。SK２は東西約 2.7 ｍ、南北３ｍ以上の長楕円形の土壙で、土

壙内下層に焼土とともに桃山時代の土器が多量に廃棄されていた。SK３は平安時代後期の円形土

壙である。遺物は全体的に少ないが、土器類・瓦類・石製品・銅銭などがある。

弥生時代後期から古墳時代初期の遺構は、溝（SD４）と窪み状地形に堆積した遺物包含層がある。

SD４は幅0.8 〜 1.2 ｍ、検出面よりの深さ約0.4 ｍ、東からやや弧を描いて北西へ延びる溝である。

遺物包含層は流路状堆積の一部と考えられる灰色泥砂層である。これらの遺構から、いわゆる庄

内式併行期の土器群が多く出土した。

小結　平安時代から桃山時代の遺構は少ないが、法性寺あるいは東福寺に関連する遺構と考え

られる。また、弥生・古墳時代では主に遺物包含層から多量の土器が出土し、溝を検出した。周

辺に当該期の集落が存在すると考えられる。
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図 269　調査位置図（１：5,000）

図 270　調査区配置図（１：1,000） 図 271　遺構実測図（１：300）



84　大塚遺跡

経過　山科区大塚野溝町に所在する、京都

市立大塚小学校の校舎建設に伴い発掘調査を

実施した。当該地は、奈良時代前期から平安

時代前期にかけての集落遺跡である大塚遺跡

の、南東隅付近に位置する。

遺構・遺物　調査地の基本層序は盛土（約

0.2 ｍ）、耕土と床土（約 0.1 ｍ）、黄褐色泥

砂と茶褐色砂泥の地山となる。地山上面（標

高 77.8 ｍ）で遺構検出を行ったが遺構は一

切検出できなかった。出土した遺物は、耕土

と床土から須恵器・土師器・陶器の小片が少量

出土しただけである。

小結　今回の調査では遺構は検出できなかっ

た。しかし、調査地から西へ約 200 ｍほどの音

羽中学校の調査では、竪穴住居や掘立柱建物が

検出されている。当調査地では地山まで 0.3 ｍ

と浅く、削平を受けている可能性も考えられる。
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図 272　調査位置図（１：5,000）

図 273　調査区配置図（１：2,000）図 274　調査区全景（北から）



85　下鳥羽遺跡

経過　本調査は新油小路通の公共下水道敷設工事

に先立ち実施した発掘調査である。弥生時代から古

墳時代の集落遺跡・下鳥羽遺跡の東縁辺部にあたる。

工事区間に小さな調査区を３つ設け、北から１〜３

トレンチとした。これら調査区以外の工事区間では、

工事掘削に際して立会調査を実施した。

遺構・遺物　調査地は道路上であり、路面以下、

厚さ 0.2 ｍのアスファルトおよび 0.8 〜１ｍの道路

造成時の盛土層である。これらを除去して調査を開

始した。主な遺構は、１トレンチで検出した中世の

溝１条と柱穴４基である。道路造成時盛土を除去し

た茶灰色泥土層上面で検出しており、溝は東西方向

で、幅約 0.45 ｍ、深さ約 0.4 ｍある。柱穴は、径 0.3

〜 0.5 ｍの円形のものである。また、古墳時代以降

の流路状堆積を各トレンチで確認した。遺物は、古

墳時代から中世に至る土器類が少量出土しており、

流路状堆積から馬と考えられる骨が出土している。

小結　本調査地は下鳥羽遺跡の推定範囲東端にあたっており、集落に関連する遺構の検出が期

待されたが、流路状の厚い堆積を確認したにとどまる。古墳時代以降、何時期にもわたる堆積状

況を示しており、居住には向かなかったと考えられ、中世に至りようやく安定するようである。

－ 140 －

図 275　調査位置図（１：5,000）

図 276　遺構実測図（１：100）



86　伏見城跡１

経過　調査地は伏見城跡の南東部、絵図な

どから舟入が推定されている桃山城字丹後の

西にあたっている。三ノ丸南の大手門から西

へ延びる大手筋を踏襲していると考えられる

桃山緯 86 号線道路の改良工事および、その

西に走る国鉄（現ＪＲ）奈良線線路北側の掘

削工事が計画された。桃山緯 86 号線につい

ては５箇所の調査区を設定して、工事に先立

ち発掘調査を行い、国鉄奈良線線路北側につ

いては工事掘削に対する立会調査を行うこと

となった。

遺構・遺物　桃山緯 86 号線の発掘調査は幅 1.5

ｍ、長さ６ｍの調査区を５箇所設定し、北端を№１

グリッドとし、順に№５グリッドまで番号を付し

た。いずれの調査区も現道路面より 0.7 〜 0.9 ｍま

では現代盛土、以下は地表下２ｍ以上にわたって近

世以降の盛土であり、いわゆる地山には至らなかっ

た。現代盛土を除去した近世以降の盛土上面で溝や

それに伴う杭列などを検出したが、いずれも近・現

代の遺構と考えられる。国鉄奈良線線路北側の掘削

工事は、拡幅のために北側の丘陵端部の掘削を行う

もので、遺構・遺物はまったく発見できなかった。

遺物は大半が近世以降のもので、ほとんどが瓦類で

ある。

小結　本調査では、掘削範囲が近世以降の盛土内

にとどまり、伏見城関係の遺構はまったく検出でき

なかった。
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図 277　調査位置図（１：5,000）

図 278　調査区配置図（１：2,000）



87　伏見城跡２（図版 19）

経過　本調査は会社社宅改築工事に伴う発

掘調査である。当地は伏見城跡の城下町、現

在の町名・桃山町三河の由来とされる松平三

河守秀康（結城秀康、越前福井城主）の屋敷

地に推定されている。発掘調査では、既存の

建物の間に東西 13 ｍ、南北 12.5 ｍの方形

の調査区を設けた。

遺構　層序は地表より 0.5 〜 0.7 ｍまでが

現代盛土、以下近世以降の耕作土（0.2 〜 0.4

ｍ）、江戸時代前期の整地層である茶褐色泥

砂（0.1 〜 0.15 ｍ）、焼土あるいは炭層（約

0.1 ｍ）、いわゆる地山の淡黄灰色粗砂となる。

遺構は焼土・炭層を覆う江戸時代前期の整地

層上面から切り込む遺構群（第１面）と焼土・

炭層下面のいわゆる地山面に切り込む遺構群

（第２面）に分けられる。

第２面の遺構には礎石建物・土壙・柱穴な

どである。SK50・61・67・106 は礎石建

物の一部と考えられる。柱間は東西が約８

ｍ、南北が約６ｍあり、方位は北で東に振っ

ている。いずれも掘形の底部に上面の平坦な長辺 0.5 〜１ｍの礎石を据えている。掘形の規模は、

東辺の SK67・106 は掘形が径約 1.5 ｍの円形であり、西辺の SK50 は東西 4.3 ｍ・南北 3.2 ｍ、

SK61 は東西 3.3 ｍ・南北 2.8 ｍであり、西辺の２基が大きい。また、深さも西辺の２基が深く、

礎石上面の標高は東辺の SK67 が 58.4 ｍ、SK106 が 58.95 ｍであるのに対して、SK50 は 57.8

ｍ、SK61 は 57.87 ｍであり、北辺の SK67・50 間で 0.6 ｍ、南辺の SK106・61 間で 1.08 ｍと

比高差が大きい。土壙 SK78 は東西４ｍ、南北 4.5 ｍの隅丸方形、西側からなだらかに深くなり、

東端では深さが検出面から１ｍとなり、東壁はほぼ垂直に立ち上がる。埋土から金箔瓦を含む多

量の瓦類が出土した。

第２面はほぼ全面が 0.1 ｍ前後の炭層、あるいは焼土層に覆われる。大規模な火災があったこ

とがわかる。その後、間を置かずほぼ全面に 0.1 〜 0.15 ｍの厚さで茶褐色泥砂が入れられて整地

され、再興が目指されたようである。この上面を第１面とした。

第１面の遺構には土壙・柱穴・溝などがある。溝 SD２は幅約 0.6 ｍ、深さ約 0.25 ｍ、断面Ｕ

字形の南北溝である。途中1.6ｍほどが途切れるが、一連のものと考える。北側のものは4.7ｍあり、
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図 279　調査位置図（１：5,000）

図 280　調査区配置図（１：500）



南側のものは 3.5 ｍ分を検出、調査区外に延びる。第２面の礎石建物の方位とは異なり、ほぼ真

北である。柱穴は径 0.3 〜 0.5 ｍの円形掘形のものを検出したが、建物などのまとまりとしては

とらえることができなかった。

遺物　遺物は主として桃山時代から江戸時代の土師器・瓦器・焼締陶器・施釉陶器・磁器など

の土器類、金箔瓦を含む瓦類、土製品、鉄製品などが、整理箱に 67箱出土した。大半を瓦類が占

める。金箔瓦は主に土壙 SK78 埋土や第２面を覆う炭・焼土層などから出土した。軒丸瓦や軒平

瓦のほか、垂木先瓦など飾り瓦があり、いずれも５本骨扇に丸印の「扇に月丸」の家紋が採用さ

れている。軒瓦の金箔は、文様区の扇と周縁に赤漆を塗った後で施しており、飾り瓦も同様である。
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図 281　遺構実測図（１：100）



なお、飾り瓦の四隅にはそれぞれ径１㎝の穴が穿たれており、その間隔は横 14.8 ㎝、縦９㎝である。

小結　本調査では伏見城の城下町に関する２時期の遺構面を検出した。第２面では大規模な礎

石建物など、焼土・炭層と整地層を挟んだ第１面では溝や柱穴などを検出した。出土遺物や周辺

の調査成果などから、第２面を覆う焼土・炭層は文禄５年（1596）閏７月 13日の大地震、ある

いは慶長 10年（1605）12 月 26 日の大火によるものと考えられ、第２面はそれ以前の遺構である。

この災害の後、速やかに整地がなされ復興が図られた第１面は徳川期の遺構と考えられる。
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図 282　出土金箔瓦



第２章　試掘・立会調査

Ⅰ　昭和 55年度の試掘・立会調査概要

昭和55年度の原因者負担による試掘・立会調査の委託契約件数は、試掘調査４件・立会調査

54件の計 58件である。内１件は継続調査のため次年度の調査概要で報告している。これらの調

査のうち遺構・遺物が希薄なものは一覧表（表２）の記載にとどめ、調査位置を図 289 に示した。

その他、文化庁国庫補助事業による京都市内一円の試掘・立会調査（表２-58）が 546 件（試

掘調査 98件・立会調査 448 件）あるが、これらは『京都市内遺跡試掘・立会調査報告』昭和 55

年度で報告している。

平安宮・京跡　平安宮内裏・西雅院（表２- １）では、現地表下約 1.2 ｍで西に下る溝状遺構を

検出した。溝内の地表下約 2.1 ｍで、瓦を包含する層を確認した。また、内裏内郭内の建物の一

部と考えられる東西方向の石組遺構や南北方向に延びる石組溝・束石状の凝灰岩を検出した。内

郭回廊部分では、地表下１ｍで据付けられた状態の凝灰岩を検出し、その下には瓦の堆積層が東

に 13ｍにわたって続いていることを確認した。内裏外郭の道路に当たる部分でも瓦の堆積層を検

出した。遺物は、土師器・瓦類などが出土したが、小片のため時期は不明である。

平安宮内匠寮・造酒司跡（表２- ２）では、内匠寮跡の南面築地外溝と考えられる落ち込み状遺

構を検出した。造酒司跡の調査で検出した南北方向の溝の南延長部分を検出した。遺物は、平安

時代後期の瓦が出土した。

平安宮東雅院・大膳職・大炊寮・左京一条・二条二坊（表２- ３）では、平安時代の落ち込み遺

構と弥生時代の遺構包含層を検出したが、明確な遺構は確認できなかった。遺物は、平安時代の

土師器・須恵器・緑釉陶器・灰釉陶器、弥生時代の土器・石斧などが出土した。

平安宮左馬寮・治部省・判事・刑部省（表２- ４）では、大半が攪乱と積土であるため平安時代

の遺構や遺物包含層は検出できなかった。ただし西ノ京中学校の北東隅では、平瓦の出土が比較

的多く、付近に遺構が遺存している可能性が高い。遺物は、軒平瓦・平瓦・土師器・須恵器など

が出土した。

平安宮中務省・陰陽寮・西院・主水司（表２- ５）では、平安時代前期から中期の須恵器・緑釉陶器・

瓦などを包含する土層を検出した。また、地表下 0.75 ｍの地山上面で幅 1.3 ｍ、深さ 0.3 ｍの土

壙を検出した。遺物は、中世の土師器が出土した。

平安宮・京、史跡二条城（表２- ７）では、平安時代後期の土壙２基、中世の土壙２基、近世の

石垣３条（二条城西限 )・排水溝４条・焼土層・瓦溜３基を検出した。遺物は、土師器・瓦器・青

磁・白磁・陶磁器・瓦器・軒丸瓦・軒平瓦などが出土した。

平安京左京北辺三坊（表２- ８）では、鎌倉時代の包含層を検出した。

平安京左京二条三坊（表２- ９）では、焼瓦が多量に入った近世後期の土壙を２基と時期不明の
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土壙２基を検出した。遺物は、中世から近世後期の土師器・陶磁器などが出土した。

平安京左京五条一坊（表２-13）では、平安時代の溝１条・土壙２基、鎌倉時代の溝１条・土壙３基、

室町時代の溝４条・土壙２基、江戸時代の溝２条・土壙２基以上、時期不明の溝１条・土壙 10基

を検出した。遺物は、土師器・須恵器・瓦器・陶器・青白磁・瓦などが出土した。

平安京左京五条三坊（１）（表２-14）では、弥生時代から古墳時代の土壙、平安時代から室町

時代の溝２条の他に井戸 13基・土壙多数を検出した。遺物は、土師器・須恵器・陶器・磁器・輸

入陶磁器・黒色土器・緑釉陶器・灰釉陶器・石帯・銭貨・骨・木製品・弥生土器などが出土した。

平安京左京六条一坊（表２-16）では、平安時代の溝１条・路面、近世の溝１条・土壙５基を検

出した。遺物は、土師器・須恵器・緑釉陶器・近世陶磁器などが出土した。

平安京左京六条一坊（表２-17）では、平安時代末から鎌倉時代の包含層を検出した。遺物は、

土師器・須恵器・瓦などが出土した。

平安京左京六条・七条一坊（表２-18）では、平安時代の溝２条を検出しており、壬生大路東側

溝の可能性が考えられる。また、中世の包含層と近世の溝も検出した。遺物は、土師器・須恵器・

瓦などが出土した。

平安京左京八条二坊・東市跡（表２-21）では、平安時代・鎌倉時代・室町時代の各包含層と鎌倉・

室町時代各時期の土壙を検出した。遺物は、土師器・須恵器・緑釉陶器などが出土した。

平安京左京八条三坊（表２-22）では、近代の暗渠１条・時期不明の路面を検出した。遺物は、

染付が出土した。平安京左京八条三坊（表２-24）では、鎌倉時代の土壙１基を検出した。遺物は、

土師器・瓦器・白磁・青磁・輸入緑釉陶器などが出土した。

平安京左京九条一坊（表２-25）では、古墳時代の包含層、平安時代の包含層、近世の溝２条を

検出した。遺物は、土師器・須恵器・青磁・近世陶器・軒丸瓦・軒平瓦などが出土した。

平安京左京九条二坊（表２-26）では、平安時代末の土壙１基、近世の溝２基を検出した。遺物は、

平安時代末の土師器が出土した。

平安京左京九条三坊十六町（表２-27）では、平安時代から室町時代の包含層を検出した。遺物は、

土師器・須恵器・瓦器・陶器・輸入陶磁器・瓦などが出土した。

平安京左京九条四坊（表２-28）では、弥生時代の土壙１基・溝１条、中世の溝１条、近世の溝

２条を検出した。遺物は、弥生土器・土師器・近世陶器などが出土した。

平安京右京一条二坊（表２-29）では、平安時代前期の土壙・溝、平安時代中期の溝を検出した。

平安京右京一条・二条（表２-34）では、菖蒲小路西側溝・春日小路南・北側溝と路面・大炊御

門大路南側溝と路面・中御門大路南側溝・木辻大路西側溝などを検出した。大炊御門大路南側溝

と路面は 100 ｍにわたり確認している。中御門大路北側溝・春日小路南北側溝・木辻大路西側溝

からは、平安時代前期の遺物が出土し、春日小路南側溝は平安時代後期まで継続する。また、平

安時代後期から鎌倉時代の池状堆積は法金剛院に関わる遺構と推測される。遺物は、弥生時代か

ら室町時代の遺物が出土しており、その内容は弥生土器・土師器・須恵器・黒色土器・緑釉陶器・

灰釉陶器・瓦器・青磁・白磁・陶器・瓦である。
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その他の遺跡　法勝寺跡（表２-35）では、古墳時代の包含層と平安時代の包含層を検出した。

遺物は、庄内から布留期の土師器と、平安時代の土師器・黒色土器・須恵器などが出土した。

六勝寺跡（表２-36）では、江戸時代の墓石１個を検出した。

鳥羽離宮跡（表２-37）では、鎌倉時代から桃山時代の包含層と東西溝１条、室町時代の礫敷、

江戸時代の土壙１基、鎌倉時代から近世の包含層などを検出した。遺物は、瓦・土師器・瓦器・

陶磁器などが出土した。

長岡京跡・上久世遺跡・中久世遺跡（表２-39）では、鎌倉時代の流路１条を検出した。遺物は、

土師器・瓦器などが出土した。

岩倉忠在地遺跡（表２-40）では、弥生時代後期から古墳時代の流れ堆積と平安時代の包含層を

検出した。遺物は庄内期から布留期の土師器、平安時代の土師器・須恵器・瓦などが出土した。

植物園北遺跡（２）（表２-41）では、弥生時代後期から古墳時代の竪穴住居 41棟・溝 10条・

土壙 16基・柱穴４基、平安時代の溝２条・土壙７基・柱穴２基、中世から近世の溝５条・土壙 15基、

近世の柱穴２基、この他に弥生時代から近世の遺構を 23基検出した。遺物は、縄文土器、弥生土

器、古墳時代前期の土師器、奈良時代の須恵器、平安時代後期の土師器・白磁、中世の土師器な

どが出土した。

出雲寺跡（表２-42）では、奈良時代前期の土壙１基と近代の包含層を検出した。

相国寺旧境内（表２-43）では、室町時代の包含層を検出した。

北野廃寺（表２-44）では、奈良時代前期の溝１条、奈良時代から平安時代の土壙を検出した。

遺物は、奈良時代の瓦と土師器・ガラス製品などが出土した。

北白川廃寺（表２-45）では、奈良時代から平安時代前期の溝５条、奈良時代から平安時代の瓦

溜１基を検出した。遺物は、ほとんどが瓦類で他には、土師器や須恵器などが出土した。

法成寺跡（表２-46）では、江戸時代の土壙９基を検出した。遺物は、供養碑３基・近世陶磁器・

土師器などが出土した。

深草寺跡他（表２-54）では、飛鳥時代の包含層、平安時代中期の井戸１基、室町時代の包含層

を検出した。遺物は、土師器・須恵器・瓦が出土した。

伏見城跡（表２-55）では、近世初め頃の伏見城外堀を検出した。遺物は、陶器・軒平瓦・軒丸

瓦と刻印のある石垣の石材が出土した。伏見城跡（表２-57）では、明治時代の路面を検出した。

遺物は、近代の染付が出土した。
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Ⅱ　平安京跡

１　平安京左京五条三坊

経過　京都市水道局が、下京区鶏鉾町およ

び童侍町地内の室町通と綾小路通で、配水管

布設工事を計画した。工事区は平安京左京五

条三坊に該当し、室町小路および綾小路を縦

断すると考えられた。このため、京都市埋蔵

文化財センターの指導により、立会調査を実

施することとなった。調査にあたっては、掘

削深度が深く危険が伴うため、矢板鋼板を打

ち込み掘削した段階で、工事の進捗にあわせ

て６ｍごとに横断面を調査した。調査区は延

長約 230 ｍの区間で、室町通ではＡ〜Ｃ地

点の３箇所、綾小路通ではＤ〜Ｈ地点の５箇

所で調査を行い、Ｄ地点では条坊関係の遺構

を検出したため面的に調査を行った。

遺構・遺物　当調査区での基本層序は、近

現代盛土から順次、暗茶灰色泥砂層（江戸時

代）、暗灰色泥砂層（鎌倉時代から室町時代）、

茶灰色泥砂層（平安時代）、淡灰色泥砂層（弥

生時代）、淡黄灰色粗砂〜茶褐色砂礫層（無

遺物）の各層を確認した。地表面から無遺物層までの平均深度は約 2.5 ｍである。

確認した遺構は、平安時代から近世まで重複した状態であったが遺存状況は良好で、溝２条（平

安時代後期および室町時代）、井戸 12基（平安時代後期１基・鎌倉時代２基・室町時代１基・江
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図 283　調査位置図（１：5,000）

図 284　調査区配置図（１：2,000）

図 285　Ｄ地点遺構実測図（１：100）



戸時代２基・不明６基）、土壙 58基（平安時代中期２基・平安時代後期 10基・鎌倉時代 12基・

室町時代 13基・室町時代後期（戦国時代）から江戸時代 15基・不明６基）とともに多数のピッ

トを検出した。

なかでも、綾小路通の西端で行ったＤ地点の調査では、平安時代後期の綾小路北側溝と考えら

れる溝（溝２）を東西約 11ｍに渡って検出した。北肩は調査区外で南肩だけの検出だが、深さは

約 0.6 ｍで、堆積土は炭化物を含む暗灰色泥土である。土師器皿と壷、須恵器椀と甕、瓦片など

が出土した。また、溝２の南約 1.5 ｍでは、室町時代の東西溝である溝１を検出した。南肩は調

査区外で東西延長９ｍを確認している。深さは約0.9ｍで、炭化物を多く含む灰色泥土が堆積する。

土師器・須恵器・陶器・白磁・滑石製鍋・瓦などが出土した。さらに、溝２を切り込んで中世の

素掘り井戸を検出している。

出土遺物は弥生時代後期から江戸時代に至るまでの遺物が出土したが、室町時代以降の遺物が

多数を占めている。図 286 に図示した土器類のうち、１〜３はＤ地点の溝２から、４・５・７・

８はＡ地点の土壙から、10・16はＦ地点の土壙から出土した。また、Ｄ地点の茶灰色泥砂層から

石帯の丸鞆（18）が出土している。

小結　調査の結果、予想通りの数多くの遺構・遺物を確認した。とくに、中世以降の遺構が多く、

当地域が鎌倉時代から室町時代にかけて発展していった様子を窺うことができる。平安時代の遺

構も多く認められるが、なかでも溝２は平安京条坊復元図と対照させることによって、綾小路北

側溝に比定することが可能である。また、周辺の調査では弥生時代の遺構・遺物が発見されている。

本調査においては遺構の確認はできなかったが、弥生土器が出土しており当該期の遺構の拡がり

を実証することができた。
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図 286　遺物実測図（１：４）



Ⅲ　その他の遺跡

２　植物園北遺跡

経過　遺跡は、京都盆地の北辺、北山の山間から盆地平野部へ流れ出た賀茂川が現・上賀茂神

社周辺を頂点として南東方向に形成した大規模な扇状地上に立地する。北には北山の南辺にあた

る本山・西山などが控えている。また、北東部には氷河期の植生が遺存する深泥池が山裾に水を

湛える。

1974 年京都市の地下鉄烏丸線工事に先立ち、京都市高速鉄道烏丸線構内遺跡調査会を組織して

工事計画範囲内の埋蔵文化財の調査を実施した。その調査の一環として、京都府立植物園の北側

一帯、上賀茂地区の分布調査を実施し、奈良時代から平安時代の遺物を採集し、当該期の遺物散

布地として周知されるようになった。

1979 年１月、京都市水道局によって当該遺物散布地を含む上賀茂一帯に公共下水道敷設工事が

計画され、協議の結果重機による工事掘削に対して立会調査を行うことになった（１次調査）。当

初は南半部のみ立会調査を行う予定であったが、調査を進めるに従い、想定していなかった弥生

時代から古墳時代の遺構が良好に遺存していることが判明した。このため、協議を経て工事に先

立って一部試掘調査を実施することとし、古墳時代前期の竪穴住居を面的に検出した。これをもっ

て、当遺跡を集落跡と位置付け、「植物園北遺跡」とした。一方、立会調査では遺構の検出範囲
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図 287　調査位置図（１：15,000）



が北や東へ拡がることが判明し、遺跡外で行われた下水工事にも立ち会うこととなった。そして、

本年度に実施した２次調査では、１次調査の成果を受けて北側で行われる工事区の立会調査を行

うこととなり、1980 年５月から開始し、1981 年２月まで継続した。継続調査のため昭和 53・

54年度調査分も合わせて報告する。

遺構　調査地一帯は土地区画整理がなされ、近年宅地化が進みつつあるが、田畑として利用さ

れていた地域である。層序は道路舗装およびこれに伴う盛土層（厚さ 0.3 ｍ）、現代耕作土・床土

（厚さ 0.3 ｍ）の下面が遺構面となる。遺構面は黄褐色・茶褐色・暗茶褐色砂泥などからなっており、

さらに下層には茶褐色砂礫が厚く堆積する。

検出した遺構は縄文時代晩期、弥生時代後期から古墳時代前期、古墳時代後期、平安時代中期、

平安時代後期から鎌倉時代、室町時代の各時代に及んだ。

縄文時代晩期の遺構は北西端で輪郭の明確でない凹地状堆積を２箇所で検出した。

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構を最も多く検出した。竪穴住居、土壙、溝、柱穴などがある。

竪穴住居は中央部から東部にかけて確実なものは 38棟を確認した。その他、土壙を 16基、溝を

10条、性格の不明な遺構を 11基検出した。ほぼ、竪穴住居の分布域と一致している。

古墳時代後期の遺構は主に遺跡北西部、現上賀茂小学校周辺で検出した。竪穴住居３棟、土壙

４基、溝１条、その他性格の不明な遺構９基などである。竪穴住居は竈の痕跡が認められる。

平安時代以降の遺構は、北西から中央に分布する。平安時代中期は土壙２基、柱穴２基、平安

時代後期から鎌倉時代は土壙６基、溝１条、室町時代は土壙 13基、溝５条、柱穴２基などである。
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図 288　植物園北遺跡遺構分布図（１：10,000）



遺物　遺物は２年度合わせ、整理箱に 35箱出土した。縄文時代から室町時代のものである。

縄文時代の遺物は晩期のいわゆる刻目突帯文期のもので、浅鉢・深鉢・注口土器などがある。

石器はサヌカイト製の石鏃、サヌカイト・チャートの剥片などがある。

弥生時代後期から古墳時代前期の土器は、いわゆる畿内第Ⅴ様式の弥生土器、庄内式土器、布

留式土器に併行する時期のものである。甕、壷、鉢、高杯、器台などがある。生駒山西麓産胎土

の庄内式甕や「受口状口縁」の近江系甕などがみられる。ほかに土錘などの土製品が出土した。

古墳時代後期の土器は土師器（甕・甑など）、須恵器（杯身・杯蓋・甕など）がある。

平安時代から室町時代の遺物には土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、黒色土器、瓦器、白

磁などの土器類、滑石製の石鍋などがある。

小結　本調査では、調査前に想定していなかった弥生時代後期から古墳時代前期を中心とする

竪穴住居などの遺構を検出したため、協議により調査の範囲を拡げ期間も延長して、２年間にわ

たって立会調査を実施した。その結果、遺跡が縄文時代から室町時代の長期にわたり、また広範

囲に及ぶ市内でも有数の遺跡であることを明らかにし、「植物園北遺跡」と名付けるに至った。今後、

開発に伴う調査も一層増えることが予想される。本遺跡の詳細は今後の調査に期待したい。
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図 289　昭和 55年度試掘・立会調査位置図
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